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はじめに 
環境保護の取り組みは、我々の世界でその役割を増してきています。あらゆる業界で、企業が精査しなければなら

ない化学物質がますます増え、さらに自社製品に含まれる有害な化学物質を削減することを求められています。加

えて、企業は無駄を省き、必要なリソースの削減（無駄なリソースを再生させて、製品に還元すること）も必要で

す。また経済のグローバル化も進み、顧客目線で考えると、企業は国内の規制や法律だけに注意しているだけでは

済まなくなっています。このため、国際的な法律や規則に準拠し、これらの要求を設計や製造プロセスに組み込ま

なければならなくなりました。 

そこで DXC Technology（DXC） は、リサイクルや環境情報マネージメントのパイオニアとして、Compliance 

Data Exchange （CDX） というソリューションを提供し、お客様の自社製品の材料情報を、サプライチェーンを

通して収集、管理、分析、蓄積できるようにしました。CDX システムを使用すると、自社製品に含まれる、または

製造過程で使用される全ての化学物質の情報を、いつでもどこにいても必要な顧客に提供したり、環境コンプライ

アンスの規定に沿って自社の情報を分析したりすることができます。CDX システムでは、Hong Kong Convention 

（HKC）、REACH、SVHC、WEEE、紛争鉱物といった法規制の要求に従うために、サプライチェーン上の全ての企業

が、CDX を使用してデータを収集することができます。 

CDX 紛争鉱物申告（CMD）マネージャーを使用することで、ドッド＝フランク・ウォール街改革・消費者保護法の

要求事項に対応することができます。とりわけ CMD マネージャーは、ユーザー企業のサプライチェーン上で情報を

コントロールすることで、申告のプロセスや取引先から受け取った情報のとりまとめに有効となります。これは、

CDX 上で取引先が作成した CMD を管理し、CDX にさらに登録することなく CMD を取引先と交換することも可能にな

ります。 

 

http://www.cdxsystem.com
http://www.cdxsystem.com/
http://www.cdxsystem.com/
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CDX – はじめに 

基本要件 

CDX にアクセスするためには、ユーザーはインターネット接続とサポート対象のブラウザを用意する必要がありま

す。技術的制約により、ユーザーは、例えば Microsoft Internet Explorer Version 10.0 、Firefox 及び Google 

Chrome の最新バージョンのように、DXC がサポートするバージョンのブラウザを使用してください。（CDX 

Information Pages, www.cdxsystem.com > How to start > System Information から確認できます。） 

サポート対象以外のブラウザやバージョンでも、CDX をご利用いただけるものが存在します。しかしヘルプデスク

では、サポート対象のブラウザを使用した場合の問題以外は対応いたしかねますのでご了承ください。いかなる場

合も、ブラウザのインターネットオプションで Java Scripting を有効にしてください。ブラウザの設定が正しく

行われていないと、CDX アプリケーションが正しく動作しません。CDX では Webアプリケーション、ブラウザナビ

ゲーションといった多くの異なる処理が同時に行われているため、キーボードや画面の「戻る」ボタンを使った場

合、CDX のシステムコントロールが阻害され、期待する動作ができなくなります。このため、必ず CDX のボタン

や、CDX の画面がナビゲートする機能を使用してください。 

費用 

ユーザー自身で企業を登録し、CDX を使ってデータシート(MDS)や紛争鉱物申告書(CMD)を作成、顧客に送信するこ

とは、無料で実施できます。しかし、CDX の利点を最大限に生かすためには、サプライヤーからデータシートを受

け取るという事が必要になってきます。サプライヤーから受け取ったデータを自社の部品構成に組み込むために

は、その受信データシート分の費用をお支払い頂く必要がございます。費用体系については、CDX Information 

Pages > How To Start > Order MDS License / Order CMD License のページをご参照ください。 

料金の中には、CDX の運用、メンテナンス、Web サービス、ヘルプデスクによる 1 次レベルのサポートが含まれて

います。CDX の Web サービスをご利用頂くには少なくとも一番小さいレベルのご注文を頂く必要があります。さら

に、標準インターフェースを使った場合も、この費用体系のデータシート数にカウントされます。ただし、CDX と

お客様の社内システムとの連携に関するあらゆるサポート（例:コンサルティング）は含まれませんので、必要な

場合は別途費用がかかります。 

CMD マネージャーを使用することや、CMD ワークフローや Excel アップロード経由で取引先から得た CMD を取り込

むことは、おのおのの CDX 企業（CDX Information Pages > How To Start > Order CMD License を参照）の暦年

の利用料金がベースとなります。 

企業登録 

注意:各企業または各拠点は、CDX に 1 企業として登録することができます。これは自社、関連企業と顧客やサプ

ライヤーとの間の区別をはっきりとさせるために行われます。オンラインで企業登録を行う前に、既に自社企業が

登録されているかどうかを、CDX Service Desk に問い合わせていただくことをお勧めします。一度企業が登録さ

れると、カンパニーアドミニストレーター（自社企業の管理者権限を持つユーザー）は他のユーザーや他のカンパ

ニーアドミニストレーターを作成することができます。社内の担当者が頻繁に交代したり退職したりすることを考

えると、最低でも 2 名以上のカンパニーアドミニストレーターを CDX の企業に登録することを強くお勧めします。 

企業登録はホームページ（CDX Information Pages  CDX Login  登録  企業を登録する）から行えます。  

顧客から CDX に登録するための招待メールを受け取った場合、顧客はすでに企業を事前登録しています。企業を再

度登録する必要はありません。受信したメールをよく読み、付属のリンクを使用して事前登録を有効にしてくださ

い。 

http://www.cdxsystem.com
http://www.cdxsystem.com/
mailto:CDX-ServiceDesk@dxc.com?subject=Question%20regarding%20Company%20Registration
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ユーザーは企業情報と 1 名のカンパニーアドミニストレーターの情報を入力します。 

赤いアスタリスク*がついているフィールドは全て入力必須です。このフォームを送信すると、システムは同一名

称の他の企業が既に登録されていないかどうかをチェックします。この処理は単純に文字を照合しているだけです

ので、実際に対象の企業が登録されているかどうかを確認できるものではありません。企業としてコンプライアン

ス業務を 1 点に集中させたい場合、DXC で管理している「拒否リスト」に特定の文字を登録すると、その文字列を

含む企業名は、オンラインで登録できないように設定することができます。 

CDX には、紛争鉱物の機能が含まれているため、紛争鉱物の製錬所が特別な企業として登録できます。自社企業を

製錬所として CDX に登録したい場合は、企業登録の際に” あなたの企業は紛争鉱物の製錬所ですか？”というチ

ェックボックスにチェックを入れると、追加で“ 製錬所施設”というタブが表示されます。お客様の企業を製錬

所として CDX 上で有効にするための次の手順が案内されます。製錬所施設の管理についての詳細は、このマニュ

アルのシステム管理メニュー > 企業 > 製錬所の管理をご参照ください。一般の企業の登録のため、最初はこのチ

ェックボックスにはチェックは入っておらず、“製錬所施設”タブも表示されていません。 

注意: 一般企業との区別をつけるため、“製錬所施設”タブは施設の情報とその施設で製造されている全ての鉱物

の情報を入力する製錬所だけに有効です。1 つの製錬所には、複数の施設がある場合があり、各施設では複数の鉱

物を製造していることもあります。“企業情報”タブにその製錬所の本社の情報を入力し、”カンパニーアドミニ

ストレーター”タブはその製錬所の本社の企業管理者の情報を入力します。 

更に、企業登録するユーザーが１人目のカンパニーアドミニストレーターとなり、E メールでカンパニーアドミニ

ストレーターのユーザーID 情報へのリンクを受け取れるようにすることを、強く推奨します。もしカンパニーア

ドミニストレーターと実際に登録した人物が別だとすると、システムからの E メールを無視したり消したりしてし

まう可能性があります。 

注意: E メールアドレスの欄に入力したアドレスには、システムからの確認メールが配信されるため、必ずそのユ

ーザーID に関連する正しいアドレスを入力してください。ユーザーID は企業単位ではなく必ず個人単位に割り当

ててください。許可されたユーザーの氏名、E メールアドレスだけが ID に関連付けられます。各担当者が自分の

ユーザーID で CDX の業務を行うようにしてください。 

入力が完了したら、「次へ」をクリックします。すると CDX への登録についての確認画面が表示されます。この画

面で承認すると、ユーザーID、パスワード、企業 ID、企業名といった CDX の登録情報が表示されます。これらの

登録情報をコピーして、安全な場所に保存してください。この画面は一度閉じてしまうと二度と表示されません

ので、必ず正しくコピーされたことを確認してください。 

http://www.cdxsystem.com
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CDX 登録情報を確認すると、ユーザーに対して新しい企業を CDX 上で有効にするためのリンクが E メールで送られ

ます。この URL を使って企業を有効化しなければ、ユーザーは CDX にログインすることができません。その後に

は、ユーザーID とパスワードを使って CDX アプリケーションにログインすることができます。以下の画面は、カ

ンパニーアドミニストレーターが企業登録した際に送られる E メールのサンプルです。この E メールは CDX システ

ムから配信されるため、システムからのメールを正しく受信できるように、自社の IT 部門に設定を依頼してくだ

さい。まれにファイアーウォールレベルでブロックされるケースや、迷惑メールやスパムメールのフォルダに振り

分けられてメールがユーザーに届かないケースがあります。このメールはコンピューターから配信されるため、メ

ール上のリンクをクリックするようなリクエストに応じることはできませんし、E メールを通すために文字を入力

することもできません。 

 
 

注意: 一部の E メールのアプリケーションが、URL の途中にキャリッジリターン（改行）を挿入してしまう場合が

あります。もし URL が開かない場合は、URL より以下のライン上におそらく何か文字が入っている可能性がありま

す。Windows のメモ帳のようなアプリケーションに、対象の行を編集しないようそのままコピーし、行と行の間の

改行文字を削除してから、URL をクリックしてください。 

URL にアクセスすると、CDX への登録を承認するかキャンセルするかの選択肢が表示されます。キャンセルを

クリックすると再びこの URL に戻って承認をすることはできません。 
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注意: この URL はメールで送られてから 14 日間有効です。もしこの 14 日間の間に URL を開かなかった場合は、そ

れ以降アクセスできません。  

以下の図は、ある企業を有効化するページです。 

 
 

「有効化」をクリックすると、CDX 登録が完了します。更にこの企業登録の過程で受け取ったユーザーID とパスワ

ードを使って CDX にログインすることができます。  

 

カンパニーアドミニストレーターの権限と役割は以下の通りです: 

自社（だけに限る）のユーザーの作成 

• 自社のユーザープロファイルの変更 

• 自社のユーザーのパスワードリセット 

• コンタクトパーソンの割り当て 

• 担当から外れた、または退職したユーザーの無効化 

• CDX 企業に必要最低限のカンパニーアドミニストレーターがいることを確認（担当者の休暇や外出などを含む） 

• データシート数を確認し、購入したレベルのデータシート数の上限に達しそうになった場合は追加注文を行い、

購入手続きが正しく行われているかどうかを確認 

• CDX 企業のデータシート統計へのアクセス 

 

新しいユーザーを作成するときは、毎回ユーザーID と関連づけられている E メールアドレスの画面が表示されま

す。そして仮のパスワードが作成され、E メールで新しいユーザーに直接送られます。このメールにはパスワード

だけが含まれており、ユーザーID は含まれていません。このため、カンパニーアドミニストレーターは対象のユ

ーザーにユーザーID を伝達する必要があります。 

 

新しいユーザーは全員、最初のログイン時に CDX 使用条件を読み、承諾する必要があります。 

http://www.cdxsystem.com
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注意: 全てのユーザーは登録されている E メールアドレスと電話番号を常に正しい状態にしておく責任がありま

す。カンパニーアドミニストレーターも同様です。システムのセキュリティの観点から、全てのユーザーは自分の

ユーザーID、氏名、E メールアドレスを使わなければなりません。パスワードリセットは、ID に紐づけられた E メ

ールでしか行われません。 

システムアクセス 

 CDX を利用するには、CDX インフォメーションページ: www.cdxsystem.com にアクセスします。 

CDX にアクセスすると、画面上部にいくつかのメニュー（タブ）が用意されています。CDX System  Support を

開くと、よくお寄せいただくご質問への回答をまとめた、FAQ（よくあるご質問集）を確認できます。以下のキャ

プチャーは CDX ホームページの画面です。 

 

ログイン 

を開き、“CDX Login” ボタンを押して、 

 

CDX システムにアクセスします。 

次の図は CDX ログインページの画面です。  

 

http://www.cdxsystem.com
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この画面で、ユーザーID とパスワードを入力します。ユーザーID は企業 ID とは異なりますのでご注意ください。

ユーザーID は、企業名と、該当するユーザーの情報で構成されています。企業 ID は全て数字です。一方、ユーザ

ーID はアルファベット（小文字） の後に数字となっています。 

ユーザーID とパスワードは大文字と小文字を区別します（例 : “SPRING”と“Spring”は異なる文字列として識

別されます）。ログインできなくなることを防ぐため、最初のログインの際に、ユーザーID とパスワードを、シ

ステムからの自動配信メールからコピー（<CTRL><C>）＆ペースト（<CTRL><V>）することをお勧めします。システ

ムで自動作成するパスワードは、全て小文字のアルファベットと数字です。また、混乱を防ぐた

め”o”、”0”、”l”、1”は使用していません。ユーザーID は通常、5 つのアルファベット（小文字） の後に

3 桁の数字となっています。 

ログインの前に、表示言語を選択できます。現在はドイツ語、英語、スペイン語、ポルトガル語、フランス語、ロ

シア語、日本語、韓国語、中国語が利用可能です。ただし、多国語で表示ができていても、入力項目は全て CDX で

認められている英語しか対応しておりませんので十分ご注意ください。加えて、CDX では入力項目は各言語に翻訳

されません。 

 

ID の確認/新しいパスワードの発行依頼 

ID やパスワードを忘れることが多いと思われ

ます。そういったよくあるケースに備え、CDX にはユーザーID の再確認やパスワードの再発行の機能があります。

ただし、これらの機能は、最も重要なユーザーID に紐づく E メールアドレスを照合してユーザーID の特定や新パ

スワードの発行を行います。このため、常にシステム上に最新の E メールアドレスを登録しておくことが必須とな

ります。 

もしユーザーID を忘れてしまった場合は、CDX のログイン画面にある「ID の確認」というリンクを使う事で、簡

単にユーザーID（複数の場合もあります）を再確認できます。 

 

リンクをクリックすると、E メールアドレスを入力する画面が現れます。 

 

http://www.cdxsystem.com
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入力した E メールアドレスに紐づくユーザーID の一覧が、システムから送信されます。さらに、パスワードが分

からない場合は「新しいパスワードの発行依頼」というリンクからパスワードを再発行できます。 

 

リンクをクリックすると、以下のような画面が表示されます。 

 

新パスワードの発行を行う際には、そのユーザーID と紐づく正しい E メールアドレスの入力が必要となります。

パスワードリセットを行うために、入力する E メールアドレスは、あらかじめ CDX のシステムに登録している E

メールアドレスと同一でなければなりません。 

E メールアドレスのチェックが行われた後、もし問題 （例: ユーザーID が既に期限切れ、もしくは前

回のパスワードリセットから一度もログインに成功していない状態で再びパスワードリセットを行おうとした、な

ど）がなければ、新しいパスワードが、入力した E メールアドレスに送信されます。新しいパスワードは規則性の

ないアルファベットのため、ログインの際には E メールからコピー/ペーストすることを強くお勧めします。新し

いパスワードでログインをした後、パスワードの変更が求められます。 

ユーザーID が間違っている、ID に紐づく正しい E メールアドレスではない、ユーザーID が有効期限切れになって

いる、または前回のパスワードリセットから一度もログインに成功していない状態で再びパスワードリセットを行

おうとした場合には、エラーメッセージが表示されます。特に前回のパスワードリセットから一度もログインに成

功していない場合のエラーは、パスワードリセットの E メールを受け取れずに何度もパスワードリセットのボタン

を押してしまう、という事態を避けるためにあります。もし CDX システムからの自動配信 E メールが受け取れない

という問題が発生した場合は、社内の IT 部署の担当者にお問い合わせ頂き、「ID の確認」のリンクをたどってな

ぜ E メールが受け取れないのかを調査してもらうよう依頼してください。E メールを受け取れないとこれ以上 CDX

を使用することができません。 
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使用条件の承諾 

初めてのログイン（E メールで仮のパスワードを受け取ってログイン）した際、必ず使用条件（Terms of Use）に

承諾し、パスワードを変更しなければ次に進めません。以下の図は使用条件の画面の例です。 

 

いくつかのブラウザもしくは画面の解像度によっては、画面をスクロールしないと「承諾」または「拒否」ボタン

が現れない場合があります。ユーザーは必ず使用条件を読み、承諾しないと先に進めません。「拒否」を押すと

スタートページに戻り、CDX を使用することはできません。 

 

次のステップは初期パスワードを変更する作業です。ユーザーは「システム管理」>「パスワード変更」オプショ

ンからパスワードを変更できます。セキュリティの観点から、パスワードリセット（CDX ログインページの「新パ

スワードの発行」のリンクで行った場合、およびサービスデスクに依頼した場合も含む）の後、少なくとも 90 日

毎にパスワードを変更する必要があります。 

 

パスワードを変更する際は、古いパスワードとご自身で考えた新しいパスワードを入力します。パスワードは 8～

20 文字です。また、全て ASCII もしくは Latin 1 （ISO-8859-1）の文字を使用し、最低 1 つ以上の数字を入れる

必要があります。 
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お知らせの確認と同意 

CDX に関するお知らせがあると、ログイン直後にお知らせが表示され、既読として非表示にするか、次のログイン

時にもう一度表示させるかを選ぶことができます。このお知らせ画面は、パスワードを変更する必要がある時には

表示されない場合があります（その次にログインするときに表示されます）。ユーザーは必ずメッセージを読んだ

という事を意思表示しないと、次に進むことができません。次の図は一般的なお知らせ画面です。 

 

 

MDS がある場合は、追加の通知アイテムが以下に示すようにお知らせダイアログ

に個別に表示されます。 

 

 
 

 

一度「OK」をクリックすると、CDX の基本画面に切り替わります。以下の図は CDX の初期画面です。 

 

  

http://www.cdxsystem.com


 
 
 

 17  CDX User Manual – Version 7.6 / November 2021 
 

CDX のナビゲーション 
CDX にログインすると、以下のように、いくつかの領域に分かれた画面が現れます。 

次の図は、さまざまな部分を示しています。 

 
 

 
 

ユーザー情報 / ログオフ 

このエリアでは、ユーザーの氏名と CDX の企業 ID が表示されます。 また、サインオフするためにログオフボタン

が右上の端に配置されています。（ ）さらに隣には「ステータスインディケーター」も配置されています。 

（ ）. 

ビューの変更 

では、データシート情報(MDS)と紛争鉱物情報(CMD)を管理することができます。CDX の見た目をシンプルに

し、CMD と MDS の機能へのより論理的なアクセスを提供するために、個人的なニーズに応じてメニュービューを変

更することができます。CMD のみで作業する場合は、「CMD ビュー」を設定してください。MDS をより重視する場

合は、「MDS ビュー」を使用してください。システム管理メニューで、またはツールバーの設定ボタン（ ）

でビューを変更することができます。 

メインメニューとボタン 

メインメニューとボタンは、ログインしているユーザーが持っている権限で使える全ての機能を表しています。こ

のメニューはインタラクティブになっており、選択したメニューはハイライトで色が付きます。各メニューをクリ

ックすると、作業画面がその機能に対応する画面に切り替わります。その時に利用できないメニューは文字が薄く

なり選択できないようになっています。 

選択したビュー(MDS または CMD)によって、メニュー項目は異なります。 

メニュー ボタン機能 

ログインユーザー 
と企業情報 

ログオフ 

データシートの一部

 情報 ／ 詳細エリア

レポートエリア 実行可能な動作 

ビューの変更 

コンテクストメニュー 

http://www.cdxsystem.com


 
 
 

 18  CDX User Manual – Version 7.6 / November 2021 
 

どのビューを選択したかに関わらず、非アクティブなビューのすべ

てのメニュー項目は、"…詳細 "ボタンから常に利用可能です。 

次のセクションでは、MDS ビューの各メニュー項目について説明し

ます。CMD ビューで利用可能なメニュー項目については、CMD セク

ションで説明します。 

右はメニューの画面です。 

 

 

データシートメニュー/ ツールバーボタン 
これらの機能はデータシートメニューの下で有効なアイテムです：  

 

新規作成 

「データシート」>「新規作成」を選択するか、ツールバーのボタン を押すことでこの機能を使用すること

ができます。このボタンはメニューのデータシート > 新規作成を選択したときと同じです。このボタンからは以

下のことを行うことができます: 

 

メニュー 内容 

 

コンポーネント コンポーネントの新規作成しデータシートを表示 

セミコンポーネント セミコンポーネントの新規作成しデータシートを表示 

材料 材料の新規作成しデータシートを表示 

入力依頼 入力依頼の新規作成しデータシートを表示 

Conflict Minerals Declaration  CMD（紛争鉱物申告）の新規作成と表示  

CMD リクエスト 新しい CMD リクエストの作成と開く 

SDoC SDoC の新規作成し、SDoC レポートを表示 

 

保存 

この機能は「データシート」>「保存」メニューからでも、ツールバーの ボタンからでも実行することができ

ます。このボタンは、その画面でユーザーが保存する必要がないときには表示されません。この機能は、その時作

業中の情報を CDX システムに保存する機能です。例えばデータシートや入力依頼、企業内の組織の編集やユーザー

データ、SDoCs などの編集中に使うことができます。 

 

 

以下の表は、それぞれのメニューの動きの説明です : 

メニュー 内容 

 

新バージョン データシートを編集する時しか利用できません。同じノード ID 

で変更されたデータシートを新しいバージョンで保存します。既

存のデータシートは変更されません。自社のデータシートでな

い限り、新しいバージョンのデータシートは作成できません。 

新しいデータシート データシートを編集する時しか利用できません。 変更されたデ

ータシートを新しい ID で保存します。既存のデータシートは変

更されません。 
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印刷 / PDF として保存 

「データシート」 > 「印刷」もしくはツールバーのボタン を使ってこの機能を

利用できます。このボタンを利用すると、「データシート」 > 「印刷」と同じメニュ

ーが表示されます。 

このメニューでは、以下の表のようにデータシートの情報を違うタイプのレポートと

して印刷することができます： 

メニュー 内容 

 

材質宣言レポート データシートを表示しているか、編集中の時だけ利用できます。も

しくは SDoC を表示しているか、編集中の時だけ利用できます（ユ

ーザーがこの SDoC を所有している場合）。対象のデータシートの

材質宣言レポートを生成します。材質宣言レポートには、特定の

物質（禁止または制限）およびデータシート内に含まれる特定の

化学物質が造船業界で定義された条約及びガイドラインに従って

いるかどうかを識別します。 

データシートレポート データシートを表示しているか、編集中の時だけ利用できます。対

象のデータシートのデータシートレポートを生成します。このレポー

トには、データシートに含まれるアセンブリや材料を構成する化学

物質のリストが含まれます。 

SDoC SDoC を表示しているか、編集中の時だけ利用できます。SDoC

で指定された全てのデータシートとその関連の材質宣言の SDoC

レポートを作成します。SDoC レポートには、指定されたデータシ

ートとその関連の材質宣言の責任者を特定し、彼らは法律に準

拠しており、含有化学物質情報を適切に管理していることを保証

します。 

SDoC レポートは船のリサイクルのために、国際海事機関（IMO）

によって定義されます。 

 

インポート 

以下の表は、それぞれのメニューの動きの説明です : 

メニュー 内容 

 

MDS バルクリクエスト

のインポート 

データシートリクエストを新規に作成しているとき、またはデータシ

ートリクエスト送信ボックスにいるときにのみ使用できます。記入

済みの MS Excel テンプレートを CDX にインポートして、複数のサ

プライヤーに同時に大量のデータシートリクエストを送信すること

ができます。 

IMDS データシートの

インポート 

IMDSの既存のデータシートを、編集可能なデータシートとしてCDX

にインポートします。 

IPC1752A クラス C/D この機能は、IPC1752A クラス C または D 宣言ファイルを、独自の

編集可能なデータシートとして CDX にインポートします。インポート

された 1 つの宣言書は、記録されている製品の数に応じて、複数

のデータシートになる場合があります。 

IEC62474 この機能は、IEC62474 宣言ファイルを独自の編集可能なデータシ

ートとして CDX にインポートします。 

IPC1754 Class 

E/F/G 

この機能は、IPC1754 クラス E、F または G 宣言ファイルを、

独自の編集可能なデータシートとして CDX にインポートしま

す。 

…詳細 CMD ビューで使用可能なメニュー項目を表示します。 
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エクスポート 

以下の表は、それぞれのメニューの動きの説明です : 

メニュー 内容 

 

IPC1752A クラス D データシートを表示または編集する際にのみ使用でき、有効なデ

ータシートライセンスが必要です。IPC1752A クラス D またはクラ

ス C 宣言にデータシートをエクスポートします。エクスポートされた

データは、XML ファイルとして保存されます。 IPC1752A クラス C 

IPC1752A クラス E データシートを表示または編集する際にのみ使用でき、有効なデ

ータシートライセンスが必要です。IPC1754 クラス E、F または G 宣

言にデータシートをエクスポートします。エクスポートされたデータ

は、XML ファイルとして保存されます。 

IPC1752A クラス F 

IPC1752A クラス G 

IEC62474 

IEC62474 NEW 

データシートを表示または編集する際にのみ使用でき、有効なデ

ータシートライセンスが必要です。IEC62474(ed.1)または IEC62474 

NEW(ed.2)宣言にデータシートをエクスポートします。エクスポートさ

れたデータは、XML ファイルとして保存されます。 

SCIP Dossier データシートを閲覧または編集する際に、有効なデータシー

トライセンス(最低「エントリーレベル」)を持っている場合にの

み使用できます。データシートを SCIP Dossier にエクスポー

トします。 

…詳細 CMD ビューで使用可能なメニュー項目を表示します。 

 

確認 

データシートを表示しているか、編集中の時だけ利用できます。データシートのエラーチェックを行い、問題があ

った場合は一覧で表示します。このチェック機能は、ツールバーのボタン からも起動することができます。 
 

社内送信 

データシートの編集中のみ使用できます。データシートを社内送信し、自社で作成した他のデータシートやモジュ

ールに参照できるようにします。 
 

承認 

この機能は、承認、拒否または送信の取り消しをまだしていない受信データシートを表示している時だけ有効で

す。次の画面で承認/拒否ボタンが表示され、承認することができます。 

拒否 

この機能は、承認、拒否または送信の取り消しをまだしていない受信データシートを表示している時だけ有効です。

次の画面で承認/拒否ボタンが表示され、拒否することができます。 
 

転送 

以下の表は「転送」メニューで使用できるオプションの説明です:  

メニュー 内容 

 

転送 承認済みで、かつ送信元が転送を許可しているデータシート

を開いている時だけ利用できます。転送バージョンのコピーを

作成し、送信先に送ることができます。ただし構成情報は編集

できません。転送は、1 つの承認済みデータシートにつき 1 回

しか行えません。 

転送されたデータシート 転送された受信データシートを開いているときにしか使えませ

ん。選択したデータシートの転送バージョンを表示します。 
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オリジナルのデータシート 承認データシートの転送バージョンを開いているときしか使え

ません。オリジナルのデータシートを表示します。 

削除 

表示しているデータを削除します。削除できるのはデータシート、入力依頼、組織（カンパニーアドミニストレー

ターのみが可能です）です。受信データシートは削除できません。加えて、自社以外のデータは削除できません。 

 

無効化 

この機能は、受信して承認されたデータシートを閲覧する場合にのみ使用できます。この機能を使用して、受信し

たデータシートを無効化（廃止）することができます。無効化されたデータシートは、参照を検索する際に検索で

きなくなり、まだリリースされていないデータシートで参照された場合、警告やエラーが発生します。リリースさ

れたデータシートの範囲内では、それらは有効なデータであり続けます。送信先が無効化しても、データシートは

製造者と他のすべての送信先に対しては有効なままとなります。データシートの送信先は、無効化されたデータシ

ートを受信トレイで検索することができますが、その際には「送信先によって無効化されたデータシート」として

フラグが立てられます。 

 

ログオフ 

ユーザーを CDX から退出（ログオフ）させ、ログイン/ニュースページを表示させます。ログオフのボタン は画

面の右上にあります。 
 

機能メニュー/ボタン 

機能メニューには IMDS で利用できる各機能の一覧が含まれています。ほとんどの機能はツールバーにボタンで表

示されています。各機能の詳細は以下の表の通りです: 
 
メニュー 内容 ツールボタン 

 

コンポーネント検索 コンポーネントデータシート（自社、受信済み、公開済み）

の検索画面を開きます。 
 

セミコンポーネント 

検索 

セミコンポーネントデータシート（自社、受信済み、公開済

み）の検索画面を開きます。 
 

材料検索 材料データシート（自社、受信済み、公開済み）の検索画

面を開きます。 
 

データシート検索 全てのデータシート（自社、受信済み、公開済み）の検索

画面を開きます。 
 

SDoC 検索 SDoC の検索画面を開きます。  

受信済み一覧 受信済みデータシート、入力依頼、CMD、CMD 依頼の検

索画面を開きます。 
 

送信済み一覧 送信済みデータシート、入力依頼、CMD、CMD 依頼の検

索画面を開きます。 
 

Where-Used 分析 特定の条件に合うデータシートを検索（分析）する画面を

開きます。 
 

化学物質 

化学物質検索 化学物質の検索画面を開きます。  

化学物質の申請 これまで存在しなかった化学物質の追加依頼を行うため

の化学物質依頼画面を開きます。 

 

化学物質の変更履歴 化学物質の変更を検索する画面を開きます。  
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化学物質グループ/規

則変更の検索 

化学物質グループや規制の変更を検索するための画面

を開きます。 

 

規制物質概要 別の独立した画面が開きます。全ての一般的な規制や

企業固有の規制情報を見ることができます。 

 

データシート更新 データシートを更新するための画面を開きます。  

データシート QCM MDS Queue and Collection Manager (QCM) を開きます。 
 

クリップボード クリップボードを開きます。  

…詳細 CMD ビューで使用可能なメニュー項目を表示します。  

 
 

システム管理メニュー 

システム管理メニューでは、企業情報の管理を行います。ユーザー承認プロファイルの種類によってはこのオプシ

ョンは利用できません。各機能の詳細は以下の通りです:  
 
メニュー 内容 

 

個人設定 ログインしているユーザーの E メールアドレスや電話番号といっ

た全ての情報を表示し、個人情報を編集できます。 

パスワード変更 パスワードの変更ができます。 

ビューの変更 ユーザーがビュー（MDS ビューまたは CMD ビュー）を変更するこ

とができます。 

通知 閲覧可能でまだ確認していないお知らせを表示します。 

企業 カンパニーアドミニストレーターのみが利用できます。自社の組織

を検索する画面を開きます。 

ユーザー カンパニーアドミニストレーターのみが利用できます。自社のユー

ザーを検索する画面を開きます。 

トラストユーザー カンパニーアドミニストレーターのみが利用できます。他企業のト

ラストユーザー、またはそうでないユーザーを検索します。カンパ

ニーアドミニストレーターはこの画面からトラストユーザーもしくは

そうでないユーザーを指定できます。 

データシート管理 カンパニーアドミニストレーターのみが利用できます。データシート

管理画面を開き、複数のデータシートを別の組織に移動させるこ

とができます。 

CMD 管理 カンパニーアドミニストレーターのみが利用できます。 CMD 管理

画面を開き、複数の CMD を別の組織に移動させることができま

す。 

CDX ライセンス カンパニーアドミニストレーターのみが利用できます。.企業のライ

センスの使用状況を表示します。企業管理者がライセンスのクレ

ジットを発注することができます。 

企業固有の化学物

質リスト 

自身の企業の企業固有の化学物質リストの検索画面を開き、カ

ンパニーアドミニストレーターはそれを作成したり、編集したりする

ことができます。 

企業固有の規則 カンパニーアドミニストレーターで有効な MDS ライセンスをお持ち

の方のみご利用いただけます。会社固有の規定を管理するため

の画面を開きます（閲覧、作成、削除）。 

CMD 品質プロファイ

ルマネージャー 

カンパニーアドミニストレーターのみが利用できます。自身の品質

レポートを検索し、品質レポートに新しいプロファイルを作成する

ための画面です。Opens the screen to search for and create new 

profiles for your Quality Reporting. 

不足分レポートマネ カンパニーアドミニストレーターのみが利用できます。不足分レポ
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ージャー ート標準テンプレートを作成する画面を開きます。 

組織レポート カンパニーアドミニストレーターのみが利用できます。ユーザーが

割り当てられていない社内の組織を表示します。 

データシート統計 カンパニーアドミニストレーターのみが利用できます。その企業に

関連する統計情報を確認できます。 

 
ヘルプメニュー 

ヘルプメニューの各機能は以下の通りです:  
 

メニュー 内容 

 

CDX ユーザーマニュアル CDX ユーザーマニュアル（PDF ファイル） 

ビデオチュートリアル CDX の機能を紹介したいくつかのビデオが含まれます。 

Web サービス  ウェブサービスマニュアルと利用可能な zip ファイル、ウェブサービ

スのためのサポートスキーマ（xsd files）が含まれます。 

使用条件 使用条件（PDF ファイル）を新規画面で開きます。 

プライバシーに関する声明 DXC の個人情報保護方針（pdf ファイル）を新規ウィンドウで開きま

す。 

ヘルプデスクにメールを送信

する 

別の独立したウィンドウを開き、ユーザーは CDX アプリケーション

を介して CDX ヘルプデスクに連絡することができます。スクリーン

ショットを添付することもできます。 

ネットワークパフォーマンスイ

ンデックス 

使用しているネットワークや PC 上での CDX のパフォーマンスを測

定することができます。 

CDX について CDX の現バージョンの情報を表示します。 

情報/詳細 

詳細画面は情報を入力したり、入力した情報を表示したりする領域です。 

 

作業画面 

この領域には、検索、キャンセル、作成機能を持つボタンが配置されています。これらのボタンをクリックするこ

とで入力依頼、データシート、CDX ユーザーの検索結果や詳細をこのエリアの下に一覧表示させます。 
 

検索結果画面からのショートカット 

上記のボタンやメニューに加え、検索結果画面において特定のデータシートを選択した状態で右クリックすると、

部品検索の結果として表示される下に、よく使われる機能のショートカットがメニューとなって表示されます。 

代わりに、コンテキストメニューを開くためにメニューをクリックすることができます。 
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データシートの新規作成 
真っ先にやるべきことの 1 つとしては、データシートの新規作成です。既存のデータシートを参照するかどうかは

ともかく、顧客に送ったり、またレポートを作成したりするため、まずは自分の構造を作成することです。 

データシートとは? 

データシートとは、以下のような複数のデータの単位がまとまって構成されているとご理解ください: 

 
 

これらの各領域は、以下のセクションで説明します。  

データシートの新規作成 

メニュー、または、ツールバーのボタン から新規作成することができます。最初、コンポーネントかセミコ

ンポーネントか材料のどれを作るのかを決めなければなりません。後から変更出来ないので、ご注意ください。 

データシートのタイプ 

以下の表に、コンポーネント、セミコンポーネント、材料の特徴をまとめています: 

データシート

タイプ 

説明 参照先の親ノード 参照できる子ノード 質量 

材料 

 

均質な構造を表している。 

 - 仮にスライスして断面を見たと

しても、層や成分の違いを確認す

ることができない（ただし電子部品

は除く） 

他の材料、セミコンポ

ーネント、コンポーネ

ント 

他の材料、化学物質 単体ではまだ質

量は決まってい

ない 

セミコンポー

ネント 

 

材料と類似しているが、アセンブリ

または最終製品になる前に加工を

必要とするものを表している。例え

ば、鉄板や被覆線など。長さ、体

積、面積単位で使用される。 

他のセミコンポーネン

ト、コンポーネント 

他のセミコンポーネン

ト、材料、化学物質 

単体ではまだ質

量は決まってい

ない 

データシート 

コンポーネントまたは

材料の構成 

含有物質 
(化学物質; 化学物質グル

ープ) 

送信先情報 (DUNS No., 

住所, 部品番号など) 

フィルター情報: 

SVHC, HKC, RoHS など 

サプライヤー情報 (コ

ンタクトパーソン,部品

番号など) 

公的材料規格 

ワークフロー と入力依

頼情報 

業界ごとに求められて

いるその他の情報 
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データシート

タイプ 

説明 参照先の親ノード 参照できる子ノード 質量 

コンポーネン

ト 

 

アセンブリまたは質量が決まった

部品を表し、数量で数えられるも

の。例えばボルトやエンジン部、シ

ートなど。コンポーネントのデータ

シートは質量が決まっておいて、

構成上減らされることはない。 

他のコンポーネント 他のコンポーネント、セ

ミンコンポーネント、材

料、化学物質 

質量が決まって

いる 

 

データシート管理を容易に進めるために、CDX では上の表にある通り、材料、セミコンポーネント、コンポーネン

トを記号で表しています。これらの記号は構成のツリー中や検索画面などに表示されます。また特定の条件に当て

はまる場合は記号が以下のように変化します: 

     記号に家のマークがついている場合は、自社データシートであることを表します。（コン

ポーネント、セミコンポーネント、材料） 

      地球マークがついている記号は、全ユーザーが利用できる公開データであることを表して

います。（コンポーネント、セミコンポーネント、材料） 

      封筒マークがついている記号は、サプライヤーから送信された受信データシートであるこ

とを表しています。（コンポーネント、セミコンポーネント、材料） 

 

CDX の材料は全て、突き詰めると という記号で表される化学物質の集まりです。化学物質リストは、社外で制

御された化学物質の検証リストです。100％開示の場合では、ツリー構造の最上部からの全てのパスの最後は、化

学物質で終了する必要があります。 

化学物質は、化学元素（例：鉄、銅）や基本化合物（例：アクリル樹脂、酸化亜鉛）です。化学物質は個別の CAS 

No.（Chemical Abstract Number）もしくは一般的な機能で定義されます。基本的には以下の 3 種類のカテゴリー

に分けられます: 

• CAS No.で表される化学物質 – これは CAS No.が割り当てられている化学物質で、例えば鉄（CAS# 7439-89-6）

のように、明確に定義がされているものです。 

• 擬似物質 - 擬似物質は、CAS No.を持たないが該当物質を正確に表すことができる化学物質または化学物質のグ

ループを指します。例えば”アクリル樹脂”などです。これらの化学物質は実在の化学物質として認められてお

り、以下に説明するワイルドカードとは異なるという事にご注意ください。 

• ジョーカーまたはワイルドカード – これらは特定の化学物質を示すものではありません。ワイルドカードの使

用はごく少量に限られており、CAS No.の項目には”system”という文字列が登録されています。代表的な例

は”Misc., not to declare”です。要申告または禁止物質をこのジョーカーまたはワイルドカードとして報告

することは禁止されています。 

 

他にデータシートについて知っておくべきことは、構成情報のページに

は、親子関係を含むツリー構造を有しています。以下の図は、ツリー構

造を表したものです。 

"Test Component"は"JT CDX PUBLISH TEST"と"+AZ150 （hot-dip 

aluminium-zinc coated）"の親ノードです。逆に見ると"JT CDX PUBLISH 

TEST"と"+AZ150 （hot-dip aluminium-zinc coated）"は"Test 

Component"の子ノードです。さらに"JT CDX PUBLISH TEST"は"+AS150 

（hot-dip aluminium-silicium coated）"の親ノードです。 

多くの場合、ユーザーは子ノードしか修正しませんが、ツリーの最上位

ノードも編集モードでエラーを修正することが重要になってきます。  
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申告範囲 

ユーザーは自身で申告のレベルを決める（事前に取引先と合意されていることが望ましい）ことができます。CDX

では以下をサポートします： 

全申告とは素性情報を全て提供し、構成上の質量やパーセンテージも全て報告することです。全ての構成部品の質

量は製品分に積み上がります。パーセンテージの情報は 100%になるまで積み重ねられます。データシートは全申

告（100%申告チェックボックス）としてマークされます。そして全申告のデータチェック手法に則り、質量やパー

センテージに不足がある場合はエラーとして報告されます。 

部分申告は不完全な全申告となります。構成情報のいくつかが提供され、質量の合計は製品の完成重量とは異なる

結果となります。  

1 レベル申告は最低限の部分的な申告となります。この申告では、構成情報を持たない（構成がなかったり、あっ

ても 1 ノードのみ）データシートも取引先へ送信することができます。そのような空のデータシートでは必要な情

報は添付として提供されることになります。  

データシートが編集中の時には、構成中にノードや参照が含まれるが、そのデータシートは部分申告となり、また

全申告へ変更することも可能です。 

新しいデータシートにとっての初期値は部分申告となります。申告タイプとデータの受信企業により、異なったデ

ータチェックが実施されます。例えば、1 レベル申告には特別な情報を要求する企業があるかもしれません。ユー

ザーは企業の固有な要求とシステム拡張を“企業固有エンハンスメント”章で確認することができます。  

もっとも頻繁に作られているデータシートのタイプは材料とコンポーネントです。さっそく新しい材料を作ってみ

ましょう。 

材料データシートの作成 

材料はユーザーが直接作成するもっとも基本的なデータシートです。CDX は材料報告のシステムであるため、材料

の名前より、材料の中にどの化学物質が含まれているかを顧客に報告することが、材料データシートを作成する目

的となります。業界が異なることでまた要求も異なります。要求とは、材料分類や、材料に関するその他の詳細を

知るために必要なものです。MSDS（Material Safety Data Sheet）は、CDX のデータシートを作成するのに十分な

情報は含まれていない、という事に注意してください。データシートには最終製品に含まれる材料を構成する化学

物質が 100%含まれていますが、MSDS にそこまでの情報が含まれていることはごくまれです。 

新しい材料データシートを作るとき、下記のような画面が出て来ます。（この例では、右側にある全ての項目が既

に展開されていますので、後ほどまた展開する必要がありません。）全ての必須項目は*と表示されています。 

 
材料が「Is Article」と表示されている場合のみ、「Article Category」を入力する必要があります。Article 

Category は、MDS を SCIPデータベースにアップロードするための前提条件です。 
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テキストフィールドに値を入力して、 ボタンをクリックして完全な説明を見つけることができます。

Article Category についての詳細な情報が必要な場合は、ヘルプボタン のリンクを使用してください。虫眼鏡

をクリックして、Article Category を検索することもできます。

 

をクリックして選択を確定します。 

また、"サブコンポーネントのデフォルト Article Category"を定義することもできます - それは、Article 

Category が定義されていないコンポーネントノード内の子の成形品の Article Category を表します。虫眼鏡をク

リックして、デフォルトの Article Category を検索することもできます。  
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共通情報 

共通情報について詳しく説明します: 

                          
 

以下の表に、各項目の説明を記載します: 

項目名 説明 入力必須かどうか 

タイプ システムが自動で表示 – データシートのタイプ（材料、セミコンポーネント、コ

ンポーネント）. タイプによって項目が異なるため、この画面からデータシート

のタイプを変更することはできません。 

該当なし 

ID / バージョン システムが自動で表示 – 前半の番号はデータシートの ID を表しています。新

バージョンが作成されても、ID 番号は変わりません。一方後半のバージョン番

号は（/0.01）から変更になります。データシートが「リリース」されると（詳細は

以降を参照）、バージョンは整数に代わり編集ができなくなります。 

該当なし 

ノード ID システムが自動で表示 – この番号はデータベースでそのデータシートを一意

に特定するための番号です。バージョン番号が 0.01 の場合に限り、上の ID と

同じ番号になります。 

該当なし 

自動承認済み MDS がジョブによって承認されたか、それともユーザーが手動で承認したか

どうかを示すチェックボックスです。  

該当なし 

サプライヤー システムが自動で表示 – データシートを作成した企業名が表示されます。 該当なし 

100% 宣言 このチェックボックスでは、このデータシートが 100%宣言されているかどうかを

示します。“100%宣言”チェックボックスがセットされていることで、ユーザーは

そのデータシートを全申告として作成することができ、完全な情報を提供しな

ければならなくなります。もし親ノードにチェックを入れていて、子ノードにチェ

ックを入れていない場合、エラーが出て、次のステップに進めません。 

業界による 
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項目名 説明 入力必須かどうか 

SCIP Compliance SCIP 準拠のためにこのフィールドにチェックを入れます。このフラグのデフォ

ルト値は、企業の管理画面からトリガーされます（プロファイル「カンパニーア

ドミニストレーター」を持つユーザーのみ利用可能）。 

任意 

SCIP Number この番号は MDS トップノードと参照されるすべてのノードの一部です。これは

読み取り専用の属性であり、自動化された SCIP 送信または Web サービス

（後の状態）によってのみ更新することができます。 

IMDS からインポートされた、または Web サービスでインポートされた MDS で

は、参照されていない MDS ツリーのノードでも SCIP Number を利用できま

す。 

該当なし 

ブランド 製品の公開ブランド名 任意 

タイプ 製品の公開タイプ 任意 

モデル 製品の公開モデル名 任意 

Is Article 貴社の製品が、REACH 規則 O5A の観点から成形品であるかどうかを示すチ

ェックボックスです。製品が成形品の場合は、チェックを入れてください。材料

が成形品の場合は、「製品事業情報」に「Article Category」が必要です。 

任意 / SCIP 報告

の場合は、はい 

Article Category Article Category は、データシートを SCIP データベースにエクスポートする際

の前提条件です。拡大鏡を使って、Article Category を検索することができま

す。ヘルプボタンには、詳細情報へのリンクがあります。 

IMDS からインポートされた、または Web サービスでインポートされた MDS で

は、参照されていない MDS ツリーのノードでも Article Category を利用できま

す。 

任意 / SCIP 報告

の場合は、はい 

サブコンポーネントの

デフォルト Article 

Category 

このフィールドの値は、コンポーネントノード内の子 Article の Article 

Category フィールドのデフォルト値を表します（存在しない場合）。Article 

Category は、データシートを SCIP データベースにエクスポートする際の前提

条件です。拡大鏡を使って、デフォルトの Article Category を検索することが

できます。 

任意 / SCIP 報告

の場合は、はい 

サブコンポーネントの

デフォルト Article 

Category 

このフィールドの値は、コンポーネントノード内の子 Article の Article 

Category フィールドのデフォルト値を表します（存在しない場合）。Article 

Category は、データシートを SCIP データベースにエクスポートする際の前提

条件です。拡大鏡を使って、デフォルトの Article Category を検索することが

できます。 

任意 / SCIP レポ

ートでは「はい」 

名称 自社で管理している材料名称です。作成時は初期名称が表示されているた

め、上書きしなければなりません。チェックのルールによってはエラーが出さ

れることがあります。 

必須 

Additional Names 自社がこのデータシートをどのように参照しているのか、自社独自の用語で説

明する追加の名称。 を使用して複数の名称を追加するか、追加の名称を

選択せずに を 1 回クリックしてすべてを削除することができますが、その場

合、追加の名称を全て削除することを確認するメッセージが表示されます。表

にある名称は でテキストファイルにエクスポートすることができます。 

任意 

社内材料コード 材料を参照するためにどのようなコードを使用していますか？  複数

のコードをテキストファイル（1 行 1 コード）から取り込んだり、 を使用して

（複数の）コードを追加したり、 を使用して取り除いたりすることができます。 

 を使用することでテーブルからのコードをテキストファイルにエクスポート

することができます。 

任意 

Additional Identifiers 自社がこのデータシートをどのように参照しているかを数字で示す追加の名

前。 を使用して複数の識別子を追加するか、追加の識別子を選択せずに

を 1 回クリックしてすべてを削除することができますが、追加の識別子を全

て削除することを確認するメッセージが表示されます。表にある名称は でテ

キストファイルにエクスポートすることができます。 

任意 
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日付情報 

時にそのデータシートが作成されたり、最後に更新されたりした日の情報が重要になる場合があります。ここでは

表示される日付情報について説明します: 

 

 

各項目の詳細は以下の通りです: 

項目名 詳細 

作成日 データシートが作成された日付（ドイツ時間） 

リリース日 データシートがリリースされた（これ以上編集できない状態になった）日付（ドイツ時間）  

確認日 データシートにエラーチェックが行われた日付（ドイツ時間） - いつのルールに沿ってチェックされたの

かを知るために有効です。 

 

クエリ一覧 

このエリアには、宣言されている製品に関するクエリのリストが含まれています。これらのクエリは、範囲内にお

ける規制によって設定され、宣言の範囲内の規制によって異なることがあります（このエリアは、カンパニーアド

ミニストレーターがシステム管理 > 企業で範囲内の規制を定義する前には表示されません）。 

 

AD-DSL クエリ一覧は，IAEG®の航空宇宙・防衛産業(AD Industry; www.iaeg.com を参照)のための IAEG®当局が提

供するクエリ一覧の一例である。他の当局は、独自のクエリ一覧を指定することができます。クエリ一覧は、各当

局によって定期的に更新されます。 

IPC1754 宣言（AD 業界標準）は、業界に関連する一連のクエリ文(クエリ一覧)に対するサプライヤーの回答を提

供します。例えば、ある種の物質が製品に含まれているかどうかについてのクエリ文を参照することができます。

宣言が複数の業界に適用される場合は、ここに複数のクエリ文を含めることができます。 

MDS 作成者は、規則で義務付けられているクエリ一覧に含まれる各クエリ文に対して応答しなければなりませ

ん。 

上記の例で示したフィールドが何を意味するのかを説明します。 

項目名 説明 入力必須かどうか 

Requires the use of 

substances on the AD-

DSL 

製品が AD-DSL（または他の業界固有のリスト）に記載されている物質の使

用を必要とする場合は、この質問に Yes、No、または Not Applicable で答え

てください。 

業界依存 

Contains Conflict 

Minerals 

製品に紛争鉱物が含まれている場合は、この質問に Yes、No、または Not 

Applicable で答えてください。 

業界依存 

Contains Radioactive 

Material(s) 

製品に放射性物質が含まれているかどうか、この質問に Yes、No、または

Not Applicable で答えてください。 

業界依存 

Contains Biocide 

Material(s) 

製品に殺生物質が含まれているかどうか、この質問に Yes, No, No, または

Not Applicable で答えてください。 

業界依存 
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製品のビジネス情報 
このセクションは、すべてのデータシートの詳細のトップノードに表示されますが、コンポーネントデータシート

にのみ関連しており、後述します: 

 
 

材料分類 

材料分類は材料データシートには必須です。この情報は、この領域に格納されます。このフィールドの要件は、業

界によります。 

 
 

をクリックすると、次のように報告対象の業界分類を選択することができるメニューが開きます： 

 

CDX 材料分類は VDA 材料分類に基づいています。データシート作成時に材料を選択すると、以下の図のように全て

の分類が一覧表示されます: 
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この画面から適切な分類を選択し、 をクリックします。 
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他の利用可能な分類（ISO22628、JAMP、AD-DSL、IEC62474 または ECHA 材料/混合物）のいずれかを選択すると、

異なるメニューが表示されます。 

   

   
 

AD-DSL オプションには、材料に追加する IPC1754 使用記述子がすべて含まれています。希望する分類をハイライ

トして、 をクリックします。 

同一のデータシート上に全ての材料分類を入力することが可能です。選択した材料分類にマッピングされている別

の材料分類リストに材料分類がある場合は、リストの下にあるチェックボックスを選択し、「次へ」で該当する材

料分類を選択し、「適用」ですべての材料分類を材料分類リストに追加することができます。 
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材料情報 

一部の業界では、標準材料情報が含まれる必要があります。ほとんどの材料には、いずれか 1 つが含まれます。両

方とも含まれることはありません: 

 

項目名 詳細 入力必須かどうか 

標準材料コード 主に金属の場合 – 一般的に UNS または他の番号体系で金属材料の構成を

一意に表す記号を入力します。材料の構成の代わりに、多くの標準材料規格

で詳細が定義されています。 

業界と材料分類に

よる 

材料記号 主に樹脂材料の場合 – ISO で定められている記号を入力します。 業界と材料分類に

よる 

 

公的材料規格 

標準材料番号とは異なり、公的材料規格は材料の性質を参照し、100％の物質情報を表すものではありません。こ

の情報が必要かどうかは、業界と分類に依存しています。 

 

公的材料規格を入力する場合は、上の画面に表示されている のボタンをクリックすると、以下の画面が表示さ

れます: 

 

次に、表示される画面で規格を選択すると元の画面に戻り、コードを（必須）を入力します: 
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備考 
取引先の要求により、ユーザーはこの欄に SDS が必要かどうかを申告することができます。（例：材料中に、液

体、スプレー、潤滑油やグリースが含まれるような場合） 

この項目には材料についての補足を自由な文字列（半角英数字）で入力することができます。 “This is only a 

guess and we do not stand behind this declaration”のような例は有用ではなく、かつ望ましくありません。

この項目は任意です。 

 

添付 

ユーザーはここで添付ファイルと、データシート中のそれについてのショートメッセージを追加することができま

す。以下のファイルフォーマットがアップロード可能です:xls, xlsx, doc, docx, pdf, zip。ユーザーは 1 個当

たりのサイズが 10MB までのファイルを最大 5 個までアップロードすることができますが、合計サイズは 20MB を上

限とします。 

と ボタンを使用してファイルの添付や削除を行うことができます。 

 

 

ドキュメントを追加すると、新しいウィンドウが開き、追加したいファイルを参照して、選択可能なタイプのリス

トからドキュメントタイプを指定するように求められます。デフォルト値は「その他」で、安全使用説明書

(SUI)、安全データシート、インポートソース、およびドキュメントタイプに応じたレポートが利用可能です。必

要に応じて追加情報を入力し、 をクリックしてこのステップを終了します。 

 

システムアップロード中にファイルはウイルススキャンされます。ウイルスが発見された場合は、直ちにユーザー

に通知されます。 

 

Where used 
この領域は、新しく作成されたデータシートでは常に空です。MDS ツリー構造で（自社、承認済み、または公開）

データシートが参照されるとすぐに、このエリアには、選択されたデータシート（ノード）が最初のツリーレベル

で直接使用されている、すべてのユーザー自身のデータシート（現在開いているものを除く）が表示されます。参

照されたノードが使用されているデータシートは、その名称、部品番号、ID / バージョン、および量 / 質量 / 
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パーセンテージに関する情報と共に表示されます。 

 
 

構成情報の追加 

材料についての基本情報を入力したら、その材料の構成情報を追加します。 

構成情報を作成するには２つの方法があります： 

•  右上部にある“Add Material” や “Add a Substance reference”ボタンを使用する または 

• そばの規制ウィザードを使用する（ボッシュ社の取引先はこちらを推奨されています） 

最初の方法は好ましい方法として以下に記載されています。規制ウィザードについてはその後に説明します。 

左側のツリー構造で材料を選択して右クリックすると、材料または化学物質の追加オプションの

みが表示されます。 

参照というのは、検索の結果添付される別のデータシートや化学物質にデータシートがリンクさ

れることを意味します。ノードというのは、この構造が現在このデータシートでのみ使用可能

で、ほかの構造に追加できないことを意味します。 

化学物質の追加 

材料作成の場合、ツールバーの ボタンから化学物質を追加することができます。いくつかの条件を加えること

で検索結果を制限することができます。（例：特別な物質グループやリストに含まれる物質のみを検索する）ユー

ザーは“グローバル化学物質リスト”かまたは“企業固有化学物質リスト”の中で検索を行うことができます。以

下の画面は、ベーシックポリマーのグループから検索した画面です:   
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適切な化学物質が見つかり、行をクリックするとその行に色が付きます。その状態で をクリックします。 

画面の左側では、追加された化学物質に色がついた状態になり、右側にはその詳細が表示されます。以下の図はそ

のサンプルです: 

 
 

以下の表に各項目の詳細を説明します: 

項目名 説明 入力必須かどうか 

タイプ そのノードのタイプを表します。化学物質、材料、セミコンポーネント、コンポー

ネントのいずれかです。 

該当なし 

名称 その化学物質の名称（別名）を表します。この名称は IMDS に登録されている

化学物質リストと同じです。 

該当なし 

CAS No.  その化学物質の CAS.No（Chemical Abstract Number）です。 IMDS に登録さ

れている化学物質リストと同じです。 

該当なし 

Einecs-No. その化学物質の Einecs-No.です。  IMDS に登録されている化学物質リストと

同じです。 

該当なし 

EU-Index その化学物質の EU-Index 番号です。IMDS に登録されている化学物質リスト

と同じです。 

該当なし 

ECHA 物質 ID その化学物質の ECHA 物質 ID です。 該当なし 

ECHA 物質名称 その化学物質の ECHA 物質 ID 名称です。 該当なし 

ECHA Iupac 名称 その化学物質の ECHA Iupac 名称です。 該当なし 
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項目名 説明 入力必須かどうか 

ECHA CAS 名称 その化学物質の ECHA CAS 名称です。 該当なし 

機密扱い チェックを付けると、その化学物質の閲覧が制限されます。化学物質が何か

（ID や名称など）を知ることができるのは、同じ企業内か、トラストユーザーに

指定されたユーザーのみです。 

任意 

含有率 / % その化学物質が含まれている含有率で、「固定値」/「範囲値」/「残部」（シス

テムが自動計算）の 3 種類あります。ジョーカー/ワイルドカードには「残部」を

指定しないようにしてください。 

任意 / 100%の宣言

に必要 

化学物質グループ/リ

スト 

その化学物質が、化学物質グループに含まれていた場合に、そのグループを

表示させます。この情報は CDX に登録されている化学物質リストと同じです。 

該当なし 

プロセスケミカル もしこの化学物質がプロセルケミカルに該当する場合、それを認識しており、

それは反応残留物や不純物であるかを示す必要があります。 

化学物質による 

 
必要な情報を入力したら、ツリーのトップをクリックしてください。次に、今追加した化学物質と同一階層（同じ

親ノードを持つ兄弟の位置）に材料を追加します。（ただしこれは一例であり、本来このような構成は推奨されま

せん）。 

既存の材料の追加（参照） 

材料を追加するには、“参照“と”ノード“2 つの方法があります。全てのデータシートを”参照”や”ノード”

で追加するとき、どちらも結果は同じです。参照というのは、他のデータシートを検索し、自分のデータシートに

追加することです。ノードというのは、自分で一からツリー構造を作っていくことです。 

この場合、我々は公開材料を検索しました。 検索の詳細については、このマニュアルの”検索”セクションを参

照してください。 

検索の結果、次のような材料を見つけました: 

 

をクリックします: 
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この左側のツリー構造が変わりましたので、ご注意ください。そして、右側は左側で選択されたノード"101Cr6"の

構成情報です。 

構成情報タブの右側については、前の章でほとんど説明しましたが、その他にリサイクル情報という項目があり

ます。「材料にリサイクル材が含まれますか?」という項目で「はい」を選択すると、以降の項目が入力可能にな

ります: 

 

リサイクル情報とは言い換えるとリサイクル材の含有です。世界の多くの地域では、材料にある量のリサイクル材

を含めることを求めています。またそれ以外の地域でも、ある閾値以上のリサイクル材が使われていた場合は、奨

励金が支払われることもあります。 

プレコンシューマーリサイクル材は、製造工程で排出された材料からのリサイクル材、ポストコンシューマーリサ

イクル材は家庭から廃棄された材料からのリサイクル材です。これらの定義については他業界でも一般的に使われ

ている ISO 14021 の定義を参照してください。リサイクル材を使用している場合は、この項目に入力することを強

くお勧めします。 

 

材料の追加-ノード 

ツリー構造のトップを右クリックし、追加 > 材料 > ノードを選択しました。 

以下の画面の右側は、前述と同じ構成情報が表示されています。  
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コンポーネントの新規作成 

もっとも使用されているデータシートのタイプはコンポーネントデータシートです。メニューから、もしくはツー

ルバーの ボタンからコンポーネントを新規作成することができます。新規作成 > コンポーネントを選択す

ると、以下の画面が表示されます。 

 

初期の名称を意味のある名称に変更することを忘れないでください。部分申告や全申告の場合、質量は入力必須項

目となります。 

 

構成情報の詳細をご覧ください: 

 

http://www.cdxsystem.com


 
 
 

 42  CDX User Manual – Version 7.6 / November 2021 
 

新しいフィールドの定義は以下の表のとおりです。 

項目名 説明 必須かどうか 

ブランド 製品の公開ブランド名 任意 

タイプ 製品の公開タイプ 任意 

モデル 製品の公開モデル名 任意 

Article Category Article Category は、データシートを SCIP データベースにエクスポートするた

めの前提条件です。虫眼鏡をクリックして、Article Category を検索することが

できます。ヘルプボタンには詳細情報へのリンクがあります。 

任意 / SCIP 報告

の場合は、はい 

サブコンポーネントの

ためのデフォルトの

Article Category 

このフィールドの値は、コンポーネントノード内の子項目（存在しない場合）の

Article Category フィールドのデフォルト値を表します。虫眼鏡をクリックして、

デフォルトの Article Category を検索することができます。 

任意 / SCIP 報告

の場合は、はい 

 

新項目–製品のビジネス情報/ 数量と質量/ 材質表示 

大部分の項目の内容は材料と同じです。新項目は以下の図で強調されています： 

 

以下の表に各項目の定義を説明します: 

 

項目名 説明 必須かどうか 

製品グループ これは、製品のグループ化のための任意の記述子です。IPC1754 規格の一

部です。 

任意 

MDS リビジョン このフィールドは、IPC1754 規格の一部として任意のリビジョン記述子を記述

します。 

任意 

製造国 製品が製造されている国を選択してください。 任意 

製造拠点 IPC1754 規格の一部である製造拠点の任意の名称。 任意 

部品質量 これは、コンポーネントの記述重量（図面重量）です。– 部分申告と全申告の

際に必要となります。1 レベル申告の場合は、質量情報が不足しているという

状況とこれは入力されるべきであるという情報がデータチェックルーチンによ

って提供されます。 

任意 / はい 

質量公差 +/- これは主に子ノードから値を修正するために使用されます。一部の人は、図

面上の公差のためにこれで値を制限します。しかし、それはこの項目の目的

ではありません。 

任意 

部品質量（自動計算

値） 

システムから自動生成されます。親ノードの全ての子ノードの測定された重量

の合計です。ツリー構造全体の重量ではなく、直接の子ノードの重量のみを

意味します。 

該当なし 

自動計算値との差 システムから自動生成されます。– アイテムごとに測定された重量（明記重

量）と項目ごとに算出した重量の差の百分率。 

該当なし 
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項目名 説明 必須かどうか 

法律による義務付け これは部品が法律に基づいてリサイクルするためのマークをする必要がある

かどうかをはい/いいえで示しています。 

業界による 

樹脂･ゴム製部品 へ

の材質表示 

法律により答えが義務付けられている場合、このボックスで入力ください。 業界による 

 

トップノードのデータを入力すると（もしトップノードにて 100%宣言するチェックボックスを入れたら、追加の

部品の全ても 100%宣言する必要があります。そうしないと、エラーが出ることになりま す。）

他の構成情報などを追加することができます。この時点で、全てのオプションが利用可能で あるこ

とがわかります。 

新項目―規制 

この項目は部品データシートにのみ有効で、全ての単独の部品

ノード毎に全ての構成情報についての概要を与えるものになり

ます。それは指定された規制（REACH, RoHS, ELV, バッテリー, 

パッケージング やその他）に含まれています。“確認”セクシ

ョン内で、ユーザーは自身の部品が規制に従っていて、全ての

関連データを提供しているかどうかを記載することができま

す。全てのデータシートにこの確認がなされた後、ドロップダ

ウンメニューが最上位のノードにのみ表示されます。この“規

制”項目を使用することはいくつかのサプライヤーにとって必

須となっています（“企業固有エンハンスメント”章を参

照）。他のデータシート提供社にとっては、この項目は顧客と

事前の合意のもとに使用されることが推奨されています。 

部品中の子ノードがない場合、規制項目は空となります。構成

の追加に進み、後で改めて規制項目を確認しましょう。 

構成情報の追加 

このセクションでは、タイプ別で様々な構成情報を追加することについて説明します。 

規制ウィザードを使用して構成情報を追加すること（ボッシュ社の取引先に推奨されている）も可能ですが、これ

については後ほど説明することになります。 

 

コンポーネントの追加– 参照  

 

コンポーネントのアイコンをクリックすると、二つの選択肢が選べます:  

まず参照で既存のコンポーネントを検索します。もし画面の右の詳細の中の 100%宣言に

チェックを入れたら、全て子ノードも 100%宣言にチェックを入れなければなりませんの

で、ご注意ください。 

下記の例では、サプライヤーから提供された既存のコンポーネントを探し出して、そして追加しました: 
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構成情報の詳細をご覧ください: 
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構成情報の中の共通情報、日付、材質表示や備考などのタブは既に説明しました。”数量と質量”についてはこれ

から説明します。 

部品質量、質量公差+/-、部品質量（自動計算値）、自動計算値との差などの項目は前のセクションで説明しまし

た。ここで入力する必要があるのは、組み立てるためにこのコンポーネントを利用する数量です。  

 

CDX では、数量かける部品質量でアッセンブリの重さを計算します。 この例では、数量を 10 で入れていて、部品

質量は 800g（0.8 kg）でトップノードには以下の結果が得られます: 

 

自動計算値との差は 20%にご注意ください。 （部品質量（自動計算値）/ 部品質量） 

 

規制情報のエリアでは、部品の追加の際には以下の情報が表示されます： 

 

ツリー構造の各コンポーネントノードに対して、その規制に関連する全ての化学物質が、名称、CAS No.、D/P(要

申告/禁止)、制限値/規制条件、Entry、一部、質量、それが含まれている材料のような付加情報と一緒に、それぞ

れの規制エリアにリストアップされています。特定の成分の下で複数回発生している化学物質は、単数回発生して

いる化学物質のリストを折りたたんで集計して表示します。これにより、例えば、ある化学物質がある成形品の下

で全く報告されていないかどうかを、集合体を表示して最初に識別し、次にその化学物質を使用している材料を深

く掘り下げて識別し、可能性のある改善シナリオを決定することができます。 

一部の規制については、適用除外または IPC1754 使用記述子が必要であり、対応フィールドで    または    ボタ

ンをクリックするか、コンテキストメニュー（マウスの右クリック）を使用して編集することができます。 
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「unknown」のフィールドをダブルクリックすることで、除外項目を埋めることができます。 

 

 

使用記述子については、関連するすべての使用記述子を含むドロップダウンリストを使用することができます。現

時点では、これらの使用記述子は規制「AD-DSL」にのみ利用可能です。 

不足している、または間違っている規制関連情報は、各ノードのツリー構造と同様に、規制テーブルの最初の列に

シンボルで表示されます。そのようなシンボルの上にカーソルを移動すると、短い説明とともにツールチップが表

示されます。 

 

閾値とチェックは「数量/質量」セクションの平均値の表示とは違い、最悪のケースで計算されます。これは、化

学物質が範囲として提供されている場合に、範囲の最大値が使用され、規制チェック用に表示されることを意味し

ます（列「一部」と「質量」）。化学物質が「残部」として宣言されている場合、その他すべての化学物質の最小

発生量の合計を使用して計算されます。これにより、すべての化学物質が単独で考慮される必要があるため、閾値

ベースの化学物質量が 100%を超過する状況になる可能性があります。「均質材料」範囲の規制（RoHS など）に従

う化学物質は材料ごとに表示され、計算されますが、「成形品」範囲の規制（REACH§33 など）に従う化学物質は

直接参照された材料での発生によって集計され、これには矢印形状の拡大記号を使用した単一発生の追加リストも

含まれます。 

 

このコンポーネント/セミコンポーネントに発見がある場合、ツリー構造の親ノードには、一般的なアイコン「規

制情報」(  または )が使用されます。以下のシンボルは、ツリービューの化学物質ノードと規制詳細表の詳細

情報に使用されます。  

 記述子の使用は可能だが、設定はできない 

  化学物質に"P"(禁止)と表示されており、期限に達しているか、期限が設定されていません。 
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– 閾値以上の化学物質または閾値が設定されておらず、"除外されていない"化学物質 
– 閾値以上の化学物質、または閾値が設定されておらず、除外設定が割り当てられている"除外"化学物質 

 
  化学物質には"P"(禁止)と表示されており、期限に達していません。  

– 閾値以上の化学物質または閾値が設定されておらず、"除外されていない"化学物質 
 

 化学物質には"E"(除外)と表示されており、期限に達しているか、期限が設定されていません。  

– 閾値以上の化学物質または閾値が設定されておらず、"除外されていない"化学物質 
– 閾値以上の化学物質、または閾値が設定されておらず、除外設定が割り当てられている"除外"化学物質 

  化学物質に"P"(禁止)と表示されており、期限に達している、または期限が設定されていない  

– 閾値以上の化学物質、または閾値が設定されておらず、"除外"だが、除外設定が割り当てられていない化

学物質 
  化学物質に"P"(禁止)と表示されており、期限に達していません。  

– 閾値以上の化学物質、または閾値が設定されておらず、除外設定が割り当てられている"除外"化学物質 
 

 化学物質には"E"と表示されており、期限に達していません。  

– 閾値以上の化学物質、または閾値が設定されておらず、"除外されていない"化学物質 
– 閾値以上の化学物質、または閾値が設定されておらず、除外されていると表示されているが、除外設定

が割り当てられていない化学物質 
  化学物質には"P"と表示されており、期限に達していません。   

– 閾値以上の化学物質、または閾値が設定されておらず、除外されていると表示されているが、除外設定

が割り当てられていない化学物質 
 

最上位の部品には、規制エリアの  ボタンをクリックすることで、以下の情報を伴って別画面が開き

概要情報が提供されることになります： 

 

構成タブ: 物質関連の全ての規制が関連規制毎にリストされます。 

また、アイコンをクリックすると、当該規制に関連して使用されている基本物質とその制限事項の詳細を示す新し

いウィンドウが開き、例外の詳細を設定、閲覧することもできます。あるいは、プラスのアイコンをクリックする
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と同じウィンドウが開き、設定すべき例外がある場合は新しい例外を追加することができます。 

 

バッテリーとパッケージングタブ: バッテリーとパッケージングに関する全ての物質がリストされ

ます。 

確認: 全ての関連データが提供された時に、対応された全ての規制が情報と伴いリストされます。 

これらのタブの全ての情報は MS Excel ファイル形式にエクスポートすることができます。ユーザーがデータシー

ト毎に作成したデータシートレポート中の詳細情報もエクスポート可能です。 

これから他の構成情報を追加していきます。 

 

コンポーネントの追加– ノード 

ノードでコンポーネントを追加するとき、この構造はこのツリーにしか存在しないため、ほかのデータシートにて

利用することができません。画面の右の詳細は親ノードの詳細の項目と似ています: 

 

数量を追加する項目がありますが、備考欄はありません。一旦ここで情報を入力したら、子ノードの情報も追加す

る必要があります。 

 

セミコンポーネントの追加– 参照 

セミコンポーネントは、長さ、面積、または体積（：ワイヤー、ファブリックまたは金属素材、塗

料）によって使用される製品を表すために利用します。コンポーネントの追加と似ていて、作り方は

二つあります。–参照かノード 

まずは参照で、以下の画面のように、サプライヤーが作ったセミコンポーネントを検索し、使用しています: 
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画面の右側を見ると、以前にも見たことのある項目があります: 

  

唯一の違いは”数量と質量”の領域です。セミコンポーネントの場合、質量の入れ方は二つがあります: 
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• 直接質量を入力します。 

• CDX を利用して質量を計算します。（利用するには、単位あたりの質量を入れる必要があります） 

 

コンポーネントと同様に、質量を入力し、単位（ミリグラム、グラム、キロ

グラム、トン）を選択することができます。表示されている単位は、関係な

く全ての質量はグラムで保存されます。CDX を使用し質量を計算するには、

自動計算ボタン をクリックし、小さなウィンドウが開きます： 

参照されたセミコンポーネントは、単位面積あたりによる質量が定義されて

います。したがって、どれほどの面積（平方メートル）を使っているのを入

力する必要があります。 この例では、自動計算で 0.00025 を入力し、この

とき、CDX がこの子ノードの質量を計算します. 

親ノード（ツリーのトップ）を見ると、部品質量（自動計算値）が増えましたが、まだトップノードの部品質量よ

り少ないです: 

 
 

 

セミコンポーネントの追加– ノード 

ノードでセミコンポーネントを追加するとき、画面の右側には、限られた情報が必要とされます: 

 

このセミコンポーネントはこのツリーにしか存在しないので、名称を変更し、重量を入力し、適切な測定値(mg, 

g, kg, t)を選択し、規則を確認するだけです。さらに、セミコンポーネントが成形品である場合は、1 つ以上の

部品番号や材料番号を追加したり、それぞれのボックスにチェックを入れたりすることができます。セミコンポー

ネントの "成形品 "のフラグは、REACH§33 の観点から成形品とみなされるセミコンポーネントを識別するための

ものです。 

もし、そのセミコンポーネントが"Is Article"のフラグが立っておらず、それがコンポーネント内で参照されてい

る場合、そのセミコンポーネントは材料として扱われ、セミコンポーネントの規制範囲の項目はすべて上位レベル

で考慮されます。フラグが設定されると、セミコンポーネントはコンポーネントとして扱われ、そのセミコンポー

ネント内の化学物質のすべての報告、分析、表示はそれに応じて扱われます。例えば、あるコンポーネントに材料

とセミコンポーネントの両方が含まれていて、0.1%の閾値を定義している規制の下で、それぞれがコンポーネント

重量の 0.05%の化学物質を保持している場合、そのコンポーネントは閾値を超えているため、非適合とみなされま
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す。もし、セミコンポーネントが"Is Article"のフラグが立っていた場合、その部品はその化学物質の 0.05%しか

保有しておらず、適合状態は適合となります。セミコンポーネントに含まれるその化学物質の量に応じて、準拠ま

たは非準拠のどちらかになります。 

 

材料の追加– 参照 

参照で材料を追加する方法は既に紹介しましたが、コンポーネントでの参照は、画面の右側の詳細が若干変わりま

す: 

  

この場合、含有率(1 ナノグラム＝0.000001mg まで)ではなく、質量を入力しなければなりません。 
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材料の追加– ノード 

コンポーネントにノードで材料を追加することは、材料にノードを追加することと似ています。唯一の違いは、材

料の含有率ではなく、質量を入力することです: 

 
 
もちろん、この材料の詳細構成を入力しなければいけません。 

参照化学物質の追加 

化学物質は参照でしか追加できません。化学物質が追加されると、以下のような画面が開き、質量を入力する必要

があります: この物質は直接部品に追加されているため、ここに質量を入力する必要があります： 

 

CDX バージョン 6.2 からは、均質材料に関する規則がデータシートの範囲内であれば、材料への化学物質の追加の

みが認められ、(セミ)コンポーネントへの追加は認められなくなりました。 
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セミコンポーネントの新規作成 

三つ目のデータシートのタイプはセミコンポーネントです。セミコンポーネントは、コンポーネントに追加される

までに、固定の重さを持っていないという性質が材料に似ています。 

メニューから、もしくはツールバーの ボタンからセミコンポーネントを新規作成することができます。: 

 

 

右側の詳細画面をご覧ください: 

 

ほとんどの項目は既に紹介してきたものと同じです。セミコンポーネントはデフォルトでは成形品とはみなされな

いので、成形品であるかどうかを決定しなければなりません。セミコンポーネントの"Is Article"フラグは、

REACH§33 の観点から成形品とみなされるセミコンポーネントを識別するのに役立ちます。もし、セミコンポーネ

ントに"Is Article"というフラグが設定されておらず、それがコンポーネント内で参照されている場合、そのセミ

コンポーネントは材料であるかのように振る舞い、すべてのセミコンポーネントの規制範囲の項目は上位レベルで

考慮されます。フラグが設定されると、セミコンポーネントはコンポーネントとして扱われ、そのセミコンポーネ
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ント内の化学物質のすべての報告、分析、表示はそれに応じて扱われます。例えば、あるコンポーネントに材料と

セミコンポーネントの両方が含まれていて、0.1%の閾値を定義している規制の下で、それぞれがコンポーネント重

量の 0.05%の化学物質を保持している場合、そのコンポーネントは閾値を超えているため、非適合とみなされま

す。もし、セミコンポーネントが"Is Article"というフラグが設定されていた場合、そのコンポーネントはその化

学物質の 0.05%しか保有しておらず、適合状態は適合となります。セミコンポーネントに含まれるその化学物質の

量に応じて、準拠または非準拠のどちらかになります。 

セミコンポーネントのもう 1 つの違いは数量と質量です。  

ここでの質量は、単位あたりの質量です。 

これは必須ではありませんが、データシートを顧客に送信するとき、もしくは将来的に自分の組織で利用すると

き、非常に便利になります。 

適切な名前(と任意の質量)を入れたら、右上のボタン( )または後述する規制ウィザードを使って

構成情報を追加します。すでに説明した化学物質の動作を考慮してください。もし「均質材料」に言及している規

制がデータシートの範囲内であれば、化学物質を材料に追加することが許されますが、(セミ)コンポーネントには

追加できません。 

 

セミコンポーネントの追加–参照 

セミコンポーネントにセミコンポーネントの追加することは、コンポーネントにセミコンポーネントを追加するこ

とと似ています。違いは、質量ではなく、含有率を入力することです: 
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セミコンポーネントの追加–ノード 

ノードでセミコンポーネントを追加するとき、以下の情報を提供する必要があります: 

 

参照で追加するときと同じく、含有率を入力することが求められます。加えて、ユーザーは 1 つまたは複数の部品

番号または材料番号を入力し、必要に応じてセミコンポーネントを"Is Article"としてフラグを立て、名前を変更

する必要があります。セミコンポーネントノードの場合は、規制を確認する必要があります。 

 

材料の追加– 参照 

先に述べたように、参照によって材料を追加することができ、右側は下記のような画面となります: 

 

セミコンポーネントに追加するときには、含有率を入力する必要があります。 

これはこの材料のこの親ノードの中でのパーセンテージです。さらに、もしこの材料にリサイクル材が入っている

場合、リサイクル情報という項目に入力することができます。  
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材料の追加– ノード 

ノードで材料を追加するとき、以下のような画面が見られます: 

  

セミコンポーネントに追加するとき、数量と質量の含有率を入力する必要があります。これはこの材料のこの親ノ

ードの中でのパーセンテージを意味します。さらに、もしこの材料にリサイクル材が入っている場合、リサイクル

情報を入力することができます。 

化学物質の追加 

化学物質は参照でしか追加できません。化学物質が追加されると、以下のような画面が開きます。含有率のパーセ

ンテージを入力する必要があります: 

 

 
CDX バージョン 6.2 からは、均質材料に関する規制がデータシートの範囲内であれば、化学物質を材料に追加する

ことが許されますが、(セミ)コンポーネントには追加できません。 
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規制ウィザードを使用して部品や材料データシートを作成  

企業は自身の製品に関して異なった規制についての情報を収集しています。業界や製品のタイプ、国等に依存する

もの、成分規制、例えば対象物質を完全に禁止とするものやある環境下においてのみ使用を許可するもの等、さま

ざまな異なる規制があります。顧客の規制要求に応えるために、規制関連物質を伴う部品や材料データシートを作

成するには、規制ウィザードを使用することができます。 

ボッシュ社と取引のある全ての企業は規制ウィザードを使用することが推奨されています。  

規制ウィザードを始める時、ユーザーは自身のデータシートを送信したい企業を選択する必要があります。システ

ムからは選択した企業の要求を満たすための規制情報を表示し、これらの規制を通して要求されている情報をガイ

ドすることになります。例としては、この企業は一般 ELV, GADSL とパッケージング規制に関する情報を要求して

います： 

 

をクリックすることで、ELV 規制の詳細がユーザーに表示されます。そこでユーザーは ELV 関連物質を追

加（追加のみ）することができます： 

 

ユーザーは ELV 関連物質を CAS No., 名称/類似名, EU-Index や Einecs-No を使用することで検索できます。検索
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画面で、ユーザーは MS Excel ファイルへのエクスポートをすることができます： ボタンを使用して検索

結果をエクスポートするか、 ボタンを使用してこの規制に関連する全ての物質をエクスポートすること

ができます。 

必要な物質を選択して、 をクリックします。すると、規制の詳細と構成ツリー内の位置についての情報を

含んだ新しい画面が開きます： 

 
 

ここでユーザーは物質の親部品と親物質を決めたり/選んだりする必要があります。ユーザーは既存のノードや新

規のノードを選択することができます。ユーザーは既存のノードや新規のノードの初期名称を取り除くことができ

ます。加えてユーザーは質量（材料や新規の部品のために）と材料中の物質の割合を入力しなければなりません。

例として、以下の情報の入力を行いました： 

 

ユーザーは複数の物質を追加することができます。そして、物質の追加を終わる時には をクリックする必

要があります。背景のツリー構成は適応されています。次の規制を入力する際には  をクリックしてくださ

い。例では、GADSL 規制が表示されています。– ここでユーザーは GADSL 関連物質を追加することができます：  

 

ユーザーが物質を選択して、 をクリックすると、この GADSL 物質のツリー構造詳細を示すウィザードが開

きます– これによりユーザーは以前見たものを取り除いたり、変更したりできます： 
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ここまで ELV 物質のために、“Test_ELV_Lead” という新しい材料の入った“Test_ELV_Lead” という新しい部品

を作成してきました。ここで GADSL 物質を以下に組み込むことができます。  

• 最上位ノードの部品 1024849 か  

• Test_ELV_Lead か 

• 新たな部品 

対応するノードを選択するか作成して、そこで入力が要求される質量と割合を入力してください。 

最後に、次の画面からパッケージング物質を検索して、必要な情報を入力し、 をクリックします。 

新たに作成された部品は以下のような構造になります： 

 

“Test_ELV_Lead”の規制エリアには以下の情報が表示されています： 
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画面右にある規制テーブルの 1 つにある目の記号をクリックすると、影響のある規制と制約事項に関して使用され

る基本化学物質の詳細が、新しい画面で表示されます。またはプラス記号をクリックすると、同じ画面が開いて新

しい例外を追加することもできます。 

 

Test_ELV_Lead の構成中の Lead に対して 10%（0.3g）の割合を入力していますが、RoHS 規制は 0.1 の割合でしか

許容していないので、ここでユーザーは免除事項を含めなければなりません。上部の免除事項テーブルにある鏡の

アイコンをクリックすると、以下の画面が開きます。そこでユーザーは適切な免除事項を選択することができま

す。 
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免除事項はそれぞれの規制テーブルに含まることになります： 

 

 
これを完成させるには、規制 〉 確認エリアの質問に回答しなくてはなりません。これは編集中の部品データシー

トにのみ有効です。顧客側が要求しているにも関わらずユーザーが回答していない場合には、データチェック時に

エラーメッセージが表示されます。 

 
 

データシートの更新  

取引先のデータシートが自身の企業内のデータシートに組み込まれて使用される際には、取引先のデータシートの

更新を確認するための手段が CDX のユーザーにはあります。この機能は、取引先により更新されたデータシートを

リストし、個別に所有したり公開されたりしたデータシートに名前付けを行います。この機能では、サプライヤー
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が更新したデータシートを参照している自社または公開データシートの名称を一覧で表示します。また取引先によ

り更新されたデータシートの古いバージョンへの参照を行います。この動きは CDX が自動的にこの内容を作成する

ことを除き、"Where-used"分析に類似しており、ユーザーがこの画面を入力すると直ぐにそれを表示して、検索を

実行します（初期値：新たな取引先入力の全てを検索）。  

更新画面では、ユーザーは部品の固有 ID や名称を検索することができ、データシートタイプ（自社/公開/受信）

のフィルターをかけることができます。検索結果の条件は 500 件までです。  

注意： このリストの更新は非同期で行わます（Where-used 分析のように）。従って、何か変更があった場合も直

ぐに見られるようにはなりません。 

更新には二つのステップがあります。最初のステップでは、古い参照を新しい物に置き換えることによって更新は

行われます、その後二つ目のステップが行われます： データチェック。データチェックの結果にエラーが含まれ

なければ、その時にデータシートは置き換えられます。そうでなければ、エラーを直すために処理は手動で進めら

れることになります。利便性を考慮して、複数のデータシートが同時に処理（更新と置換）されます。 

• 公開及び自社データシートの古いバージョンとは直前のバージョン番号  

• 受信データシートの古いバージョンとは受信データシートの直前のバージョン番号  

分析を使用せずに、どの企業も更新検索を使用することができます。リストへの入力は止められることができ、全

ての入力が終了してから処理を再開することができます。この機能が導入された後に発生した新たな更新に対して

のみ、更新リストは作成されます。以前に更新された古いデータに対しての遡及した分析は行われません。  

データシートの新しいバージョンを作成するためにデータシート更新機能を使用する際には、参照更新は適時置き

換えられることになります。しかし、既存の CDX の機能を使用して新しいバージョンを作成することは可能です。

データチェック機能のより、参照データシートの関連する更新が可能かどうかは判定されます。可能であれば、関

連する参照データシートに警告メッセージが表示されます。システムが古いバージョンを見つけた場合、ユーザー

はそれを置き換えたくなるでしょう、置換ボタンは自動的に古いバージョンに表示され、それを使用することで現

行バージョンに置き換えることができます。  

データシート更新画面は CDX の機能メニューに組み込まれています。Functions -> MDS updates メニューを選択

すると、データシート更新画面が表示されます、そこではデータシートの新旧バージョンの情報、その中で参照さ

れているデータシートの情報が表示されます。更新リストから他の CDX 画面と同様に、データシートは別のタブ中

で参照したり編集したりすることができます。  

 

 

複数の置換が可能です。複数のデータシートを更新するためには、コントロールキーかシフトキーを押しながらテ

ーブル中から複数の行を選択することになります。この複数選択により、更新、リリース、削除を行うことができ

ます。他のアクションには（古い自社データシートの閲覧、更新された自社データシートの編集、新/旧参照の閲

覧）、複数行の選択を行うことはできません。複数行を選択すると、最初の行のみがこのアクションの対象となり

ます。  
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参照データシートの新旧バージョンは、未完了の更新のユーザー確認のために表示されます。ユーザーがその変更

は関係なく、新しいバージョンを作成したくないとすれば、それは更新リストから取り除くことができます。 

ツリーの表示・検索 

画面の左側にツリーをコントロールするボタンがあります:  

 

 

項目名 説明 アイコン 

ツリーを展開する  選択したノードの下の構造を展開します。  

ツリーを省略する 選択したノードの下の構造を閉じます。  

化学物質リスト 構成ツリーに Global Substance List や企業固有化学物質リストを使用してフィル

ターをかけることができます。 
 

化学物質のフィルタ  選択されたフィルターによってツリー上の化学物質の情報を提供します。選択した

フィルタに属される化学物質は、違う色で表示されます。  

化学物質リストの詳

細を閲覧 

物質グループ/リストが物質フィルター内で有効な時、このボタンを使用して選択し

たリストの詳細を閲覧することができます。 
 

ツリー検索 名称、番号、データシート ID やノード ID でツリーを検索することができます。 
 

すべてのノードを削

除 

このボタンを押すと、編集モードで指定された独自の MDS 構造全体の全体を破棄

しますが、親ノードは保持します。 

X 

 

サプライヤー情報画面 

全てのタイプのデータシートには、サプライヤー情報画面があります。この画面にて、あなたのクライアントに自

社の企業、組織やコンタクトパーソンなどの情報を提供します。全てのデータシートは、コンタクトパーソンの情

報を提供しなければいけません。会社に割り当てられた最初のコンタクトパーソンが初期値となります。 

データシートが IMDS からインポートされている場合は、IMDS のサプライヤー名と担当者も表示されます。 

次の図はサプライヤーデータ画面です: 

 

この画面では編集することができません。全ての情報は、あなたの会社の管理者によりコンタクトパーソンとして

フラグが付けられたユーザーから引き出されます。そこに情報の不足、誤りがある場合、会社の管理者は、管理画

面で修正する必要があります。 ドロップリストから適切なコンタクトパーソンを選択します。そして、システム
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がコンタクトパーソンの E メール、電話番号、FAX 番号などを表示します。もし表示された情報が正しくない場

合、システム管理 > 個人設定で修正することができます。 

組織単位：選択リストを使用して、１つのデータシートを複数の OrgUnit にリンクすることができます。さらに、

「すべての組織単位を追加」にフラグを立てるオプションもあります。 

                

 

すべての OrgUnit がテーブルに表示されるか、ユーザーが所属するルート会社の OrgUnit を選択できます。表上の

を使って１つまたは複数の OrgUnit を追加したり、 で任意のものを削除したりできます。会社管理者は、すべ

ての OrgUnit を選択することができます。データシートと OrgUnit 間のこの新しい関係は、データシートの新規バ

ージョンでは維持されますが、データシートのコピーでは維持されません。これは、サプライヤー情報のデータシ

ートの送信先には表示されません。ここでは、アクティブな OrgUnit のみが、選択のために表示されます。 

 

SCIP 番号: これは MDS / OrgUnit の組み合わせごとにあります。これらは販売単位ごとに SSN（SCIP Simplified 

Notification）の SSN 機能に必要です。また、SCIP 番号は手動で編集することはできません。 

別の列にはターゲット市場（国と地域）が表示され、プロバイダーは必要な数の国を追加し、地域をターゲット市

場として選択できます。これらの 2 つの表はいつでも編集することができます（MDS のリリース後にも）。これら

の新しい表は、編集と確認ができるようサプライヤーにのみ表示されます。
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送信先情報画面 

送信先というのは、これからデータを送信か、全送信の対象のことです。送信先には自分の会社を選択することは

できません。もし送信先企業の配下に複数の組織がある場合、同じ ID/バージョンの組み合わせのデータシート

で、同一企業では 1 つの組織にしか送信できません。もし同じ企業の中で複数以上の組織に送信したい場合、メニ

ューから名前を付けて保存 〉 新規バージョンか新規データシートで新たなデータシートを作成し送信することが

できます。 

以下の表に送信先情報画面のアイコンについてまとめています: 

アイコン 動作名 説明 

 
送信先の追加 このボタンを押すと、送信先企業を検索する画面が表示されます。CDX に登録さ

れている企業のみが検索結果に表示されます。 

 
入力依頼の割り当

て 

このボタンを押すと、データシートの入力依頼を割り当てます。 

（MDS 入力依頼のセクションを参照してください。） 

 
送信先 / 入力依頼

の削除 

選択した送信先を、送信先として無効にする（グレーアウトになります）、または送

信先から削除します。または MDS の入力依頼を削除します。 

 
社内送信 このボタンを押すと、社内送信のプロセスが始まります。データシートが社内送信

されたら、構成情報やサプライヤーデータ情報を変更することができなくなります。 

 

送信 もしこのデータシートがまだ社内送信されず、且つ送信先は 1 つしかない場合は

送信することができます。既に送信した場合、変更することは、送信先情報画面で

しかできません。 

 

全送信 まだデータシートが送信されていない送信先企業が 1 件以上、送信先リストにある

場合は使用することができます。このボタンを使用すると、全社に送信と同じように

データシートがリリースされる全送信という操作を行うことができ、送信先の追加以

外の変更をすることができなくなります。 

送信先の追加 

送信先の追加ボタンをクリックすると、CDX の送信先を検索する画面が開きます。送信先を見つけたら、

ボタンをクリックすると送信先が追加されます。 

送信先を選択し、ダブルクリックすると、以下のような画面が表示されます: 
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送信先情報画面 

 
 

右側の詳細画面について詳しく説明します: 

サプライヤーコードが追加されると、ユーザーは、部品番号検索ダイアログを使用して、サプライヤ番号の部品番

号が一致する送信先のために、特定のサプライヤー番号に有効な部品項目番号を選択することができます。 

サプライヤー番号と部品番号のマッピングが設定されている場合は常に、部品番号の直接（手動）入力はできなく

なります。代わりに部品番号の設定は、以下のダイアログから 1 つ以上の（有効な）サプライヤー番号を設定した

後にのみ可能になります。 

 

選択されたサプライヤーコードが削除され、そのサプライヤーコードに設定された送信先のために関連する部品番

号を持っている場合、以下の確認メッセージが表示されます。 
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別の列にはターゲット市場（国と地域）が表示され、プロバイダーは必要な数の国を追加し、地域をターゲット市

場として選択できます。これらの 2 つの表はいつでも編集することができます（MDS のリリース後にも）。これ

らの新しい表は、編集と確認ができるようサプライヤーにのみ表示されます。 

 

項目名 説明 必須かどうか

? 

企業 送信先検索画面で選択した送信先です。CDX 企業名と企業 ID が表示されま

す。 

該当なし 

組織 送信先検索画面で選択した送信先です。組織を選択した場合、組織名と組織 ID

が表示されます。 

該当なし 

送信先ステータス データシートのステータスです: 

編集モード：データシートがまだ送信されず、送信先が見られません。 

編集中：データシートが一旦拒否され、また修正を行っていることです。もう一回

送信か全送信で送信先に送る必要があります。 

未開封：送信先がまだデータシートを見ていません。 

開封：送信先がデータシートを見ましたが、まだ承認か拒否をしていません。 

承認：送信先がデータシートを承認しました。 

拒否：送信先がデータシートを見て拒否しました。この場合、拒否の理由を記入

必要があります。 

該当なし 

サプライヤーコード これは、サプライヤー側のシステムで情報を追跡する時に使用します。DUNS 番

号が入ることもありますし、固有に採番されたコードを使用することもあります。 

送信先による 

名称 送信先が得た製品の名称です。構成情報画面での名称とは関係なく、送信先は

ここの名称を見ることになります。 

はい 

Additional Names これは、送信先が貴社の製品を購入するための追加の名称です。テーブル上部

にある を使用して 1 つまたは複数の名称を追加するか、追加の名称を選択せ

ずに を 1 回クリックして全てを削除することができます。または、 で表の名

称をテキストファイルにエクスポートしてください。構成情報タブの Additional 

Names が何であるかは問題ではありません。 

任意 
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項目名 説明 必須かどうか

? 

企業サプライヤーコード サプライヤーコードは、クライアントのシステムで貴社の情報を追跡する方法で

す。時には DUNS 番号が使用され、時には彼らは特別なコーディングシステムを

持っているかもしれません。追加された送信先のために、企業サプライヤーコー

ドを追加（ ）するか、全ての企業サプライヤーコードを削除（ ）することができ

ます。（「管理」 > 「会社」の章で説明されているように） 

選択された送信先が事前に定義されたサプライヤーコードを持っている場合、サ

プライヤー名がテーブルに表示されます。この場合、有効なサプライヤーコード

のみが受け入れられます。サプライヤーコードが無効の場合は、次のようなエラ

ーメッセージが表示されます。入力されたサプライヤー番号は設定されたサプラ

イヤー番号と一致しません。正しいコードを入力するには「はい」を選択し、入力

を取り消すには「キャンセル」を選択してください。 

設定した会社のサプライヤーコードを追加すると、「追加ボタン」が非表示になる

ため、それ以上追加できません。また、追加した仕入先コードを編集しようとし

て、関連する品番があった場合、以下のようなメッセージが表示されます。「事前

に設定されている品番の仕入先番号を削除しようとしています。部品番号も削除

されます。」「はい」をクリックすると、関連する部品番号も削除されます。 

選択された送信先が CDX データベースにマッピングされている場合、会社のサ

プライヤーコードは異なります。サプライヤーコードを表示するためのテーブル

は、マッピングが存在する場合、「サプライヤー名」の列によって拡張され、マッピ

ングから設定されたサプライヤー名が表示されます。マッピングが存在しない場

合は、列は表示されません。 

サプライヤーコードが追加されると、ユーザーは、部品番号検索ダイアログを使

用して、サプライヤ番号の部品番号が一致する送信先のために、特定のサプラ

イヤー番号に有効な部品項目番号を選択することができます。 

サプライヤー番号と部品番号のマッピングが設定されている場合は常に、部品

番号の直接（手動）入力はできなくなります。代わりに部品番号の設定は、以下

のダイアログから 1 つ以上の（有効な）サプライヤー番号を設定した後にのみ可

能になります。 

送信先による 

管理サプライヤーコード 貴社の企業情報ですでにサプライヤーコードを定義している送信先を追加すると

（「システム管理 > 企業」の章で説明されているように）、事前に定義されたコード

は「管理者サプライヤーコード」として読み込まれ、編集できなくなります。 

送信先による 

部品/アイテム/材料番号 送信先が得る製品の番号です。ここでは、 を使用してテキストファイ

ルからインポートしたり、テーブル上部にある を使用して、1 つまたは複数の番

号をここに追加することができます。部品/アイテム/材料番号を選択せずに を

1 回クリックすると、すべてを削除することができますが、全てを削除することを確

認するメッセージが表示されます。また、  を使用してテーブルから番号をテキ

ストファイルにてエクスポートしたりすることができます。構成情報画面での部品

番号とは関係なく、送信先はここの部品番号を見ることになります。 

事前に設定されているサプライヤーの部品番号が選択されている場合は、部品

番号ごとの説明が表示されます。それ以外の場合は、部品番号と説明文のペア

は存在せず、部品番号のみが表示されます。 

部品番号のアップロードは、あらかじめ部品番号が設定済みの送信先に対して

は無効です。この場合は、まず分かっているサプライヤー番号を設定し、そのサ

プライヤー番号の既知の部品番号のリストから部品番号を選択する必要があり

ます。 

任意 

Additional Identifiers これは、送信先が貴社の製品を購入するための追加の識別子です。テーブル上

部にある を使用して、ここに 1 つまたは複数の識別子を追加することができま

す。追加の識別子を選択せずに を 1 回クリックすると、すべてを削除すること

ができますが、追加の識別子を全て削除することを確認するメッセージが表示さ

れます。または、 でテーブルの識別子をテキストファイルにエクスポートしてく

ださい。構成情報タブの Additional Identifiers が何であるかは問題ではありませ

ん。 

任意 
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項目名 説明 必須かどうか

? 

転送許可 サプライチェーンの中にはデータシートを作らない企業もあります。このような企

業は、他社から受信したデータシートを自分の顧客にただ転送するだけです。転

送を許可する場合には、チェックボックスにチェックを入れます。 

任意 

サプライヤー部品番号 これは、貴社が社内で製品を参照する方法であり、送信先の企業にも見えるよう

になっています。 

追加されたデータシートの送信先が サプライヤー部品番号送信先としてマークさ

れている場合は、構成情報タブの部品番号（複数可）がここにコピーされます。 

送信先の会社が「サプライヤー部品番号送信先」でない場合、テーブルは自動

的に入力されません。 

上記の表を使用して、ここに 1 つ以上の番号を追加することができます。で入力

した番号を削除するか、表の番号をテキストファイルにエクスポートしてください。 

顧客による 

データシート リビジョン この送信先に有効な特定のリビジョン番号をここに入力することができます。 任意 

図面番号 この製品に関連した CAD 図面番号。 顧客による 

図面作成日 この製品に関連した CAD 図面の作成日。 顧客による 

設計変更番号 この製品に関連した CAD 図面の設計変更番号。 顧客による 

発注番号 この製品に関連した発注番号。 顧客による 

納品番号 この製品に関連した納品番号。 顧客による 

レポート No. このデータシートがプロトタイプの部品の場合、プロトタイプレポート番号を意味し

ます。 

顧客による 

レポート日 このデータシートがプロトタイプの部品の場合、プロトタイプの部品を提出した日

を意味します。 

顧客による 

企業固有 送信先が企業固有の規定の遵守を要求している場合は、ここで企業固有の規定

を確認する必要があります。規定の確認が不要な場合は空欄となります。 

顧客による 

コミュニケーション情報： 

ユーザー 

このデータシートを拒否したユーザーのユーザーID がシステムにより自動生成さ

れます。（データシートが拒否される理由を問い合わせしたいとき使います。） 

該当なし 

拒否日 システムにより自動生成。これはデータシートを送信か全送信して拒否された

日のことです。 
該当なし 

拒否の理由 もしデータシートを送信か全送信していて拒否された場合、送信先は拒否の理由

を入力しなければいけません。 
必須 

 

送信先詳細画面は構成情報画面と企業管理画面と似ています：画面の左側では、追加した送信先とその送信先のス

テータスと最終の更新日です。追加した送信先を選択したら、画面の右側は追加した企業の詳細情報となります。  

送信先リストにはこの送信先の状態を表すアイコンが含まれています。交通信号のように、データシートを承認し

た場合は緑のアイコンです、拒否した場合は赤のアイコン、ほかの場合は（未開封、開封、社内システム処理中、

等。）黄のアイコンです。さらに、追加した各送信先の前には、一般の送信先か、それとも入力依頼の割り当て先

かを表示するマークが付いています。 

入力依頼 

送信先の追加ボタン以外、入力依頼の割り当てボタンもあります。このボタンをクリックすると検索画面が開きま

す。そして、依頼を選択することができます。 

送信先情報タブで選択した送信先がリクエストに関連付けられている場合、入力依頼タブがアクティブになりま

す。入力依頼タブはそれに応じてリクエストの詳細を更新します。さらに、送信先情報タブの詳細セクションの最

後に短いリクエストの要約が追加されます。リクエスト詳細の表示ボタンをクリックすると、入力依頼タブに切り

替わります。 
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選択した送信先がリクエストに関連付けられていない場合、入力依頼タブは非アクティブになります。 

入力依頼の詳細については、入力依頼の章を参照してください。 

エラーチェック 

ツールバーのエラーチェックボタン か、データシートメニューのエラーチェック機能でいつでも自分のデータ

シートの構造をチェックすることができます。送信や全送信する前にも必ずエラーチェックが行われます。最もチ

ェックする必要がある項目は、入力質量、数量、質量公差、リサイクル情報、公的材料規格、有効な構成情報、間

違った構造、サプライヤーデータ画面や送信先情報画面のデータ不完備などになります。 

エラーチェックの結果表示 

チェックの結果は”エラー”か”情報”として表示されます。エラーの場合では、データシートの送信、全送信や

社内送信などを防ぐことができますが、入力情報チェックの場合は防ぐことができません。ツリーの構造の入力

上、通常でない部分を適切であるかどうか更なる調査していく必要があるので、入力情報を全部無視してはいけま

せん。 

エラーチェックに引っかからない場合、下記のメッセージが表示されます。  

 

エラーが見つかった場合の画面は下記のように表示されます。  

 

構成情報画面で、エラーチェックに引っかかったノードはエラーマーク（ ）か警告マーク（ ）が付いていま
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す。エラーチェックの結果タブに出たノードは、詳細画面では適切なマークが現れます。  

エラーチェックの結果テーブルに表示された行をダブルクリックするか、ポップアップメニューの"表示"をクリッ

クすることで選択したノードの詳細画面が表示されます。ノードの詳細属性の表示が折りたたまれたグループに含

まれている場合、このグループは自動的に展開されます。対応するフィールドは、別のタブ上に配置されている場

合には、自動的に開かれます。 

エラーチェックの実行結果が返ってきたら、最初のチェック結果が選択され、全てのエラーオブジェクトが表示さ

れマークされます。 

次のテーブルはエラーチェックの結果について詳しく説明します: 

項目名 説明 

No. 見つけたエラーや警告の番号です。 

タイプ 見つけたもののタイプ。エラーか警告かどちらかのアイコンで表示します。 

タブ 見つけたものが配置されているタブ。（構成情報画面、サプライヤーデータや送信先情報画面） 

ノード/ 送信先 構成情報タブやサプライヤーデータタブで見つけたノード名とその関連したアイコンのことです。送信先

データタブで見つけた送信先の企業名。  

メッセージ エラーか警告のメッセージです。メッセージの中にパラメーターが含まれるかもしれません。メッセージ

は選択されたアプリの言語次第で、多言語で表示することができます。 
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データシートの社内送信/送信/全送信 

データシートは送信または全送信しないと、顧客はそのデータシートを見ることができません。以下の図は社内送

信/送信/全送信の違いを説明したものです: 

 

編集モードのデータシートに何が起こるか? 
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送信/受信の仕組み 

 
 

全送信/受信の仕組み 
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社内送信、送信、全送信のどれかにするかはともかく、CDX が最初に行うことは、エラーチェックです。以下の画

面のように、既に社内送信していてこれから選択した送信先に全送信を行います: 

 

データシートを社内送信、送信、全送信するためには、エラーを全て修正しなければなりません。情報が出た場

合、全ての情報について修正する必要があるかどうか調べる必要があります。 

チェックが規制に関連した情報を返した場合、ユーザーには、データシートレベルでの「規制準拠」ステータスの

2 つの機会があります（下図を参照）。ユーザーは、関連する規制の規制遵守を「no」に設定することができる

か、またはコンプライアンスステートメントを保持するかのいずれかです。規制に関連する情報がない場合、下の

図の 2 つのオプションは表示されません。 

 

エラーチェックの結果をレビューしたら、動作を完了させまる必要があります。この例では、 を選択し

ます。 
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データシート分析  

分析の機能は CDX において大変有益で価値のあるツールです。対象となるデータシートに、制限物質リスト上にあ

る物質が存在するかを確認したり、固有基本物質やデータシートを分析したりできます。  

ユーザーはデータシート/モジュール検索を使用することである物質の分析を始めることができます。選択された

データシートは分析タブをクリックすることで、全ての物質、材料、分類を分析することができます。そして、分

析結果は選択された二つの測定単位のどちらでも表示させることができます：percentage [%] や 質量 [g],計算

された質量に基づく。データシートは測定質量なしで、データシートを参照することになります、そのため測定質

量は計算の基礎とはなり得ません。 

ユーザーは選択ボックス内で、望ましい分析を選択することができます：  

 

材料分類  

ユーザーはあるデータシートの中で使用されている材料分類の質量や割合によって細分化した内容を見ることでき

ます。異なった材料でも同じ分類を持っているかもしれません。値は材料分類ごとに合算されて 1 つの値で表示さ

れます。  

材料  

ユーザーはあるデータシートの中で使用されている材料（ID/バージョンによって）の質量や割合によって細分化

した内容を見ることできます。構成のツリー内に同じ ID が複数使用されていた場合、値は ID 毎合算されて 1 つの

値で表示されます。しかし、複数の ID によって同じ材料が表現されている場合、それらは複数回リストされるこ

とになります。CDX は ID により分析されますが、名称によっては分析されません。  

化学物質 

ユーザーはあるデータシートの中で使用されている化学物質の質量や割合によって細分化した内容を見ることでき

ます。分析は化学物質のインデックスを使用して行われます、そこで同じファミリー（例えばいくつかの鉛物質

群）にあるいくつかの化学物質はそれぞれ毎に分かれて集計されて、分析中に表示されます。 

Where-Used 分析 

ユーザーはどの部品にある材料や物質が含まれているかを知りたくなることがあるでしょう。 これを調べるため

に、Where-Used 分析を使用することができます。このツールを使用するにはツールバー上にある  を使用する

か、メニューから Functions > Where-Used 分析 を選択して使用することができます。 

分析タイプを選択する 

以下に表示したようにいくつかの分析タイプがあります： 
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分析タイプの詳細は以下： 

分析タイプ 説明 

分類 選択された材料分類が自身の閲覧可能なデータシートのどこに使用されているかを調べる 

データシート 固有のデータシート ID/バージョンが自身の閲覧可能なデータシートのどこに使用されているかを

調べる 

化学物質 固有の化学物質が自身の閲覧可能なデータシートのどこに使用されているかを調べる 

化学物質グループ/リスト 選択された化学物質グループ/リストに存在する化学物質が自身の閲覧可能なデータシートのど

こに使用されているかを調べる 

機密扱い物質 自身の閲覧可能なデータシートのどこで化学物質がマークされているかを調べる 

企業固有の化学物質リスト 企業固有リストに定義された化学物質が自身の閲覧可能なデータシートのどこに使用されている

かを調べる 

共通の規制 共通の規制で定義されている化学物質が所定の閾値を超えて参照されているのがどこかを調べ

る 

企業固有の規制 企業固有の規制で定義されている化学物質が所定の閾値を超えて参照されているのがどこかを

調べる 

分析のタイプを選び、 を使用して材料分類、データシート、化学物質を検索、またプルダウンメニューを使

用して化学物質グループや用意された企業固有化学物質リストを選択することができます。 

 

分析するデータシートの選択 

次に通常の検索画面を使用して分析したいデータシートを選択する必要があります： 

 

検索の方法はこのマニュアルに記載してあります。全てを検索するには  を使用します。 検索結果の

上限は 500 件です。そのため検索する際には条件を設定する必要があるかもしれません。 

分析 

分析するためのデータシートを決定したのであれば、  をクリックして分析を実行します。 

繰り返し（必要であれば） 

CDX では繰り返しの分析を実行するためにユーザーに機能を提供しています。それは、分析結果を次の分析のソー

スとして使用することができることです。ソースエリア上で右クリックをすることで、元のソースからの全てをク

リアして、以下のような画面が開きます：  

 

始めに全てのデータシートが取り除かれて、結果テーブルから全てのデータシートが追加されます。ユーザーはそ

の際に新しい分析タイプを選択することができます。 
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データシートのインポート/エクスポート 

現行 CDX では、IPC1752A クラス C/クラス D、IPC1754クラス E/クラス F/クラス G、および IEC62474 宣言のインポ

ートとエクスポート機能に加えて、IMDS データシートのインポート機能を提供しています。この機能は、

IPC1752A、IPC1754、IEC62474 宣言書を提出する必要があるユーザーをサポートし、既存の IPC データを使用した

データシートの作成を簡素化します。IMDS データシートのインポートは、IMDS で既に利用可能なデータシートや

他の産業でも使用されているデータシートを、CDX に再入力することなく処理したいという自動車メーカーのニー

ズに対応しています。 

エクスポート機能には有効な CDX MDS ライセンスが必要ですが、インポート機能はライセンスなしで使用できま

す。カンパニーアドミニストレーターは、システム管理 > CDX ライセンスメニューからライセンスをオーダーす

ることができます。 

IMDS から既存データシートをインポート 

CDX には、International Material Data System(IMDS)から既存のデータシート(MDS)を CDX にインポートする機能

があります。IMDS データシートのインポートは、以下の要件が満たされている場合、CDX から開始することができ

ます。 

• IMDS 企業は、有効な IMDS AI ライセンスを所有しています（最低でもタリフ E が必要です） 

• CDX ユーザーが CDX インポートウィザードを起動するには、有効な IMDS 認証情報（IMDS ユーザーID

とパスワード）が必要です。 

• IMDS から CDX へのデータ転送は、IMDS の利用規約に準拠しています。 

 

IMDS データシートのインポートは、メニューのデータシート > インポート > IMDS データシートのインポー

トを選択することで開始されます。これにより、インポートウィザードが開始されます。 

   

IMDS データシートを CDX にインポートするには、CDX と IMDS 間の接続を確立するために、最初に有効な IMDS

認証情報（IMDS ユーザーID とパスワード）を入力する必要があります。 

認証情報の有効性を確認した後、システムは貴社が有効な IMDS AI ライセンスを所有していることを確認し

ます。このチェックが成功すると、ウィザードの次のページが表示され、転送するデータシートを検索する

ことができます。 
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ここで、適用するインポート設定を設定する必要があります。 

 

標準材料の更新：参照されている標準物質の新しいバージョンが存在する場合の転送の処理方法を定義して

ください。(新しいバージョンに更新する、参照されたバージョンを使用する) 

標準材料の処理：参照されている標準材料が削除済みの場合、または存在しない場合の転送の処理方法を定

義してください。(ノードへの変換、転送をスキップ) 

化学物質の取り扱い：参照されている化学物質が削除済みの場合、または存在しない場合の転送の処理方法

を定義してください。（プレースホルダ物質に置換、転送をスキップ） 

無条件のリリース：これを選択すると、CDX での実際のエラーステータスに関わらず、すべてのデータシートが

「内部リリース」に設定されます。これは IMDS のレガシーデータのために必要です。 

ジョブの作成：ンパニーアドミニストレータは、通常のインポートプロセス(次項を参照)を使うのではなく、ジョ

ブを作成したい場合、IMDS から複数のデータシート(制限なし)をインポートすることができます。ジョブは 1

回、日次、週次のいずれかで実行できます。 

- 1 回：検索パラメータに応じて、すべてのデータシートがインポートされます。 

日次/週次：初回のロード時に、すべてのデータシートが同様にインポートされます。初回のロード（1 日目）の

後は、デルタのみが CDX にインポートされます。カンパニーアドミニストレータが日次または週次のジョブを作成

する場合、実行時間（「時」、「分」）、「開始日」および「終了日」のパラメータを設定する必要があります

（下の図を参照）。スケジュールジョブは 1 社につき 1 つしか作成できません。 

追加ライセンスが必要です。 
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注意：IMDS-AI ライセンスで利用可能なデータシートのみが CDX でインポートできるため、同じ検索オプションで

IMDS で検索した場合と比較して、検索結果のリストが異なる場合があります。つまり、IMDS 上のデータシートは

リリースされた状態である必要があります（編集モードのデータシートはインポートできません）。新しいデータ

シートは、IMDS 内の日時ダウンロードファイルが作成された後にインポートできるようになります。 

CDX にある IMDS ソースデータを更新する必要がある場合、新しいバージョンのインポートを作成する必要があり

ます。これにより複製の整合性を確保できます。IMDS データシートは、データの重複を避けるために所定の企業

がそれぞれ一度しかインポートできません。 

CDX に転送するデータシートは、結果リストから最大 10 個まで選択することができます。複数選択する場合は、

選択中に Ctrl キーまたはシフトキーを押してから、「次へ」ボタンをクリックして続行してください。 

 

 

ボタンを押すと、インポートプロセスが開始され、インポートウィザードはインポートされるす

べてのデータシートのステータスと、失敗した場合のエラーメッセージを表示します。 

 

インポート処理が終了すると、インポートが成功したかどうかに関わらず、完了に関する追加のメッセージ

がこのウィンドウに表示されます。したがって、表の状態とメッセージを確認してください。 
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インポートが完了したら、ウィンドウを閉じてください。転送された編集可能なデータシートは、編集モードで自

分のデータシートとして CDX に保存され、ユーザーが CDX 固有の情報を使ってデータシートを作り直したり、完成

させたりすることができます。IMDS からリリースされたデータシートは、転送後に CDX が検証エラーを検出しな

かった場合には CDX においても、リリースされたデータシートになります。 

インポートしたデータシートは、自社データセクションのインポート項目を有効にして、データシート(コンポー

ネント、セミコンポーネント、材料)検索で検索することができます。インポートソース"IMDS"と IMDS モジュール

ID または IMDS ノード ID を選択してください。検索結果は IMDS からインポートされたデータシートのみが表示さ

れます。 

 

 
 

 

 

 

 

 

インポートされたデータシートは、「自社データシート」セクションの「インポート」フィールドを有効にして、

データシート（コンポーネント、セミコンポーネント、材料）検索で検索することができます。検索対象を限定し

たい場合は、インポートソースを「IMDS」に選択し、IMDS モジュールおよび/またはノード ID を選択してくださ

い。企業名または企業固有の ID を指定することで、指定した IMDS 企業からのみインポートされたデータシートを

制限することができます。検索結果には、IMDS からインポートされたデータシートのみが表示されます。 

IMDS 内のサプライヤー名とサプライヤーコードが表示可能であれば、検索結果の「サプライヤー」と「サプライ

ヤーコード」の欄に表示されます。 
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ボタンを押すと、転送プロセス中にデータシートに適用された変換に関する詳細

情報が記載された IMDS インポートプロトコル(PDF 文書)が開きます。表の行を選択し、ボタンを押してインポー

トプロトコルを開くか保存してください。 

「共通情報」/「IMDS情報」セクションの「IMDSサプライヤー」には、IMDSに登録済みの元のサプライヤー企業が

表示されますが、これは所有者しか見ることができず、データシートをコピーする際には無視されます。 
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IPC1752A,IPC1754,IEC62474 ファイルからデータシートをインポート 

IPC1752A クラス C およびクラス D、IPC1754（クラス E、クラス F およびクラス G）、IEC62474 宣言書も、自社デ

ータシートとして CDX にインポートすることができます。インポートされた 1 つの宣言は、それが記録されている

製品の数に応じて、複数のデータシートになることがあります。 

インポートの処理の間、ユーザーはステップバイステップの対話型のウィザードにより処理を進めることができま

す。データシートのための追加の IPC 情報（例：インポート日等）はインポート後データシートの詳細が画面で確

認することができます。インポートされたデータシートは編集モードの自社データとしてインポートされます。そ

こでそれは再度手を加えられ、更なる処理がなされることになります。 

データシート > インポート > IPC1752A Class C/D、IPC1754 Class E/F/G、または IEC62474 のメニューからイン

ポート処理を開始することができます。 

 

次の画面でインポートするファイルを選択することが可能です。  をクリックしてコンピューター上の

必要な XML ファイルを選択してそれを開いてください： 

 

 をクリックすると、内容確認レポートがスタートし、以下のウィザードが表示されます。そこではインポ

ート処理の間ガイドが表示されます。ウィザードにはおのおのの処理段階で異なる情報が表示されます。情報を注

意しながら確認して、必要な情報を埋めるか選択してください。Back や Next のボタンをクリックして処理の間

前後することになるかもしれません： 
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この画面が出ると、インポート処理は終了です、“Create MDS”.をクリックすることでこれを完了することがで

きます。作成されたデータシートは自社で所有でき、全てのインポートされた情報はデータシート内で編集するこ

とができます： 

 

新しいデータシートはインポートされたレポートからデータのサブセットのみを要求します。参照目的のために、

オリジナルのレポートファイルは、データシートレベル添付（詳細の IPC Import Meta Data セクションに）とし

て、データシートに追加されます。 

データシート内にはまだいくつか足りないデータがあるかもしれません。例えば受信データ等です。不完全や不足

しているデータを見つけるためにデータシートチェックプロセスを動かしてください、そしてデータシートを完成

させてください。 

インポート機能に加えて、ユーザーはインポートした IPC1752A, IEC62474 or IPC1754 宣言書として作成された

自社データシートのみをデータシート/部品/材料の検索画面内で探し出すフィルターをすることができます。 
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IPC1752A,IPC1754,IEC62474 ファイルへデータシートをエクスポート 

 
有効なデータシートライセンスがあれば、ユーザーは、IPC1752A クラス C またはクラス D、IPC1754 クラス E、F、

G、または IEC62474（第 1版および第 2 版「NEW」）宣言としてデータシートをエクスポートすることができま

す。この機能は、データシート検索（検索結果テーブルのコンテキストメニュー）、およびデータシートの表示ま

たは編集時に利用できます。選択した宣言にデータシートをエクスポートします。エクスポートされたデータは

XML ファイルとして保存されます。エクスポートプロセスを開始するには、メニュー「データシート > エクスポ

ート」を使用して、希望するフォーマットを選択してください。 

 

IPC1752A クラス C またはクラス D、または IEC62474 ファイルにデータシートをエクスポートする際に、エクスポ

ートウィザードで、エクスポートファイルで報告する規制を選択できるようになりました。IPC 規則がリストアッ

プされ、エクスポート用に 1 つ（クラス D および IEC62474 の場合）または複数（クラス C の場合）の規則を選択

することができます。さらに、エクスポートファイルに CDX からの MDS ID を含めるかどうかを選択できます。

デフォルトでは、データシートのノード ID、モジュール ID、企業 ID が含まれています。必要ない場合は、チェッ

クボックスをオフにしてください。 

IPC1754 の場合は、文書モード（配布または依頼/返信）を選択し、送信先の企業名を追加し、適用範囲の規制を

選択する必要があります。「送信先一覧から選択」オプションで送信先企業名をリストから選択するか、「手動入

力」オプションで送信先企業データを手動で入力することができます。 

 

ダウンロードボタンをクリックして、結果のファイルをダウンロードしてください。 
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画面下部のメニューでファイルを開いたり、保存したりすることができます。 

注意: 作成された IPC1752A Class C declaration を確認してみてください；CDX からエクスポートされた XML フ

ァイルには欠けている情報があるかもしれません。それはユーザーによって（例：受信情報）手動で埋めなければ

なりません。 

データシートが IPC1752A クラス C ファイルにエクスポートされた場合、すべての非規制物質はファイルにリスト

されません。レポートファイルには、そのような化学物質がデータシートに含まれていない場合でも、選択された

規制の全化学物質の記載が含まれています。 

エクスポート処理が始まる前に、システムはデータシートデータを確認しています。エクスポートがデータシート

中の誤ったデータやデータの欠落により実行できなかった場合には、データシート中で何を変更する必要があるか

の情報をエラーメッセージは表示することになります。：  

 

必要な変更を行った上で、再度エクスポートを実行してください。 

SCIP Dossier へデータシートをエクスポート 

この機能は、有効なデータシートライセンス(Entry Level 以上が必要)を持っている場合に、データシートを閲覧

または編集する際に利用できます。データシート > エクスポート メニューを使用して、希望するフォーマットを

選択して、エクスポート処理を開始してください。 
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すると、「SCIP Dossierのエクスポート」ダイアログが直接開きます。 

 

SCIP 認証をクリックすると新しいタブが開き、SCIP 提出に向けて企業で準備を行う方法を示すドキュメントが表

示されます。 

警告：このデータシート内の項目に Article Categories が含まれていない場合、データシートで設定されたデフ

ォルト値を受け取るか、デフォルト値が指定されていない場合は前任者の値を受け取ることになります。SCIP 

Dossier の作成を許可する前に、以下のルールチェックが行われます。 

2. データシートは、REACH 候補リストの規制物質(現行版)を 0.1%以上含有する成形品を 1 つ以上有していなけ

ればならない。 

3. 製品ビジネス情報の Article Category が、少なくともデータシートのトップノードに設定されていなければ

ならない。 

4. データシートは、含まれる全ての成形品に部品番号が設定されていなければならない。 

 

失敗したかのチェックはすべて、エクスポートウィザードに一覧表示されます。 
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画面を閉じて、チェック基準を満たすようにデータシートを変更し、エクスポート処理を再開することができま

す。 

データシートがすべてのルールチェックに合格した場合、エクスポートウィザードは以下のように表示され、SCIP 

Dossier をダウンロードまたは SCIP データベースに直接アップロードすることができます。 

 

「SCIP アップロード」ボタンをクリックするとジョブが開始され、データシートの情報を SCIP データベースに転

送します。ボタンをクリックすると、「SCIP アップロード」ダイアログ(上図参照)が消えます。その後、ポップ

アップ（下図参照）が表示されます。ユーザーは、関連する QCM フォルダに直接転送するかどうかを決めることが

できます。 

 

Queue and Collection Manager (QCM)に、ジョブの状況といくつかの追加情報が表示されます。SCIP アップロー

ドが失敗した場合は、QCM で再起動することもできます。 

 

 

 

 

SCIP 参照 
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CDX は現在、それ自体の MDS のために SCIP Dossier の参照メカニズムを使用しています。SCIP 番号を格納している「会社所

有」ノードを含んでいる ECHA に MDS がプッシュされるたびに、CDX は完全な Dossier を作成せずに、SCIP 参照を作成しま

す。 

サプライヤーパーツを受けとる際に、CDX はまた SCIP Dossier の作成をサポートし、これらを SCIP 参照のために使用する

ことも可能になります。ただし、サプライヤーパーツに対する SSN はこれによっては作成されず、送信先に特有の情報に基

づいてこれに対する完全な Dossier が作成されますので、ご注意ください。 

 

SCIP マルチセレクトサポート 

ECHA に転送する複数のデータシートを選択することが可能です。この機能は、MDS 検索、コンポーネント／サブコ

ンポーネント、および材料検索で利用できます。さらに、分析データシートの「Where-Used-Analyzes」機能でも

同様の動作が可能です。 

複数のデータシートを選択している場合は、右クリックで機能を利用できます。 

 
または、「MDS」 => 「エクスポート」 => 「SCIP Dossier」をクリックします。 

 
「SCIP Dossier」ボタンをクリックすると、以下のポップアップが表示されます。 

 

 
をクリックすると、QCM が開き、選択したデータシートが新しく作成された SCIP 送信フォルダに保存されます。

フォルダ 

名には、転送されたデータシートの日時が含まれています。その後、ECHA へのアップロードが開始されます。 
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少なくとも１つのデータシートが選択されていないと、「SCIP 

Dossier」をクリックした後に以下のエラーメッセージが表示さ

れます。 
 
 
 
 
独自のデータシート以外のデータシートは、選択されているか

どうかに関わらず、無視され、転送されません。 
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入力依頼 
入力依頼機能は非常に強力な機能ですが、それを使用する前に、CDX 外のサプライヤーと協力して、要件を伝える

ためにそれを使用しようとしていることに同意しなければなりません。どの CDX を利用している企業に入力依頼す

る必要があります。この章では、入力依頼の機能の使い方についてご説明します。  

入力依頼の内容 

入力依頼では、そのデータシートでの入力が必須となる属性と、入力するかを選択できる属性とに区別されていま

す。 

入力依頼には以下の内容が含まれます： 

 

• 入力必須のデータシート属性のセット（基本属性、送信先固有の属性 

• 入力依頼主の指定により入力必須のデータシート属性（送信先固有の属性のみ） 

• 入力依頼固有の管理データ 

 

次の図は、入力依頼に関連するワークフローを示しています： 

 

 
 

入力依頼に関する用語：送信先と送信元 

データシート送信先は、データシート送信元への入力依頼を作成します。したがって、データシート送信先が入力

依頼の所有者となり、データシート送信元が入力依頼の送信先となります。混乱を避けるために、データシート

送信先とデータシート送信元という用語を使用します。 
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データシート属性 

データシート属性は、基本属性およびデータシート送信先固有の属性の 2 種類に区分することができます。入力

依頼主（データシート送信先）は、入力依頼の中で入力を求めるデータの項目を示します。ほとんどの項目はオプ

ションですが、データシート属性の“部品番号”および“入力期限”は入力必須です。 

基本属性は、直接データシートの情報を参照するため、全てのデータシート送信先に対して同じ情報となります。

基本属性は以下のとおりです： 

 

• データシートタイプ 

• 100%申告 

• 部品質量 

部品質量（自動計算値） 

 

データシート送信先固有の属性は[送信先情報]タブに関連付けられているデータ項目です： 

• 部品番号 

• 名称（必須） 

• 図面番号 

• 転送許可 

• 設計変更番号 

• 発注書番号 

• 入力依頼を作成するときに、項目欄に補足用のコメントを入れないでください。入力された値が自動的に入力依

頼のデータフィールドに割り当てられ、それ以上上書きできなくなります。空欄にしておくことで、データシー

ト送信元はその値を入力するかを選択できます。 

管理用データ  

管理用データは、入力依頼を直接参照するデータです。これは、入力依頼主（データシート送信先）が、入力依頼

を自社内で管理するために使用するデータで、以下のような項目を持っています： 

1. プロジェクト：複数の入力依頼を処理するために使用します。プロジェクトは、カンパニーアドミニストレー

ターによって作成され、データシート送信先企業全体で有効です。 

2. 企業 / 組織：データシート送信先企業/組織とコンタクトパーソンの ID  

3. 入力期限：データシート送信先でデータシートを受領したい日付 

4. 拒否の理由：拒否する場合に入力必須の項目 

5. 拒否の理由の履歴： 全ての拒否の理由の履歴 

入力依頼のステータス 

入力依頼には次のようなステータスがあります： 

 

• 新規の入力依頼 （ステータス "new"） 

• 入力依頼がデータシート送信元へ送信済み （ステータス “sent”、 データシート送信元では“received”） 

• データシート送信先が返信し、入力依頼を送付 （ステータス “sent”、 データシート送信元では

“received”） 

• データシート送信元がデータシートを割り当てたが、まだ未送信 （ステータス "attached"）, 

• 割り当てられたデータシートが送信済み （ステータス "waiting for acceptance"） 

• 割り当てられたデータシートが承認済み （ステータス "completed"） 

• 入力依頼受領先（データシート送信元）が入力依頼を拒否 （ステータス "rejected"） 

• 入力依頼がキャンセルされた （ステータス "deleted"） 
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データシート依頼者は、入力依頼検索でコンテキストメニュー（マウスの右クリック 〉 削除）を使用するか、ま

たはデータシート入力依頼の詳細でデータシートメニューの削除機能を使用することで、データシート入力依頼の

ステータスを変更することができます。 

入力依頼の作成  
プロジェクト使用の最初のステップは、プロジェクトを作成することです。この章での説明においては、未使用の

プロジェクトがある（必須ではない）か、プロジェクトが既に作成されていると仮定します。 

読み取り専用を除く全てのユーザープロファイルは、入力依頼を作成することができます。入力依頼を作成するに

は、2 つのオプションがあります。 

• データシート > 新規作成 > 入力依頼を使用して、単一の入力依頼を作成します。 

• 提供された MS Excel テンプレートを使用して複数の入力依頼を作成し、CDX にファイルをアップロー

ドします。 

最初のオプションについては、次のセクションで説明します。MS Excel ファイルを使用して複数のデータシート

要求を作成するための説明は、送信済み一覧の章を参照してください。 

 

属性は次のとおりです： 

項目名 説明 

タイプ / プロジェクト 

ステータス 入力依頼の状態を表すステータス 

入力期限 データシートの提出期限で、入力必須項目 

サプライヤー 入力依頼を受領するデータシート送信元 

入力依頼元企業 システムによって自動生成 - 入力依頼を作成した CDX 企業名、サプライヤーが入力依頼の返信

を送信する先 

入力依頼元組織 貴社で組織が割り当てられている場合、データを入力依頼している組織を選択することができます 

– 入力依頼されたデータシートを受け取るのはこの組織のみです。 

入力依頼元 MDS コンタク

ト 

入力依頼を作成する人のユーザーID からシステムが自動生成 

プロジェクト 入力依頼に割り当てられたプロジェクト No. 

ID システムによって自動採番された入力依頼 ID 

コメント ここでは、サプライヤーへの追加情報、どのような情報を期待しているか、また入力依頼に答える

方法を入力することができます。 

添付ファイル ここでは、添付ファイルと簡単な説明を入力依頼に追加することができます。許可されるファイル形

式は、データシートの添付ファイルと同じです。1 ファイルあたりのサイズは 10MB までで、最大 5 つ

のドキュメントをアップロードすることができます。詳細については、データシートセクションの添付フ

ァイルの章をご参照ください。 

送信先情報 

企業サプライヤーコード サプライヤーコードを入力する必要がある場合に入力します。作成時点で特定のコードを入力して

おくこともできますが、その場合サプライヤーがコードを変更することはできません。  

管理サプライヤーコード 事前に定義されたサプライヤーコードを持つ CDX リストのサプライヤーを選択する場合（カンパニ

ーアドミニストレーターにより、システム管理 > 企業メニューにて行われる）、事前に定義されたサプ

ライヤーコードは、"管理者サプライヤーコード "としてここにロードされます。 

名称 名称は入力必須です。作成時点で特定の値を入力しておくこともできますが、その場合サプライヤ

ーは値を変更することはできません。 

部品番号 部品番号は入力必須です。作成時点で特定の値を入力しておくこともできますが、その場合サプラ

イヤーは値を変更することはできません。 
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項目名 説明 

転送許可 転送を許可する場合には、チェックボックスにチェックを入れます。 

図面番号 入力必須にする場合には、チェックボックスにチェックを入れます。作成時点で特定の値を入力して

おくこともできますが、その場合サプライヤーは値を変更することはできません。 

図面作成日 入力必須にする場合には、チェックボックスにチェックを入れます。作成時点で特定の値を入力して

おくこともできますが、その場合サプライヤーは値を変更することはできません。 

設計変更番号 入力必須にする場合には、チェックボックスにチェックを入れます。作成時点で特定の値を入力して

おくこともできますが、その場合サプライヤーは値を変更することはできません。 

発注番号 入力必須にする場合には、チェックボックスにチェックを入れます。作成時点で特定の値を入力して

おくこともできますが、その場合サプライヤーは値を変更することはできません。 

納品番号 入力必須にする場合には、チェックボックスにチェックを入れます。作成時点で特定の値を入力して

おくこともできますが、その場合サプライヤーは値を変更することはできません。 

レポート No. 入力必須にする場合には、チェックボックスにチェックを入れます。作成時点で特定の値を入力して

おくこともできますが、その場合サプライヤーは値を変更することはできません。 

レポート日 入力必須にする場合には、チェックボックスにチェックを入れます。作成時点で特定の値を入力して

おくこともできますが、その場合サプライヤーは値を変更することはできません。 

データシート 

タイプ 部品、セミコンポーネント、材料の必要なタイプを選択します。 

100% 宣言 化学物質を 100%宣言する必要がある場合には、チェックボックスにチェックを入れます。 

部品質量 部品構成内の全てのコンポーネントに部品質量を入力必須にする場合には、チェックボックスにチ

ェックを入れます。 

SCIP Compliance このフィールドにチェックを入れて SCIP Compliance を確認します。このフラグのデフォルト値は、企

業管理画面のトリガーです。 

添付が必要 入力依頼されたデータシートに添付ファイルを明示的に依頼する場合は、このボックスにチェックを

入れます。フラグが設定されている場合、顧客にそれぞれのデータシートを送信するためには、トッ

プノードでの添付ファイルが必要です。 

部品質量 ツリー構造のすべてのコンポーネントに項目ごとの質量の値を入力する必要がある場合は、このボ

ックスにチェックを入れます。 

材質表示 部品構成内の全てのコンポーネントの材質表示で回答必須にする場合には、チェックボックスにチ

ェックを入れます。 

単位あたりの質量 部品構成内の全てのセミコンポーネントで単位あたりの質量を入力必須にする場合には、チェック

ボックスにチェックを入れます。 

材料記号 部品構成内の全ての材料で材料記号の入力を必須にする場合には、チェックボックスにチェックを

入れます。 

標準材料 No. 部品構成内の全ての材料で標準材料 No.を入力必須にする場合には、チェックボックスにチェック

を入れます。 

化学物質グループ/リスト データシート中で参照したい化学物質グループ/リストを選択します。顧客へ提出するために自社

の固有化学物質リストを選ぶこともできます。そのリストには要求されたデータシートに対して含ま

れるべきもの、または含まれるべきではないものが入っています。 

規制 入力依頼されたデータシートの対象となる全ての規則（共通規制と企業固有規制）を選択してくださ

い。依頼元の企業/組織単位(企業詳細で定義されている)に適用される全ての規制は、デフォルト

でマークされています。 

依頼元の組織単位を変更することで選択を変更することができます。また、手動の「確認が必要で

す」の項目と同様に、適用範囲の規制にマークを付けたり外したりすることもできますが、これは、

入力依頼されたデータシートのために企業や組織単位のデフォルトの規制選択を上書きします。 

また、「影響を受けない製品を許可」のチェックを外すことで、入力依頼されたデータシートの規制確

認で「影響を受けない製品」という回答を避けることができます。 
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サプライヤーの選択 

企業検索機能 を使用して、CDX 内に登録されている企業を検索するか、または CDX にまだ登録されていない企

業にリクエストを送ることもできます。“CDX に登録されていない”という項目をチェックすることで、追加情報

の項目が画面下部に表示されます：  

 

CMD リクエストを送信したい企業に必要とされる情報の入力をお願いします（赤い*がついた項目は入力必須項目

です）。 

画面の最後には、システムが送信する E メールにメモを入れることもできます。ここには、まだ CDX に登録されて

いないサプライヤーや、入力依頼への回答方法についてのガイダンスが必要なサプライヤーのための有益な情報を

追加することができます。貴社が有効な CDX ライセンスを持っている場合は、ここに添付ファイルを追加すること

ができます。アップロードできるファイル形式は、xls、xlsx、doc、docx、pdfです。添付ファイルを削除するに

は ボタンをご利用ください。 

 

保存して送信すると、入力したカンパニーアドミニストレーターに、CDX への登録の案内と、システムを利用する

ための関連情報が記載されたメールが届きます。 
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カンパニーアドミニストレーターがこの企業登録を有効にするとすぐに E メールで通知されます。サプライヤー企

業が登録を確認していない限り、あなたは登録依頼を更新および/または再送信することができます。これは、画

面下部の送信ボタンを使用して、リクエスト自体で行うことができます。 

ここでは、「送信履歴」も利用可能です。この表の項目をダブルクリックすると、既に送信された登録依頼メール

を開くことができます。 

 

既存の CDX 内の企業にリクエストを送る際には、その企業はリクエストを CDX 内で直接受け取ることになります。

“Material Data Sheet （MDS）リクエスト送信先”として E メール情報を記載した全てのユーザーが、以下のよ

うに E メールを受け取ることになります： 
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CDX にログイン後、リクエスト送信先はメール中のリンクから、直接リクエストを開くことができます。CDX メイ

ン画面（データシート検索）に代わり、受け取った MDS リクエストが表示されます。  

使用されているユーザーがない CDX 企業にリクエストを送ってしまった時には、リクエスト受信企業の中で、使用

されているユーザーがいないため、リクエストが送られなかったというメールによる通知を受け取ることになりま

す。またリクエスト送信先に一人も E メールが記載されていない企業にリクエストが送信された場合にも、通知さ

れることになります。 

プロジェクトの作成 

プロジェクトグループによる入力依頼は、全社的に有効です。プロジェクトは入力依頼作成画面上で作成すること

ができます。 [プロジェクト]フィールドの横にある[編集]をクリックして起動すると、新しいポップアップが表

示されます。プロジェクトを新規作成するには、 をクリックします。 

 

別の新しいポップアップが表示されますので、そこにプロジェクト名称を入力します。このウィンドウを終了する

には、[保存]をクリックします。新しいプロジェクトは、ウィンドウの下部にあるリストに表示されます。プロジ

ェクトをクリックにより選択して、[適用]ボタンを押すと入力依頼画面に戻ります。 

入力依頼の送信 

全てのデータが入力された後、ツールバーのアイコン を押すと、システムチェックが実行されます。入力依頼

が正常に保存されると、[送信]ボタン が画面の右下に表示されます。この[送信]ボタンでサプライヤー

へ入力依頼を送信します。 

入力依頼の拒否 

入力依頼またはデータシートを作成することができるユーザーであれば誰でも、入力依頼を拒否することができま

す。受信した入力依頼がデータシート送信元で取り扱えない場合、その入力依頼を拒否し、コメント付きで返信し

ます。これによりデータシート送信元および送信先の両方で入力依頼のステータスが “rejected” となりま

す。入力依頼が拒否された場合は、データシート送信元での拒否の理由の入力が必須となります。 

受信した入力依頼を表示した後、画面の右下には 3 つの選択肢が表示されます。 

 

入力依頼を拒否するためには、[拒否]ボタンをクリックします。入力依頼の拒否理由は、その後に入力する必要が

あります。 
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入力依頼への対応 

既存データシートの入力依頼への割り当て 

入力依頼に対応するには、新規にデータシートを作成するか、既存のデータシートを割り当てるかの 2 つのオプシ

ョンがあります。自社が作成した既存のデータシートのみを添付することができます。 

この場合、既存のデータシートを割り当てます。ここには 2 つのオプションがあります: 入力依頼の受信済み一覧

から直接送信するか、入力依頼自体から送信するかです。受信した 1 つまたは複数の入力依頼を直接入力依頼の受

信済み一覧にマークして、コンテキストメニューの「データシートの割り当て」またはマウスの右クリックで割り

当てプロセスを起動することができます。 

 

なお、メニューの「データシートの割り当て」は、以下の条件を満たしている場合にのみ提供されます。 

• 選択されたすべての入力依頼は、割り当て可能。（ステータスは「受信済み」/「期限切れ」） 

• 選択されたすべての入力依頼は、同じデータシートタイプを共有している必要があります。 

 

「データシートの割り当て」をクリックすると、データシートの検索ウィンドウが開き、目的のデータシートを検

索して選択することができます。「適用」をクリックすると、データシートの詳細タブが開き、「送信先情報」タ

ブで送信先として入力依頼元が追加され、「入力依頼」タブでは入力依頼にデータシートが割り当てられているこ

とが確認できます。これで、送信先にデータシートを全送信/送信することができます。 

ボタンを押すと、受信したリクエストから割り当てられたデータシートを削除することができま

す。割り当てた後、入力依頼元に送信/全送信することができます。 

データシートの新規作成 

[作成]を選択すると、新規データシートが入力依頼に割り当てられた旨のメッセージが表示されます。データシー

ト送信先が入力依頼で指定したデータは自動的に挿入されています。 データシートは、前のセクションで説明し

たように作成する必要があります。 データシートが完成したら、送信先情報の画面を開き、指定されているその

他の入力必須項目を確認します。ユーザーは通常の方法で送信先データシートを送信もしくは全送信します。 

入力依頼の完了 

データシート送信先へ割り当てられたデータシートを送信すると、ステータスが承認待ちに変更されます。  

• 割り当てられたデータシートが送信される場合、入力依頼固有の確認として、全ての必須フィールドが入力され

ているかどうかを判断するチェックが行われます。 

• 割り当てられたデータシートが拒否された場合、入力依頼のステータスは作業中の状態に戻ります。 

• 割り当てられたデータシートが承認されると、入力依頼のステータスは完了に変更されます。 
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レポート 
CDX が MDS および/または SDoC に関連して生成できるレポートには、いくつかのタイプがあります。 

• 材質宣言レポート（ISO30005 による材質宣言） 

• データシート レポート（材料の成分やコンポーネントについての情報を持つ材料データシートレポート） 

• SDoC レポート （材質宣言管理のための一致のサプライヤー宣言） 

材質宣言レポートの作成やデータシートレポートには CDX MDS license が必要です。カンパニーアドミニストレ

ーターは、システム管理 〉 CDX Licenses メニューからライセンスを注文することができます。 

このセクションは上記のレポートについて説明します。 

データシートレポート 

材質宣言レポート及びデータシートレポートは、印刷アイコンが使用可能になる前に、データシートの内容を表

示する必要があります。データシートの検索結果で右クリックし、メニューから印刷を選択してもレポートを作成

することができます。 

 

 
表示したいレポートのタイプを選択する必要があります。データシートレポートは異なる方法で表示することがで

きます：自社企業の観点か、データシート受信企業の観点か。それらのどちらかを選択してください。加えて、デ

ータシートレポートに印刷される規制セクションのソート順を選択することができます： 

 

作成されたレポート（pdf ファイル）は、開き、保存することが可能で、データシートについての完成情報が含ま

れています：関連構成についての詳細情報を伴って規制に影響を与えて確認されているような、サプライヤーデー

タ、製品識別そして部品の特徴づけ 

材質宣言レポート 

材質宣言レポートはデータシートレポートと同じ方法で作成します。材質宣言レポートというのは、この製品の中

に、テーブル A（禁止か制限）の化学物質とテーブル B（特定の化学物質）の化学物質が含まれているかどうか表

明するレポートです。そういった化学物質が含まれている場合、レポート内の他の値が計算され表示されます。こ

れらのテーブルは、香港協定とガイドラインに従って示されます。 
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SDoC レポート 

SDoC レポートは、MDS および MD レポートと同様に発表されます。SDoC レポートでは、SDoC を検索してそのいずれ

か一つを、印刷アイコンが利用可能になる前に選択する必要があります。 
 

 
作成されたレポート（pdf ファイル）は開いたり、保存することができます。 

 

SDoC は、製品とその関連した材質宣言が法律に従うことを保証している文書で、製品に含んでいる化学物質に関

する情報の管理とコントロールに適応します。そして製品と材質宣言に対し誰が担当しているのも表示します。 

船の上に乗っかる製品に限って SDoC は有効です。国際海事機構（IMO）内のワーキンググループが、船リサイクル

のためのガイドラインについての SDoC の草案の内容とフォーマットを発表しました。 

以下の必要条件は、SDoC で満たされます： 

• 一致の宣言の独特な識別。 

• 発行人の名前と連絡先。  

• 一致の宣言の対象の識別（例： 名称, タイプ, モデル番号, ほかに関連する補足情報）。 

• 一致の声明. 

• 標準規格の完全かつ明確なリストやその他の指定された要件など（もしあれば、選択されたオプションも含まれ

ています。 

• 一致の宣言が発行された日付と場所。  

• サインイン（またはサインインに相当する有効な認証）発行人に代わって行動する許可された人の名前と機能。  

SDoC の標準なフォーマットは下記にご参考ください。 
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SDoC のサンプル 
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SDoC と材質宣言レポートの関連性は、下記のように同じ SDoC ID 番号を使用していることです: 
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紛争鉱物申告マネージャー 

ビューの変更 

前述したように、CDX のメニュービューは個人的なニーズに応

じて変更することができます。CMD のみを使用する場合は、

"CMD ビュー "を設定する必要があります。ビューを変更するに

は、システム管理メニューまたはツールバーの設定ボタン

(  )を使用します。 

選択したビュー(MDS または CMD)によって、メニュー項目が異なります。利用できないメニュー項目はうすい状態

で表示されます。 

どのビューを選択したかにかかわらず、非アクティブビューのすべてのメニュー項目は、"…詳細"ボタンから常に

利用可能です。 

ここでは、CMD ビューの各メニュー項目について説明します。 

CMDメニュー / ツールバー ボタン 

これらの機能は、CMD メニュー項目の下で利用できます。 

新規作成 

CMD > 新規作成メニュー項目またはツールバーのボタンを使用することができます。

ボタンをクリックすると、メニュー内の CMD > 新規作成オプションと同じ動作を

するメニューが表示されます。 

 

メニュー  内容 

 

紛争鉱物申告 CMD(紛争鉱物申告)を新規作成し表示 

CMD リクエスト CMD リクエストを新規作成し表示 

製錬所 製錬所を新規作成し表示 

 

保存 

保存は、CMD > 保存メニュー項目からアクセスするか、ツールバーの ボタンを使用して行うことができます。

このボタンは、作業中のページが保存できないと表示されません。現在開いているデータを保存します。CMD、リ

クエスト、製錬所などの項目の保存に使用します。 

 

インポート  

インポートの各項目の機能は以下の通りです。  

メニュー  内容 

 

CMD バルクリクエスト

のインポート  

「CMD リクエスト」で作業しているときにのみ使用で

きます - 新規作成時、または CMD リクエスト送信済

み一覧にいるときに使用できます。記入済みの MS 

Excel テンプレートを CDX にインポートして、CMD リ

クエストを複数のサプライヤーに同時に一括送信する

ことができます。 

RMI CMRT のインポー

ト 

この機能は、RMI CMRT ファイルをインポートします。 

…詳細 MDS ビューで利用可能なメニュー項目を表示します。 
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エクスポート  

エクスポートの各項目の機能は以下の通りです。 

メニュー  内容 

 

RMI CMRT のエクスポ

ート 
CMD の表示または編集時にのみ使用できます。 

有効な CMD マネージャーライセンスが必要です。CMD 

を RMI CMRT MS Excel ファイルにエクスポートしま

す。 

…詳細 MDS ビューで利用可能なメニュー項目を表示します。 

 

確認 

この機能は、CMD の表示または編集時にのみ使用できます。CMD のチェックを実行し、見つかったすべての問題を

レポートします。チェック機能は、ツールバーの ボタンを使用して実行することもできます。 

 

社内送信 

CMD を編集する際にのみ使用できます。自社内で使用するために CMD を確定します。 

 

承認 

この機能は、受信した CMD のうち、まだ承認、拒否、キャンセルされていないものを表示する場合にのみ使用で

きます。承認/拒否ボタンが表示されるので、CMD を承認することができます。 

 

拒否 

この機能は、受信した CMD のうち、まだ承認、拒否、キャンセルされていないものを表示する場合にのみ使用で

きます。承認/拒否ボタンが表示されるので、CMD を拒否することができます。 

 

ログオフ 

CDX からログオフし、ログイン/ニュースページを開きます。また、ウィンドウ右上の ボタンでログオフするこ

ともできます。 

機能メニュー / ボタン 

機能メニューでは、CDX で使用できる機能のリストを見ることができます。ほとんどの機能はツールバーにもボタ

ンがあります。これらの機能の詳細は次の表で説明しています。 

メニュー  内容 ツールバー 

ボタン 

 
 

CMD 検索 CMD の検索画面を表示  

CMD テンプレート検

索 

CMD テンプレートの検索画面を表示  

CMD 製錬所検索 CMD 製錬所の検索画面を表示  

受信済み一覧 受信した紛争鉱物申告と CMDリクエストの検索画面を

表示 
 

送信済み一覧 送信した紛争鉱物申告と CMDリクエストの検索画面を

表示 
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CMD 品質レポート CMD 品質レポートの画面を表示 
 

 

 
不足分レポート 不足分レポートの画面を表示 

 
 
 
 

検索結果画面からのショートカット 
上記のすべてのボタンやメニュー項目に加えて、検索結果画面で CMD をハイ

ライトして右クリックすると、CMD 検索で生成された横のメニューなど、よ

く使う機能のショートカットが利用できるようになります。 
また、メニューをクリックしてコンテキストメニューを開くこともできます。 
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CMD の新規作成 
この機能で最初に行う事は、CMD（Conflict Minerals Declaration）を作成することです。既存のデータを自社の

構成に参照してデータを作成する場合も、はじめに、自社から顧客へ送信するための構成を作成する必要がありま

す。 

CMD とは何か? 

一般的に、CMD とは紛争鉱物（現時点ではタンタル（Ta）、すず（Sn）、タングステン（W）、（金）（Au） = 

3TG およびその化合物）がどの製品に使用されているかを示す情報を、サプライチェーン間でやり取りするための

フォームです。 

CMD は以下の図に示すパーツで構成されていると考えることができます: 

 

これらのパーツの説明については、以降の章をご参照ください。そのほかの CMD 中の CDX の構成は、 で表され

る製錬所です。製錬所とは、原鉱から金属を精製する、またはリサイクル金属を融解して金属を製造するという事

を、どちらか一方または両方を行っている企業を指します。製錬所情報は、企業が自らを製錬所として（CDX 企業

登録プロセスに従って）CDX に登録した、製錬業者リストから確認することができます。 

新規 CMD 

ツールバーの ボタンをクリックし、Conflict Minerals Declaration を選択すると新規の CMD を作成でき

ます。次に、RMI テンプレートのどのバージョンに沿って CMD 作成するかを選択します。 

詳細 

CMD について他に知っておいて頂きたいのは、詳細ページは、各要素が親子関係で繋がっているツリー構造になっ

ているという点です。この構造には CMD の名称と、その子供の要素として製錬所情報が常に紐づいています。金属

-製錬所のアルファベット順で標準されます。サプライヤーからの CMD を追加すると、その中に含まれる製錬所情

報が重複しないようにマージされます。以下の図はそのツリー構造の例です。 
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画面の右側では以下に説明する詳細情報を確認できます: 

 

共通情報 

以下の表に、各項目の詳細を記載します: 

項目名 説明 必須かどうか 

タイプ システムで自動設定  - この CMD の種類。現時点では CMD の一種類のみ

です。 

該当なし 

テンプレートのバージョ

ン 

システムで自動設定  - ユーザーが選択した RMI テンプレートのバージョン。 該当なし 

範囲の申告 CMD の申告範囲を選択します。 必須 

範囲の説明 この CMD の申告範囲について追加の情報があれば入力します。 任意 

ID/バージョン システムで自動設定 - 最初の数字のセットは CMD の ID を表します。新しい

バージョンが作成されるたびに、この番号は変更されませんが、2 番目の番

号（/0.01）は変更されます。実際、CMD が "リリース "されると、バージョンは

整数になり、それ以上の編集ができないことを示します。 

該当なし 

ノード ID システムで自動設定 - これは、この CMD に関する情報が格納されているデ

ータベース内の実際の場所を指します。CMD の 0.01 バージョンの場合の

み、ID と同じになります。 

該当なし 

サプライヤー システムで自動設定 - 作成元の CDX 登録企業名を表示します。 該当なし 

名称 自社の基準に従って、この CMD を表す名称を入力します。初期値は変更す

る必要があります。業界によって命名に関する要求やルールがある場合があ

ります。場合によっては、自社のサプライヤーコードや DUNS ナンバーをここ

に記載するケースもあります。 

必須 

日付 

CMD がいつ作成されて、いつ更新されたのかという情報が必要になる場合があります。このセクションの情報はシ

ステムが自動的に表示します: 

 

以下の表で、各項目の意味を記載します: 

項目名 説明 

作成日 この CMD が作成された日を,、サーバーで管理している時間で表示します。（サーバーはドイツで管理
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しています） 

リリース日 この CDX がリリースされた（これ以上修正ができない状態になった）日を表示します。 

確認日  この CMD のエラーチェックが行われた日を表示します。（いつの要求事項に沿って作成されたデータ

なのかを確認する場合に便利です） 

 

金属識別 

このセクションでは、金属の使用についての質問に回答しなければなりません。以下の質問は RMI のエクセルのテ

ンプレートの質問とほぼ同じです。（選択されたテンプレートのバージョン次第です）. 

 
 
以下の７つの質問は、紛争鉱物とされている各金属の使用状況についての質問です。以下の表に説明を記載してい

ます: 

質問 回答必須かどうか? コメント入力は必

須か? 

1. Is the 3TG intentionally added or used in the product(s) or in the 

production process? If no for all metals, you are done with this survey. 

製品や製造工程で意図的に 3TG を添加したり、使用したりしています

か？全ての金属について「いいえ」の場合は、この調査を終了します。 

はい（リストされた各鉱物に

適用します。） 

任意 

2. Does any 3TG remain in the product(s)? 

製品に 3TG は残っていますか？ 

はい（リストされた各鉱物に

適用します。） 

任意 

3. Do any of the smelters in your supply chain source the 3TG from the 

covered countries? 

あなたのサプライチェーン中の製錬所から対象国の 3TG を提供してい

ますか？ 

はい（リストされた各鉱物に

適用します。） 

任意 

4. Does 100 percent of the 3TG （necessary to the functionality or 

production of your products） originate from recycled or scrap 

sources? 

3TG（あなたの製品の機能や生産に必要）の 100%は、リサイクルやスク

ラップの供給源に由来していますか？ 

はい（リストされた各鉱物に

適用します。） 

任意 

5. What percentage of relevant suppliers have provided a response to 

your supply chain survey? 

サプライチェーン調査に回答したサプライヤーのうち、関連するサプラ

イヤーの割合は何％ですか？ 

はい（リストされた各鉱物に

適用します。） 

任意 

6. Have you identified all of the smelters supplying the 3TG to your 

supply chain? 

あなたのサプライチェーンに 3TG を供給する全ての製錬所を確認した

ことがありますか？ 

はい（リストされた各鉱物に

適用します。） 

任意 
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質問 回答必須かどうか? コメント入力は必

須か? 

7. Has all applicable smelter information received by your company been 

reported in this declaration? 

あなたの会社は、この宣言に報告されて、全ての適用可能な製錬所の

情報を受信しましたか？ 

はい（リストされた各鉱物に

適用します。） 

任意 

 

コンフリクトフリーポリシー 

このセクションにある質問は、自社のコンフリクトフリーポリシーに関する質問です。以下の質問は RMI のエクセ

ルのテンプレートの質問とほぼ同じです。（選択されたテンプレートのバージョン次第です）. 

 

以下の 9 の質問は、紛争鉱物についての自社のコンフリクトフリーポリシーに関する質問です。以下の表に説明を

記載しています: 

質問 回答必須かどうか? コメント入力は

必須か? 

A. Have you established a conflict minerals sourcing policy? 

紛争鉱物の調達に対処する方針を定めていますか？ 

必須 任意 

B. Is your conflict minerals sourcing policy publicly available on your website? （

Note - If yes, the user shall specify the URL in the comment field. ） 

その方針は貴社のホームページで閲覧できますか？（注意 – はいの場合、ユー

ザーは該当 URL を備考欄に記入すること。） 

必須 任意 

C. Do you require your direct suppliers to be DRC conflict-free? 

一次サプライヤーに対して DRC コンフリクトフリーであることを要請しています

か？ 

必須 任意 

D. Do you require your direct suppliers to source the 3TG from smelters whose 

due diligence practices have been validated by an independent third party audit 

program? 

直接のサプライヤーに、独立した第三者監査プログ ラムによってデューデリジェ

ンスが検証された製錬所か ら 3TG を調達することを要求していますか？ 

必須 任意 

E. Have you implemented due diligence measures for conflict-free sourcing? 

コンフリクトフリーのデューデリジェンスの施策を実施していますか？ 

必須 任意 

F. Does your company conduct Conflict Minerals survey(s) of your relevant 

supplier(s)]? 

貴社の取引先に対して紛争鉱物調査を実施していますか。 

必須 任意 

G. Do you review due diligence information received from your suppliers against 

your company's expectations? 

貴社の期待に対し、取引先から受け取ったデューデリジェンスの情報を確認して

いますか？ 

必須 任意 
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質問 回答必須かどうか? コメント入力は

必須か? 

H. Does your review process include corrective action management? 

レビュープロセスには、是正処置の管理が含まれていますか？ 

必須 任意 

I. Is your company required to file an annual conflict minerals disclosure with the 

SEC? 

貴社は SEC に紛争鉱物の開示を毎年提出する必要がありますか？ 

必須 任意 

サプライヤーCMDs 

直接のサプライヤーからの CMD を自社データに参照する場合 （サプライヤーからの CMD はあらかじめ承認してお

かないと、自社の CMD に参照することはできません） 、サプライヤーの CMD はこの表に追加することができます: 

 

既存のサプライヤーからの CMD を追加（参照） 

この場合、 ボタンから承認済みのサプライヤーCMD 追加することができます。以下の図は CMD

の受信済み一覧から検索した画面です: 

 

サプライヤーCMD が見つかったら、選択して、 をクリックします。複数以上の CMD を添付したい場合、コ

ントロールキーやシフトキーを利用して複数行を選択し、 をクリックします。 

選択したサプライヤーCMD が、下の図のように、このセクションのサプライヤーCMD の表と右側のツリーに追加さ

れていることを確認してください。 

 
 
以下の表に、詳細情報を記載します:  

項目名 説明 

名称 サプライヤーCMD の名称 
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企業名 サプライヤーの企業名 

ID / バージョン サプライヤーCMD の ID とバージョン 

ノード ID サプライヤーCMD のノード ID 

リリース日 サプライヤーCMD のリリース日 

テンプレートバージョン サプライヤーの CMD テンプレートバージョン 

 

一方、自社 CMD にサプライヤーCMD を添付する際には、サプライヤーCMD からの情報は自動的に自社 CMD 内に取り

込まれることになります。：利用できる補足情報と共に、全ての製錬業者が自社の CMD 構造に追加されることにな

ります。バージョン 3 かそれより新しいサプライヤーCMD では、“金属識別”に関して与えられた殆どの回答と

“コンフリクトフリーポリシー”の質問は集計され、それぞれの項目に埋められます。所有している情報を特に追

加することなく、CMD には製錬業者といくつかの質問への回答が埋められることになります： 

 

1 つ以上のサプライヤーCMD が取り込まれた場合には、全てのサプライヤーCMD の多数側から回答が算出されるこ

とになります。自社 CMD 内で手動で質問が回答された場合は、ロールアッププロセスが異なる回答返して メーカ

ー（*）はユーザーに異なった値を示すことになります。自社の CMD に手作業で回答された場合、ロールアッププ

ロセスが違う回答の箇所に（*）が表示されます。集計された回答が表示され、CMD 内でこれらの回答を使用する

ために選択することができ、または必要時には手動で値を変更することができます。  

注意：: 内容によっては全ての回答が集計されるわけではなく、自動的に埋められるものでもありません。与え

られた全ての必要な回答を確認するためと、集計された回答に同意できるような内容確認のために、全ての回答に

はレビューが必要になります。 

CMD ツリー構造の上部にある、統計ボタンを使用してユーザーは全サプライヤーの回答の概要を確認することがで

きます。CMD の質問 1-7 と A-J までの回答を集計したサマリーテーブルを別画面で見ることができます。それぞれ

の質問に対して、集計結果に入るいくつかのサプライヤーによって与えられた回答が表示されます。  

ボタンを使うことで全ての集計された結果が CMD の詳細画面の回答欄にコピーされます。このテーブルはまた MS 

Excel ファイルにエクスポートすることができます。 
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サプライヤー CMD ロールアッププロセスの詳細については、「CMD のインポート/エクスポート」の章を参照して

ください。 

プロダクトリスト 

「製品（または製品のリスト）」として申告範囲を定義したら、この宣言が適用される製品を入力する必要があり

ます。ここでアイコン を使用し、いくつかの単一の製品を入力することができます。 

または、製品番号、製品名およびコメントなどが入った CSV 形式の txt ファイルをアップロードすることもできま

す。 

 

添付ファイル 

ここでは、以下のフォーマットで追加情報（例：規格、方針、特別な指示）を紛争鉱物申告に添付することができ

ます：pdf, xls, xlsx, doc, docx 
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詳細の追加  

基本情報が追加されと、次に詳細を追加する必要があります。左上を確認すると、CMS に既存の製錬所を追加する

（ ）、または製錬所候補をその場で追加する（ ）ためのアイコンがあります。 

製錬所の追加 

あなたの CMD で既存の製錬所を使用するには、CMD ツリーの最上位ノード上で、 をクリックしてください。そ

うすると、別のウィンドウが現れ、そこで特定の製錬所を検索し、 ボタンをクリックすることで、自分

CMD に適用できるようします。  

ここでは、既存の製錬所 を追加するつもりです。私たちは、金（Au）-Smelter で検索しました： 

 
該当するゴールド（Au）の製錬所が見つかったら、選択して、 をクリックします。（複数行を選択するこ

とが可能です。） 

The same process works for these three types of smelters: 「RMI で指定されているコンフリクトフリー製錬

所」「RMI テンプレートで定義されているスタンダードの製錬所」「CDX に登録された製錬業者の企業」 

CMD に選択した製錬所が追加され、左側のツリーでも以下の図のように表示されていることを確認します: 

 
 
現在、以下 5 種類の異なる製錬所が CDX に存在しています: 

 RMI で指定されているコンフリクトフリー製錬所 

 RMI CMRT で定義されている標準の製錬所  

 CDX に登録された製錬業者の企業 

 ユーザーが CDX に登録した製錬所候補 

 実際には製錬設備に含まれていない、卸業者やサプライヤーなどの無効な製錬業者 
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製錬所の補足入力 

CMD ツリー構造で製錬所をクリックすると、右側の領域が変わり、選択した製錬所の詳細が表示されます。ここで

は、選択した製錬所の補足入力を確認したり、追加したりすることができます。有効な CMD Manager ライセンス

を使用すると、既存の補足入力を MS Excel にエクスポートすることもできます。

 
 

CMD製錬所候補を追加する 

まれに、製錬所（候補）を新しく定義して CDX に登録しなければなりません。自社でのみ使用する場合は、自社は

それらの製錬所（候補）に関する情報を全て自社の責任で管理することができます。 

その場で自社 CMD に新しい製錬所候補を追加するには、CMD のツリーのトップノードにカーソルを移動させ、

というアイコンをクリックします。別画面で「製錬所候補を作成 」という画面が開き、プロセスに従って製錬所

を追加できます。 

 

以下の 3 ステップに沿って新しい製錬所候補を定義します。設定プロセスでは、「前へ」「次へ」ボタンを使っ

て前後ページを移動することができます。 

ステップ 1: 製錬所の企業名を入力します。既存の施設を入力しようとした場合は、ドロップダウンリストから製

錬所を選択できるようになっています。続けるには下の「次へ」ボタンをクリックします。 

ステップ 2: 新しい施設名と所在地を入力します。または既存の製錬所をステップ 1 で選択していた場合は、表示

される情報を確認します。 
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施設情報に関して、少なくとも入力必須項目をできるだけ正確かつ完全に入力したら、「次へ」ボタンをクリック

して次に進みます。 

 

ステップ 3: 材料情報です。この製錬所で精製されている金属、および鉱物源を選択します。「追加」ボタンをク

リックすると、設定された金属が画面下部の表に追加され、画面上部の設定画面がクリアになり、次の情報を入力

できるようになります。鉱物源の情報は、1 つの施設情報にいくつでも入力することができます。 

以下に例を示します。私たちは私たちの製錬所のために金の二つの異なる用途を定義しています。それぞれのソー

スは違う場所の鉱山からです。 
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製錬所候補の情報を保存し、自社 CMD に追加するためには、 ボタンをクリックします（ボタンはこの 3 ス

テップの入力必須項目を全て入力し、鉱物源が表に追加されている場合のみ有効です）。 

このプロセスが終了すると、この画面が閉じて新しい製錬所候補が CMD に追加されます。 

 

 製錬所候補を決めたら、既存の製錬所と同じように、自社の CMD に再利用することができます。唯一の違いは、

製錬所候補は自社の CMD でしか使用できないという点です。 

製錬所候補は、製錬所の検索画面の製錬所タイプで「Alleged」（製錬所候補）というタイプを選択すると使用で

きます。 

CMD 詳細での製錬所の概要 

あなたの CMD ツリー構造に含まれた製錬所の概要を取得するには （統計）ボタンを使用して、あなたが使用さ

れている全ての製錬所（製錬所統計）に関するグラフィカルな情報が、別の画面で表示されます。 

• 製錬所タイプ 

• 製錬所の国 

• 製錬所金属 

I 複数以上のサプライヤーの CMD があなたの CMD に含 

まれる場合は、この画面はまた、 

別のタブで「サプライヤー応答統計と集計値」を提供します。 
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サプライヤーデータ画面  

この画面では、CDX 以外の方法で、CMD に関する質問をしたい場合の連絡先情報を顧客に知らせることができま

す。初期状態では、自社の最初のコンタクト情報が自動的に選択されています。 

サプライヤーデータ画面の例は以下の通りです: 

 

CMD コンタクトおよび CMD 回答責任者情報は編集できません。すべての情報は、企業のユーザー リストの情報か

ら取得されます。CMD コンタクトの情報が不足していたり、不正確な場合は、カンパニーアドミニストレーターが

ユーザー管理画面で修正する必要があります。CMD 回答責任者情報は、ユーザーの「個人設定」に依存します。 

ドロップダウンリストから適切な連絡先を選択します。CDX システムは、あなたの企業のコンタクトリストに移動

し、コンタクトリストに保存されている E-mail、電話、Fax 情報を表示します。正しいコンタクトデータがこのペ

ージにあることを確認すると、送信先情報画面に移ることができます。 

送信先情報画面  

送信先とは、CDX に登録されている企業で、この CMD を送信する企業を指します。自社企業は送信先に指定できま

せん。また送信先企業に複数の組織が登録されていた場合、1 つの CMD（ある ID/バージョンの CMD）に対しては、

1 つの組織しか送信先に指定できません。 

以下の表では、送信先情報画面のアイコンを説明します:  

アイコン 操作 説明 

 
送信先の追加 このボタンをクリックすると、企業検索画面が開いて送信先を検索できます。この画面で検索

できるのは、CDX に登録されている企業のみです。 

 
送信先の削除 送信先を選択してこのボタンをクリックすると、送信先から削除することができます。ただし、

このボタンがグレーアウトされていない場合に限ります。 

 
全送信 まだこの CMD が送信されていない企業が、少なくとも一社以上この送信先のリストに追加さ

れていると、このボタンが有効（グレーアウトではない状態）になります。このボタンをクリック

すると、この CMD が全送信されます（社内送信された時と同様、送信先の追加以外は、これ

以上この CMD に変更を加えられない状態で送信される）。 

送信先の追加  

この画面で送信先の追加ボタンをクリックすると、CDX 登録企業を検索する画面が現れます。送信先の企業を検索

して、 ボタンをクリックすると、送信先情報画面にその企業が追加されます。 
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送信先リストには、現在のステータスを表すアイコンがついており、承認済み CMD は緑、拒否された CMD は赤、そ

の他（未開封、開封など）は黄色、といったように、信号機のような表示になっています。 

加えて、新しい送信先をリストに追加すると、他の送信先と同じように前述の記号が各送信先の横に表示されま

す。 

以下の右側のように送信先の具体的な詳細情報が見られます： 

 

追加された送信先に対して、1 つまたは複数の企業サプライヤーコードを追加( )するか、サプライヤーコードを

選択せずに( )を 1 回クリックしてすべてのサプライヤーコードを削除することができます。その際、この送信

先のすべての「企業サプライヤーコード」コードを削除することを確認するメッセージが表示されます。これは、

貴社のクライアントがシステムで貴社の情報を追跡する方法です。時には DUNS番号が使用されることもあります

し、特別なコーディングシステムを持っていることもあります。あなたが新しい送信先を追加するとき、その人は

すでに貴社の企業情報でサプライヤーコードを定義しています(システム管理 > 企業の章で説明されているよう

に）、事前に定義されたコードは「管理サプライヤーコード」としてロードされ、編集することはできません。 

あなたが選択した送信先の合意された通信に従って、サプライヤーコード（DUNS 番号からシステムが生成した番

号）と CMD 名称を変更することができます。また、サプライヤーにそれらのデータシートの紛争鉱物を申告するた

めに CMD をデータシートに割り当てることができます。あなたは有効な部分/アイテム番号の txt ファイルを作成

しブラウザでアップロードするか、または、  有効な部分/アイテム番号を追加したり、割り当てたいデータシ

ートを で検索したりします。既に選択された送信先に承認されたデータシートのみここで割り当てることが有

効です。  

検索ボタン をクリックし、データシートの送信ボックスで承認したデータシートを検索し、選択した送信先企

業に送信することができます。この画面では、ステータスまたは送信先の会社を変更することはできません: 

 

割り当てたいデータシートを選択（コントロール/シフトキーで複数選択）し、 をクリックします。全ての

結果を割り当てたいには、 をクリックしてください。 
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リクエスト 

「送信先の追加」ボタンの他に、「CMDリクエストの割り当て」ボタンがあります。それをクリックす

ると、リクエスト検索が開かれ、ユーザーは現在の CMD に 1つ以上のリクエストを選択することができ

ます。CMDリクエスト検索ダイアログが開き、以下の検索条件が現在の CMDからコピーされます。それ

らは読み取り専用です： 申告範囲、リクエスト送信先、ステータス（"受信済み"）、テンプレート バ

ージョン。CMD 送信先は検索結果から除外されることに注意してください。 

送信先情報タブで選択した送信先がリクエストに関連付けられている場合、CMDリクエストタブがアク

ティブになります。リクエストタブはそれに応じてリクエストの詳細を更新します。さらに、送信先情

報タブの詳細セクションの最後に短いリクエストの要約が追加されます。「リクエストの詳細を表示す

る」ボタンをクリックすると、CMD リクエストタブに切り替わります。 

 

選択した送信先がリクエストに関連付けられていない場合、CMDリクエストタブは非アクティブになり

ます。 

リクエストの詳細については、リクエストの章を参照してください。 

エラーチェックプロシージャ 

現在、CMD のチェック手順は、前の提案に必須です。チェック手順を開始するには、ツールバーまたは MDS メニュ

ーのチェック機能から を使用してください。 

また、CMD ツリー構造の上にある ボタンを使用して、事前定義されたルールによる CMD 品質レポートを実行す

ることができます。 

エラーチェック結果の表示  

エラーチェックの結果は"エラー"と"情報"の 2 種類で表されます。"エラー"の場合は CMD の全送信は行えず、"情

報"の場合は無視して全送信することができます。ただし”情報”は、ツリーの中の特定の入力値が疑わしかった

り、その状況でデータが適切かどうか、更なる調査を必要としていることを示しているため、完全に無視されるべ

きではありません。 

確認結果で何も検出されなければ、その旨を知らせるメッセージが表示されます。 
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エラーチェックが結果を返すと、その結果はエラーチェックの結果表に表示されます。有効な CMD マネージャー

ライセンスがあると、表の上部にあるエクスポートボタンで、エラーチェック結果を MS Excel ファイルにエクス

ポートすることができます。 

 

詳細タブでは、エラーチェックで問題があった全てのノードについて、エラー（ ）と情報（ ）のアイコンが

表示されます。また右側の項目についての問題であった場合も、その項目の横にアイコンが表示されます。 

エラーチェックの結果の表で、該当する行をダブルクリックもしくは右クリック>「表示」を選択すると、該当す

るツリーの箇所に自動的にジャンプします。ノードの詳細情報がグループ化されて折りたたまれている場合は、自

動的に広げて表示させます。 

エラーチェックを実施すると、エラーチェックの結果の表では一番上の行が選択された状態になりますが、そのほ

かの全てのエラー/情報も表示され、アイコンがついています。以下の表では、エラーチェックの結果の表の項目

を説明します: 

項目 説明 

タイプ 結果のタイプです。"エラー"または"情報"のいずれかで、アイコンで表示されます。 

タブ 該当箇所がどのタブにあるのかを示しています。詳細、サプライヤーデータ、送信先情報のいずれか

になります。 

ノード/送信先 該当箇所が詳細タブまたはサプライヤーデータのタブの場合、該当するノードの名称、およびそれに

該当するアイコンが表示されます。送信先情報タブの場合は、該当する送信先企業の名前が表示され

ます。 

メッセージ 検出されたエラーまたは情報について、何が問題なのかを示すメッセージです。ほとんどのメッセージ

には変数（パラメーター）が含まれています。このメッセージは多言語対応のため、ログイン中の言語

で表示されます。 
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CMD の全送信 

CMD の全送信を行わないと、顧客はあなたが作成した CMD の内容を見ることはできません。以下の図は、全送信の

処理の流れを説明しています: 
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CMD 品質レポート 
所有する CMD や同様に取引先のデータの品質を向上させるため、CMD 品質レポート機能を使用することができま

す。“機能”にある“Conflict Minerals Manager”メニューを通してそれは使用でき、それは二つの部分に分か

れています。先ず先の部分でどの CMD をレポートに含めるかを選択することができます。ユーザーはこれを典型的

な検索条件（CMD 名や、CMD ID、テンプレートバージョン等）を使用することで指定することができます。加えて

それらの状態を指定することで検討する CMD を決定することができます： 

• 全サプライヤーCMD (状態：未開封, 開封, 承認済み, 拒否, 送信者による取り消し)のレポート、加えて/また

は 

• 送信先に既に送信した全ての自社 CMD(状態：未開封, 開封, 承認済み, 拒否, 送信者による取り消し)のレポー

ト、加えて/または 

• 全ての自社 CMD(状態：編集モード/社内送信済み)のレポート 
 

 

品質レポートの二つ目の部分で、最初の部分の全ての結果 CMD に対して品質プロファイルが実施されます。ユーザ

ーは、自社で作成されたプロファイルのように、事前に決めておいた品質プロファイルを使用することができま

す。これにより、どのチェックによってエラー、警告、情報あるいはこれらの組み合わせが引き起こされるかフィ

ルターすることができます。 

またユーザーは、含まれていたり、除外されていたりする異なる製錬業者のタイプのように CMD の内容を通して検

索をすることができます： 

 

チェック結果（エラー等の）と一緒にスコアとパーセント値がおのおのの CMD の結果に対して決定され、結果テー

ブル中に表示されます。このスコアは品質プロファイルに含まれているチェックをどの位この CMD はパスしたのか

を示すものです。 

 

データ品質を改善するために、結果テーブルの上部にある“統計”ボタンを使用して、ユーザーはテーブル中の全

ての自社 CMD と全てのサプライヤーCMD の統計グラフを見たり、印刷したりすることができます。  
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ある CMD の品質レポートから詳細の情報を見るためには、結果テーブルの適切な CMD をダブルクリックしてみてく

ださい。画面下部の品質レポートチェック結果で CMD 詳細画面を見ることができます： 

 

CMD 構成の上部にある ボタンを使うことで CMD 品質レポートを実行することもできます。どの品質プロファイ

ルを使用するかの選択をすると、上部に CMD 構成と詳細情報と下部には品質チェック結果を表示した画面が現れま

す。 

CMD チェック結果には以下の情報が含まれます：プロファイル名、プロファイル ID、プロファイル説明。表示され

ているプロファイル名をダブルクリックすると、選択したプロファイルに関する詳細情報を別画面で表示されま

す。そして、プロファイル総スコア、結果スコア、パーセント（％）による結果スコアを見ることができます。ど

のチェックルールも、ルール違反やその程度によりスコアが算出されています。プロファイルに含まれるチェック

の合計スコアが、プロファイル総スコアとなります。結果スコアは合格したチェックの合計です– パーセンテージ

は、その CMD がその品質プロファイルに含まれているチェックにどの程度合格したのかを表しています。  
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結果テーブルには全ての違反内容がリストされています、それは CMD 詳細に対応したシンボルによって表示されて

います： 

項目名 説明 

違反レベル システムの違反レベル。. 違反の結果：重大なエラー 、エラー、警告、情報。 

カンパニーアドミニストレーターにより、企業ルールは変更することができます。 

タブ 情報や違反の内容を見ることができます。 

ノード / 送信先  その CMD の名称。 

ルール名 チェックされた CMD に適用されたルールについての説明。 

ルールタイプ 条件タイプに関する詳細：  

要求されている：質問は回答されなければなりません。 

選択肢は既定のテキストと一致：条件付での要求：その項目は他の質問へ回答する上で条件付で要求

されています。 

条件付での不許可： その項目は他の質問へ回答する上で許可されていません。 

ルールグループ 違反が見つかった CMD（例：申告ページパート A、B、C と製錬業者リストページ等）の部分を表示しま

す。 

重大さ システム側の違反の重大さは 1（低）から 9（高）まであります。 

カンパニーアドミニストレーターにより、このルールは変更することができます。 

違反テキスト ルールに反した際にメッセージを返します。 

 

有効な CMD マネージャーライセンスがあると、表の上部にあるエクスポートボタンで、エラーチェック結果を MS 

Excel ファイルにエクスポートすることができます。 

http://www.cdxsystem.com


 
 
 

 126  CDX User Manual – Version 7.6 / November 2021 
 

CMD のインポートとエクスポート 
CDX バージョン 3 以降、完成した RMI CMR テンプレート(Excel ワークブック)を CDX にインポートしたり、既存

の CDX CMD を RMI CMR テンプレート(Excel ワークブック)にエクスポートして、後で使用したり共有したりする

ことができます。CMD を RMI CMRT ファイルにエクスポートしたり、サプライヤーの CMRT をインポートしたりす

るには、有効な CMD マネージャーライセンスが必要です。 

CMD のインポート  

「機能」メニューの CMD 検索画面で、右下にある ボタンを使用します。 

インポートボタンをクリックすると、ファイル選択のダイアログが表示され、入力済みの RMI の紛争鉱物申告テン

プレートの Excel シートを選択します。 

 

現時点では、Microsoft Excel の拡張子が.xls や.xlsx のファイルのみを CDX にインポートできます。Excel 以外

のフォーマットを選択すると、正しいフォーマットを選択するようダイアログが表示されます。 

 

テンプレートファイルを選択し、「開く」をクリックします。続くダイアログで OK ボタンを選択すると、選択し

た RMI CMR テンプレート Excel ワークブックが CDX にインポートされます。インポート処理中に、以前のバージョ

ンが存在する場合、CDX はバックグラウンドでチェックします。CMD 情報（ファイル名、会社名、申告範囲...）

と、自分の CMD の場合は、以前のバージョンの可能性がある既存の CMD（CMD候補）がすべて表示されます。あ

なた自身の CMRT を新しい CMD としてインポートするか、既存の CMD の新しいバージョンとしてインポートするか

を選択することができます。インポートする CMD の上位バージョンが利用可能な場合は、これらも表示されます

が、下位バージョンしか使用できないため、バージョニングの候補としては表示されません。 

旧バージョンを参照してインポートした後は、旧バージョンと同じ ID が使用されますが、バージョン番号が高く

なります。 
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このステップでは、インポートした CMRT と、会社が所有する他の CMD との関係を追跡することができます。サ

プライヤーCMRT については、「新しい CMD としてインポート」することしかできません。 

 
 

テンプレートの内容から新しい CDX CMD が作成され、新しく作成された CMD の詳細ビューが表示されます。 

RMI CMR テンプレートには、ユーザー自身の会社の情報、またはユーザーの会社のサプライヤーである別の会社の

情報が含まれている場合があります。インポートされた CMD は、テンプレート内の会社名がユーザーの会社名と完

全に一致している場合は、ユーザーの会社の CMD として扱われます。現在、企業固有識別子として DUNS 番号が使

用されています。そうでない場合、インポートされた CMD は、サプライヤーからのサードパーティ CMD として扱わ

れ、それを承認することなく使用することはできません。このステップでは、CMD マネージャーライセンスが必要

です。 

プロセスの観点からは、サプライヤーCMD のインポートでは、サプライヤー CMD がインポートされたことをユー

ザーに通知するための追加ダイアログが表示されることを除けば、これら 2 つの状況に違いはありません。 

 

 

CMD インポート時にテンプレートの内容に対して検証チェックが行われます。いくつかのエラーにより CMD インポ

ートができないことがあります。その時には、インポートが実施される前に xls テンプレート内で修正しなければ

ならないエラーが表示されます。  
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その他の警告とエラー（インポートに妨げにならないような）も同じ画面に表示されます。ただし、OK ボタンで

確認することで、そのテンプレートはインポートされます。 

検出された全てのエラー/警告は、CMD の詳細画面の下部にある、エラーチェックの結果に表示されます。エラー

が 1 つもない場合は、エラーチェックに合格した旨のメッセージが表示されます。 

 

初期状態では、CMD テンプレートファイルの名称には新たな CMD の名称が使用されます。取引先から受け取りイン

ポートされた CMD テンプレートは送信先情報のみが編集可能です。オリジナルの CMD テンプレートと CDX CMD との

間での内容の不備を避けるために、他の項目は閲覧のみとなります。   

テンプレートからインポートされた CMD については、テンプレートの名称のみ編集できます。インポート後の CMD
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の名称には、初期値としてインポートされたテンプレートのファイル名が設定されます。オリジナルの CMD テンプ

レートと、インポート後の CDX の CMD の間の矛盾を防ぐため、そのほかの項目は全て編集不可になっています。 

インポートした CMD テンプレートは、顧客に送信したり、コピーして編集可能な新しい CMD として利用したり、自

社の CMD に、サプライヤーロールアップ（後述）を行って参照することができます。 

CMD テンプレートをインポートしたり、その他の方法で CDX に CMD を作成したりしたら、必ず保存することを忘れ

ないようにしてください。 

サプライヤーCMD ロールアップ 

テンプレートからインポートしたサプライヤーCMD を、自社 CMD に参照するため、更に作業が必

要となります。 

サプライヤーCMD をインポートした後、ユーザーはインポート CMD を”承認”しなければなりません。まず、ツー

ルバーやドロップダウンメニュー“機能”>受信ボックスの中の”Conflict Minerals Declaration”を開きます。 

この画面で、例えばテンプレートからインポートされたのみという項目で「はい」を指定したり （初期値は「い

いえ」です）、ステータスという項目で開封を選択したりするなど、検索条件を指定して結果を絞り込みます。

もし CMD テンプレートのバージョンが分かっていれば、テンプレートのバージョンの項目のドロップダウンリス

トから選択することもできます。 

 

注意: インポートされたサプライヤーCMD のステータスは、最初から開封となっています。これは自社のユーザー

の誰かが一度その CMD を開封したことを意味しています。 

検索結果で CMD をダブルクリックすると、その CMD の詳細画面が表示されます。CMD の内容を確認し内容が有効で

あれば、MDS メニューの をクリックしてサプライヤーCMD を承認してください。 

 

サプライヤーCMD を参照する際は、最初に"自社"CMDを編集状態で開くか、新規作成します。そして、詳細画面の

右側のサプライヤーCMD を開いて参照してください。 
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 次に、承認した CMD を検索するため検索ボタンをクリックします。すると、承認済みのサプライヤーCMD の検索

画面が開き、そこから直接取引のあるサプライヤーの特定の CMD を検索することができます。自社 CMD に参照した

い、承認済みのサプライヤーCMD を選択し、 ボタンをクリックします。 

 

注意：一度に複数の CMD を選択する場合は、shift または ctrl ボタンを押したまま選択してください。そして、

をクリックしてください。  ボタンを使用することで CMD の結果テーブルに含まれる全ての

CMD を選択することができます。 

 

 や ボタンをクリックすると、ロールアップのプロセスが実行され、サプライヤーCMD が自社

CMD に追加されます。また、製錬所のロールアップも同時に行われます。処理が完了すると、サプライヤーCMD と

自社 CMD に含まれる全ての製錬所がマージされます。さらに、自社と承認済みのサプライヤーCMD に使用されてい

る製錬所が結合されたリストが、自社 CMD のツリーの最上位ノードの下に表示されます。特定のタイプごとの各製

錬所情報は、1 回ずつしか表示されません。ただし、タイプが異なる場合（例えば既知の製錬所と申請された製錬

所など）は複数回表示されます。 
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自社 CMD の中でサプライヤーCMD の詳細を確認するには、サプライヤーCMD の欄の中で、該当する CMD をダブルク

リックするか View ボタンを使用してください。選択したサプライヤーCMD の詳細画面が、別画面で開きます。 

 

サプライヤーCMD の詳細画面の右下にある前へまたは次へボタンをクリックすると、ロールアップされた前後の

CMD の詳細を表示させることができます。 

注意:サプライチェーンの情報を守るため、サプライヤーCMD（他社の CMD）の中のサプライヤーCMD の欄は閲覧す

ることはできないようになっています。 

自社 CMD に含まれるバージョン 3 からそれより新しいバージョンの CDX では、サプライヤーCMD は“金属識別”と

“コンフリクトフリーポリシー”に関する質問に対する殆どの回答が取りまとめられ、関連する項目が自動的に埋

められることになります。集計された回答は表示され、自社の CMD 内でこれらの回答を使用したり、必要であれば

手動でその値を変更したりすることも可能です。サプライヤーCMD からの回答の集計と利用できる統計情報は、新

規 CMD > サプライヤーCMD の章に記載されています。 

自社 CMD からサプライヤーCMD と製錬所を取り除くために、サプライヤーCMD セクションでサプライヤーCMD を選

択し、 をクリックしてください。デザイン上、選択された１レコードのみが削除可能となります。作成した自

社 CMD にある削除済のサプライヤーCMD の全ての製錬所を残したいのであれば、それを前もって決めておかなけれ

ばなりません。 

ある製錬所が CMD のロールアップ中に一度以上定義されたら、その製錬所を含むサプライヤーCMD はそれ以降削除

されます。ただし、その製錬所を含む全ての CMD が取り除かれるまで、ロールアップ CMD にはその製錬所は残るこ

とになります。 

CMD のエクスポート 

この機能には、有効な CMD マネージャーライセンスが必要です。カンパニーアドミニストレーターは、システム管

http://www.cdxsystem.com


 
 
 

 132  CDX User Manual – Version 7.6 / November 2021 
 

理 > CDX ライセンスメニューでこのようなライセンスを注文することができます。CMD をエクスポートするに

は、CMD 詳細ビューを表示し、CMD ツリーのトップ ノードの上の ボタンをクリックします。 

CMD のインポートプロセスのように、その CMD の内容に対して、検証のエラーチェックがエクスポート処理中にバ

ックグラウンドで行われます。検出された全てのエラーは、CMD の詳細画面の下部にある、エラーチェックの結果

に表示され、修正するため、エクスポートの処理が中断します。それ以外の場合は、CMD テンプレートの Excel フ

ァイルのエクスポートの準備が整い、CMD が作成されてダウンロードができるようになります。

 

もしその CMD にエラーがないようであれば上部のようなメッセージが現れ、“Yes”をクリックすると処理が進め

られ、そして以下のような追加のメッセージ画面が現れることになります。この画面では Excel ファイル中の製錬

所の重複を避けるようなデータエクスポートの種類を選択することができます： 

 

選択肢としては： 

• 全てをエクスポート – 全てのエクスポート可能なデータが対象となります。対象の CMD に異なる補足情報（例

えば連絡先や、住所等）を持つ製錬所が含まれる場合には、CMRT“製錬所”リストタブの別々の行に重複して出

力されることになります。 

• 重複データを隠す –全てのエクスポート可能なデータが対象となりますが、MS Excel CMRT 内では重複する製錬

所行は“隠される”ことになります。“全てをエクスポート”を選択した時のみ、このオプションは選択でき、

重複行なしに CMRT 内で全ての製錬所を解かりやすい見ることができます。全てのエクスポート情報を見るに

は、MS Excel 内で見えないデータを“隠さなく”することができます。 

• 単一データのみエクスポート – 製錬所は一度のみエクスポートされます。重複データは許されません。基本的

な情報（CFSI で定義された）のみが MS Excel CMRT にエクスポートされ、他の情報は無視されます。 

 

これらのエクスポートオプションは CMRT バージョン 4.X とそれ以降に対応しています。それ以前のバージョンで

は、“全てをエクスポート”のみとなります。 

OK をクリックすると、その CMD は CMD テンプレート Excel ファイル用に変換され、生成された CMD は開かれ、保

存されることができるようになります。 
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CMD リクエスト 
これはデータシートリクエスト機能に似ており、CMD リクエストを取引先に送ることができるものです。そしてこ

れは CDX に登録してある企業だけでなく、まだ登録されていない企業へ送ることも可能です。ただしその場合に

は、これを使用する前に、CDX システムの外でその取引先と作業を行い、リクエストのコミュニケーションのため

に CDX を使用するという合意を取る必要があります。ユーザーはどの企業にリクエストを送るかの詳細について掌

握しておく必要があります。  

リクエストの内容 

リクエストにより何の CMD を入力依頼元がリクエストしているのかを知ることができます。 

リクエストには以下が含まれています： 

• 必須 CMD 属性のセット（基本部分と送信先情報） 

• リクエストに固有な、管理データ 

 

リクエストには、入力依頼元は何のデータを期待しているかが記載されています。入力期限と部品番号(製品レベ

ルで CMD をリクエストする場合)は共に必須項目となります。他の情報は必須ではありません。 

リクエストを作成する際に、属性にガイダンス情報を入力するのは、やめてください。CMD データ項目に埋め込ま

れたリクエストの値は、上書きすることはできません。その値が空の時には、CMD サプライヤーは自身の値を書き

込むこともできます。 

管理データ  

管理データはそのリクエストに直接参照されています。これは、以下のように企業内でそのリクエストを管理する

ために入力依頼元(CMD の送信先)が使用するデータになります： 

• グループリクエストに使用されるプロジェクト。プロジェクトはカンパニーアドミニストレーターにより作成さ

れ、全社（CMD 依頼元の企業内）で有効です。 

• 企業/組織 ID と CMD 入力依頼元のコンタクトパーソン 

• 期限、CMD 入力依頼元がリクエストした CMD を受け取りたい期限。 

CMD リクエストステータス 

リクエストステータスは以下のように表記されます： 

• 新たなリクエスト(ステータスは"新規") 

• CMD サプライヤーに送られたリクエスト(テータスは"送信済み"、CMD サプライヤーにとっては"受信済み") 

• CMD 入力依頼元が質問に回答し、リクエストを送った状態(ステータスは"送信済み"、CMD サプライヤーにとって

は"受信済み") 

• CMD サプライヤーがリクエストを受け取ったが、まだ送信していない状態(ステータスは"割り当て") 

• CMD が送信された状態(ステータスは"承認待ち") 

• CMD が承認された状態(ステータスは"完了") 

• リクエスト送信先(CMD サプライヤー)がそのリクエストを拒否した状態(ステータスは"拒否") 

• リクエストがキャンセルされた状態(ステータスは"削除") 

• リクエストの期限が過ぎた状態(ステータスは"期限切れ) 

 

また、CMD 入力依頼元は、リクエスト検索でコンテキスト メニュー(マウスの右クリック > 削除)を使用する

か、CMD リクエストの詳細で CMD メニューの削除機能を使用することで、CMD リクエストのステータスを変更す

ることができます。 
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リクエストの作成 

プロジェクトを使用する際の最初のステップはプロジェクトの作成となります。この章の目的として、プロジェク

トを現在使用（プロジェクトはオプションの機能です）していないか、プロジェクトが作成済みであることを想定

して行います。 

リクエストは閲覧のみ以外のユーザー権限を持つユーザーによってのみ作成されます。リクエストの作成には二つ

の方法があります： 

• CMD メニュー 〉 新規作成 〉 CMD リクエストを使用して単一の CMD リクエストを作成する 

• MS Excel テンプレートを使用して、そのファイルを CDX にアップロードすることにより、複数の CMD

リクエストを作成する 

最初の方法は、以下の章に記載されています。自社の CMD リクエストにのみ関連するので、MS Excel ファイルを

使用した複数の CMD リクエストの作成については、送信済み一覧の章をご参照ください。 

リクエスト属性は以下になります： 

項目 説明 

受信データ 

企業 このリクエストを受け取る CMD サプライヤー。 

企業サプライヤーコード 固有のサプライヤーコードを入力することができます。サプライヤー側ではこのコードは変更するこ

とができません。 

管理サプライヤーコード  

入力期限 締め切りとなる日付。この項目は必須となります。 

ステータス リクエストのステータス。 

ID システム側で作成される、CMD リクエスト ID。 

リクエスターデータ 

企業 システム側で作成される、そのリクエストを作成した CDX 上の企業名と、サプライヤーがどこにリク

エストの回答を送ったらよいか。 

組織 回答を受け取ることが可能な組織をドロップダウンリストで表示。 

CMD コンタクト リクエストを作成したユーザーID からシステム側で作成されます。 

プロジェクト リクエストが割り当てられたプロジェクト名。 

CMD リクエスト 

テンプレートバージョン その CMD が元にすることが可能なテンプレートのバージョンをドロップダウンリストで表示。 

申告範囲 その CMD がカバーできる申告範囲をドロップダウンリストで表示。 

部品番号 製品レベルで申告が可能な部品番号。これは必須項目です。  

申告期間  

から … まで … 

紛争鉱物申告について期限を決めてリクエストする場合に入力できる値。 

コメント ここでは、サプライヤーの追加情報、どのような情報を期待しているか、またはリクエストに答える

方法を入力することができます。 

 

受信企業の選択 

企業検索機能 を使用して、CDX 内に登録されている企業を検索するか、または CDX にまだ登録されていない企

業にリクエストを送ることもできます。“CDX に登録されていない”という項目をチェックすることで、追加情報

の項目が画面下部に表示されます：  
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CMD リクエストを送信したい企業の必要情報を入力してください（赤の*が付いている項目は入力必須項目で

す）。画面の最後には、システムが送信するメールに特定の注意事項を含めることもできます。あなたの会社が有

効な CDX ライセンスを持っている場合は、添付ファイルを追加することもできます。これは、あなたのサプライヤ

ーにとって、どのような情報を期待しているか、またはリクエストにどのように答えるか、非常に役立つ情報にな

るかもしれません。アップロードできるファイル形式は、xls、xlsx、doc、docx、pdf です。添付ファイルを削除

するには、削除ボタンを使用してください。 

 

保存して送信すると、入力したカンパニーアドミニストレーターに、CDX への登録の案内と、システムを利用する

ための関連情報が記載されたメールが届きます。 
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カンパニーアドミニストレーターがこの企業登録を有効にするとすぐに E メールで通知されます。サプライヤー企

業が登録を確認していない場合、あなたは登録リクエストを更新および/または再送信することができます。これ

は、画面下部の"送信"ボタンを使用して、リクエスト内で行うことができます。 

ここでは、"送信履歴"も利用可能です。この表のエントリをダブルクリックすると、すでに送信された登録リクエ

ストメールを開くことができます。 

 

すでに CDX に登録されている企業にリクエストを送信した場合、その企業は CDX で直接リクエストを受信します。

「受信した紛争鉱物申告(CMD)リクエスト」の通知メールを購読しているこの企業のすべてのユーザーには、以下

のようなメールが届きます。
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CDX にログイン後、リクエスト送信先はメール中のリンクから、直接リクエストを開くことができます。CDX メイ

ン画面（データシート検索）に代わり、受け取った CMD リクエストが表示されます。  

使用されているユーザーがない CDX 企業にリクエストを送ってしまった時には、リクエスト受信企業の中で、使用

されているユーザーがいないため、リクエストが送られなかったというメールによる通知を受け取ることになりま

す。またリクエスト送信先に一人も E メールを購読していない企業にリクエストが送信された場合にも、通知され

ることになります。 

プロジェクトの作成 

プロジェクトはリクエストのためのグループの基準で、全社に有効です。プロジェクトはプロジェクト項目の隣り

にある編集をクリックすることで始まるリクエスト作成画面で作られます。それは新たな画面で開きます。プロジ

ェクトを作成したいのであれば、 をクリックすることで可能です。 

プロジェクト名を入力する箇所で新たにポップアップの画面が開きます。この画面を終わらせるためには、保存を

クリックしてください。そうすると元の画面に戻ることができます。しかし元の画面との違いとしては、画面の底

のリストに新たなプロジェクトを確認することができます。新たなプロジェクトをクリックしてハイライトさせ、

をクリックしてください。すると画面は、リクエストの画面に戻ります。 

リクエストの完了 

全ての情報を入力して入力を完了したら、ツールバーにある  アイコンを使用してください。システムはチェ

ックを実行します。リクエストが正常に保存されると、画面の右下部に  アイコンが現れます。取引先へ

リクエストを送るためには、それをクリックする必要があります。 
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リクエストの拒否 

リクエストやデータシート/CMD を作成できる誰もが、リクエストを拒否することができます。リクエストを受け

取ったものの、CMD サプライヤーではそれを扱うことができない時には、サプライヤーはそれを拒否しコメントを

追記することになるかもしれません。そのことで、CMD サプライヤーと CMD 入力依頼元には拒否という状態が表示

されることになります。リクエストが拒否されると、CMD サプライヤーは必ず拒否の理由を記載する必要がありま

す。 

リクエストを見ていると、画面の右下部に以下のオプションが表示されます。 

 

リクエストを拒否するために、Reject ボタンをクリックして、拒否の理由を入力してください。 をクリッ

クして拒否を送信します。 

入力依頼への対応 

リクエスト用の既存 CMD の割り当て 

リクエストに対応するには、新規に CMD を作成するか、既存の CMD を割り当てるかの 2 つの方法があります。自社

CDX 企業が作成した既存の CMD しか割り当てることができません。 

ここでは、既存の CMD を割り当ててみましょう。CMD リクエスト受信済み一覧から直接、またはリクエスト自体か

ら、これを行うためのオプションがあります。 

受信した 1 つ以上の CMD リクエストを直接リクエスト受信済み一覧にマークして、コンテキストメニューの「CMD

の割り当て」またはマウスの右クリックで割り当てプロセスを起動することができます。 

 

メニューの「CMD の割り当て」は、以下の条件を満たしている場合にのみ使用できますので、ご注意ください。 

• 選択された全てのリクエストは割り当て可能です。(~"受信済み" / "期限切れ" ステータス) 

• 選択されたすべてのリクエストは、同じ申告範囲と同じテンプレートバージョンを共有しなければなりません。 

「CMD の割り当て」をクリックすると、CMD 検索画面が開き、目的の CMD を検索して選択することができます。適

用」をクリックすると、CMD の詳細タブが開き、送信先情報タブで送信先として入力依頼元が追加され、CMD リク

エストタブでは、リクエストに CMD が割り当てられていることがわかります。これで CMD を送信先に全送信するこ

とができます。 

受信したリクエストで既存の CMD を直接割り当てるには、リクエスト画面の下部にある「CMD の割り当て」ボタ

ンをクリックする必要があります。検索画面が開き、特定の CMD を検索することができます。 

ボタンを使用して、受信したリクエストから割り当てられた CMD を削除することができま

す。割り当て後、依頼元に全送信することができ、送信先情報画面に自動的に挿入されます。 

CMD の作成 

CMD の作成を選択すると、新しい CMD がこのリクエストに割り当てられていることがわかります。リクエストされ

た CMD 送信先情報は自動的に挿入されます。前のセクションで説明したように CMD を作成する必要があります。

CMD の作成が完了したら、送信先情報画面に移動してその他の情報を入力し、通常の方法で送信先に全送信しま

す。 
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リクエストの完成 

CMD 入力依頼元に対して、CMD を割り当て送信することによって、そのリクエストの状態は承認待ちに変更されま

す。  

• 割り当てられた CMD が送信されると、全ての必須項目が埋められているかどうかに関わらず、リクエスト固有テ

ストが実行されます。 

• 割り当てられた CMD が拒否されると、リクエストの状態は作業中に戻ります。  

• 割り当てられた CMD が承認されると、リクエストの状態は完了に変わります。 

 

オープンしている CMD リクエストを完了するには、入力依頼元は、受信した CMD またはインポートした CMD をリク

エストに割り当てて、それに応じてステータスを更新することもできます。 
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不足分レポート 
ここまでの作業で、サプライヤーCMD を受け取り、処理し、返答することができるようになりました。しかし、

SEC のルールの元で要求されているように、“デューデリジェンス”を示すためのプロセスは、CMD の中でサプラ

イヤーによって提供されている回答の調査とスコアリングから成り立っています。企業をレポートすることで、前

向きなフィードバックループの中での報告のような改善が示されるようにならなければなりません。不足分レポー

ト 機能では、登録された CMD が品質面で期待値に達していない時に、サプライヤーに E メールによるフィードバ

ックを行うような取り組みをサポートします。 

不足分レポート機能を使用して、ユーザーは誰でも受け取ったか CMD のデータ品質をチェックし、不足分レポート

からの結果を CMD 作成者に E メールで送ることができます。この機能を使用する前に、CDX カンパニーアドミニス

トレーターはチェックプロファイルを定義して、レポート結果を送信するための E メールのテンプレートメッセー

ジの雛形を用意しなければなりません。これはシステム管理メニューの不足分レポートマネージャーで対応するこ

とができます。 

これらのプロファイルを使用して、CMD 毎に不足している情報を見つけるために不足分レポートを実行して、その

CMD の提供者に不完全な情報を指摘する E メールを送信することができます。  

 

不足分レポートには品質レポート時と同じ情報に近いものを使われています。最初の部分で、ユーザーはどの CMD

がこのレポートに含まれるかを選択することができます。典型的な検索条件（CMD 名や CMD ID、テンプレートバー

ジョンのような）を使用することでこれを特定することができます。 

不足分レポートの次の部分では、不足分レポートマネージャー内で事前にカンパニーアドミニストレーターにより

定義されている品質プロファイルを選択する必要があります。これは最初の部分の全ての結果 CMD に対して実行さ

れます。重大なエラー 、エラー、警告、情報、またはそれらの組み合わせを表示するようなチェックのために、

フィルターリングも提供します。 

チェック結果（重大なエラー、エラーのように）と並び、CMD 品質レポートから既に知られているように、スコア

とパーセンテート値はおのおのの結果 CMD によって決定され、結果テーブル内に表示されます。このスコア値は、

その CMD がどの程度プロファイルに含まれるチェックに合格したのかを表しています。 
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結果テーブルの上部の“統計”ボタンを使用することで、リストされた全ての CMD の統計グラフを表示し印刷する

ことができます。： 

 

不足分レポートの作成と編集 

不足分レポートを作成、更新、送信するために、結果テーブルから 1 つまたは複数の CMD を開くことができます。

テーブル内（複数行の選択はコントロールキーを押しながら行ってください）の適切な全ての CMD をマークしてく

ださい。そして、選択した CMD のレポートを作成するために、ダブルクリック（複数選択の場合は右マウスをクリ

ック）をしてください。作成を始めるために、コンテキストメニューの  を使用することもできます。 

この例では、3 つの CMD がマークされ、不足分レポートが作成されています。“編集”タブ中に、それらが全て関

連情報と一緒に表示されています： 

 

結果テーブルに戻り追加の CMD をマークすると、左側のこのリスト内に追加分も含まれることになります。それら

の結果を後で使用したい時には、既存の不足分レポートに保存することができます。ユーザーがもう 1 つの機能を

使用すると、結果を失ってしまうことがあります。 

画面の右側で、選択した CMD の以下の詳細が表示されている場所をよく確認しておきましょう： 

レポート  

レポート名 CMD 名からシステムが生成–必用であれば変更することができます。 

レポート No. システムがナンバーを生成（編集不可）。 

レポート言語 ここでレポートの言語を選択してください。 

初期言語は不足分レポートマネージャーで設定することができます。 

回答希望日 回答を希望する日付を入力してください。  

初期値はレポート作成日から５日後です。 
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送信情報 

このセクションの全ての情報は変更可能です。既存の入力されているテキストはシステムにより生成されており、

上書き可能です。 

To CMD サプライヤーデータから生成– CMD 作成者の E メールアドレス 

Mail To Name CMD サプライヤーデータから生成– CMD 作成者の名前 

Reply To ユーザーの ID から生成– 不足分レポート作成者の E メールアドレス 

Reply To Name ユーザーの ID から生成–不足分レポート作成者の名前 

Cc レポートのコピーを送りたい人の E メールアドレスをここに入力してください。 

この項目の初期値を不足分レポートマネージャーで設定することも可能です。 

Subject 不足分レポートを E メールで送るための意味のある題名を設定してください（必須入力項

目）。システムからこれを埋めるための代用語（例、CMD 名、企業名）を使用することもでき

ます。 

この項目の初期値を不足分レポートマネージャーで設定することも可能です。 

 

紹介ヘッダー 

プロファイルと事前に定義して送信した情報に基づき、E メールの本文はシステムにより生成されます。品質要求

に合わせるために CMD 中で何を変更する必要があるのかといった情報をできるだけサプライヤーに提供するため

に、ユーザーにより、それを変更することも可能です。  

不足分レポートの E メールのために意味がある内容を記載してください。システムからこれを埋めるための代用語

（例、CMD 名、企業名）を使用することもできます。この項目の初期値を不足分レポートマネージャーで設定する

ことも可能です。

 

チェック結果  

プロファイル（名前、ID、説明）を使用することで CMD 中の重大なエラー、エラー、警告、情報の量を表示するこ

とができます。使用したチェックプロファイルに対しての違反は、違反クラス、タブ、ルール名、ルールタイプ、

ルールグループ、重大さ、説明、カスタムアクションに関する詳細情報と一緒に結果テーブルに表示されます。 
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“カスタムアクション”項目は編集可能です。ここにサプライヤーにより実施された修正ステップを挿入すること

が可能です。それぞれの項目の中でダブルクリックをすると、別画面が開き、ルール違反毎の 1 つまたは複数のア

クションを“追加”することができます： 

 

“編集”タブを選択して、“追加”をクリックしてください。ドロップダウンリストから詳細のアイテムを選び、

説明を入力してください。“選択したルールに対してのみの違反”やそうでないものかどうかを選択することがで

きます。入力した場合には保存をお願いします。これらの作成されたものは、“カスタムアクションの割り当て”

タブの“可能なアクション”であり、チェック結果テーブルへのカスタムアクションの割り当てへ（ をク

リックすることで）“選択されたアクション”エリアで 1 つまたは複数のアクションを追加することが可能です。 

 

フッターテキスト 

不足分レポートの E メールの最後に位置する情報を追加してください。システムからこれを埋めるための代用語

（例、CMD 名、企業名）を使用することもできます。この項目の初期値を不足分レポートマネージャーで設定する

ことも可能です。 
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添付 

不足分レポート E メールに文章を添付するためには、“Browse”を行ってください。全ての添付文章のファイル

名、アップロード日付とファイルサイズといった情報がリスト化されます。以下のファイル形式はアップロードす

ることが可能です： xls, xlsx, doc, docx, pdf。 それぞれのファイルで 5MB までのファイルを計 5 個までアッ

プロードすることができます。  ボタンを使用して添付ファイルは取り除くことができます。  

 

送信履歴 

送信された不足分レポートの日付、To や Cc についての詳細の情報は、既に送信されているレポート E メールのみ

閲覧可能です。 

 

CMD レポートリスト（左側）の上部のプレビューボタンを使用して、生成されたレポートのプレビューを見ること

ができます。ビューの中から 1 つまたは複数のレポートを取り除くこともできます。 

全ての必須情報（アスタリスク*がマークされている）が入力され、不足分レポートが保存されていれば、送信ボ

タンは使用可能になります： 

 

複数選択は可能です。上記のボタンを使用するか、結果メニューのコンテキストメニューを使用して、マークした

全ての不足分レポートを送信することができます。必須項目が足りないことでレポートが送信されない時には、以

下のエラーメッセージが表示されます： 

 

不足している情報を入力して、再度送信してみてください。 
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レポート検索 

“レポート検索”タブで、既に送信された不足分レポート同様に作成され保存されたレポートを検索することがで

きます：  

 

検索の範囲を決めるため、いつくかのパラメーターを設定することができます。結果テーブルはレポート No、レ

ポート名、使用プロファイル、CMD ID/バージョン、最新送信日、メールで送信済み、添付、スコア（%の場合もあ

り）、重大なエラー/エラー/警告の数と共に状態（新規 および/または 送信済み）がマークされた概要を表示し

ます。全てのレポートはコンテキストメニューを使用して（再度）送信されることができる： 

 

レポートの設定 

カンパニーアドミニストレーターにより行われた設定を確認するためには、“レポートの設定”タブに行ってくだ

さい。表示されている情報はここでは編集することができません。設定を変更するためには、カンパニーアドミニ

ストレーターは管理 〉 不足分レポートマネージャーメニューを使用する必要があります。 
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送信済み一覧 

送信済み一覧（  ）は、他社に送信したデータシートか CMD のステータス情報を確認し管理する画面です。自社

の入力依頼と CMD リクエストも同様です。 

自社データシートと CMD リクエストのために、それぞれの画面中でテンプレート（xls フォーマット）のダウンロ

ードをすることができます。そこでは CDX の外で複数のリクエストを作成することが可能です。ERP、サプライヤ

ーマネジメントや他の社内システムから得られたデータを取り込むことができます。そして、埋められたテンプレ

ートを CDX にアップロードすることができます。この機能により、複数のサプライヤーに同時に MDS または CMD リ

クエストを一括送信することができます。 

検索条件と検索結果テーブルは、選択可能なタイプごとに 1 つの画面にまとめられています。この画面は上部エリ

アと下部エリアに分かれています。上部エリアには検索条件が表示され、下部エリアには検索結果テーブルが表示

されます。 

検索条件  

以下の表に検索条件をまとめています: 

項目名 説明 

Sent MDSs / CMDs 

名称 データシートの名称 

内部番号 部品番号/材料コード – 構成情報画面の値です。送信先情報の値ではありませんのでご注意くだ

さい。 

外部 / 部品番号 部品/材料コード – 送信先情報から 

データシート ID/ CMD ID  

/ バージョン 

データシート ID か CMD ID の 最新バージョン、もしくは全てのバージョンを選択することができま

す。 

ノード ID システムが自動で表示 – この番号はデータベースでそのデータシート/CMD を一意に特定するた

めの番号です。バージョン番号が 0.01 の場合に限り、上の ID と同じ番号になります。 

テンプレートバージョン 特別なバージョンのテンプレートを使っている CMD を検索します。 

申告範囲 特定の申告範囲を持つ CMD を検索する - ドロップダウンメニューを使用して、次の申告範囲のい

ずれかを選択します。Company, Product (or list of products), User defined。CMD 検索でのみ使用

可能 

サプライヤーコード 特定のサプライヤーコードを持つデータシート/CMD を検索します。アスタリスク(*)を使用してワイ

ルドカード検索を行うこともできます。 

送信日 送信先に送信された日で検索します。 

最終ステータス更新日 最後に更新した日付を期間で指定して検索します。 

結合/全て 送信したデータシートを全てのステータスで検索します。（初期値は“全て” – 全てのマークを外し、

1 つや複数のステータスを選択するためには、“none”をクリックしてください）。 

未処理のデータシート

/CMD 

 

クリックすると「未処理のデータシート/CMD」に該当するステータス（送信者によるキャンセルと承

認済み以外の全てのステータス）から検索できます。 

ステータス:未開封 送信済みデータシートで、送信先が開封していないデータシートを検索 

ステータス:開封 送信済みデータシートで、送信先が開封したが、まだ処理されていないデータシートを検索  

ステータス:承認済みデー

タ 

送信済みデータシートで、送信先が承認したデータシートを検索 

ステータス:拒否 送信済みデータシートで、送信先が拒否したデータシートを検索 
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項目名 説明 

ステータス:編集中 送信済みデータシートで、送信先に拒否されていて、自社が編集または修正中のデータシートを検

索 

ステータス:送信者による

キャンセル 

送信済みデータシートで、送信者がキャンセルしたデータシートを検索 

ステータス:送信先によって

無効化された 

送信済みデータシートで、送信先によって無効化されたデータシートを検索 

転送データシートのみ 転送バージョンのデータシートに限定して検索 

組織 特定の組織（そのユーザーがその組織に割り当てられている）から送信されたデータシートのみを

検索 

送信先で検索可能 特定の送信先企業に送られたデータシートを検索 

送信先 送信先を 1 つまたは複数指定して検索（ただし「送信先で検索可能」にチェックが入っている場合

に限る） 

全ての組織を含める 組織に関わらず、全ての送信先に送信されたデータシート/CMD を検索 

データシート 自社の入力依頼 

リクエスト ID データシートリクエスト ID – システムにより生成される 

リクエストグループ ID グループ ID – システムにより生成される。1 つのファイルからインポートされたリクエストは同じ ID.

を共有。 

テンプレートからインポート

されたもののみ 

データシートバルクリクエスト Excel シートからインポートされた送信済みデータシートを検索。 

タイプ データシートのタイプ （コンポーネント、セミコンポーネント、材料から選択） 

プロジェクト 入力依頼が割り当てられたプロジェクトの名称/番号で検索 

入力期限 入力期限で検索。指定する場合は右の項目（From）の日付は左の項目（To）よりも前の日付にする

必要があります。 

ステータス 入力依頼のステータス（新規、送信済み、拒否、承認待ち、完了）で絞り込むことができます。一回

の検索で一種類のステータスしか選ぶことができません。「未処理の入力依頼」にチェックを付ける

と、拒否と完了以外のステータスで検索できます。  

企業で検索可能 顧客毎に検索を行いたいのであれば、このボックスをチェック。 

送信先 入力依頼の送信先ごとに検索できます。（ただし「企業から検索可能）にチェックが入っている必要が

あります。） 

 

入力依頼元 入力依頼をした企業または組織ごとに検索できます。 

サプライヤー登録を開く まだ企業登録が有効になっていない受信企業も検索したい場合は、このボックスにチェックを入れ

てください。検索対象は、貴社からの依頼により事前に登録された企業に限定されます。 

サプライヤーコード 特定のサプライヤーコードで送信されたデータシート入力依頼を検索します。アスタリスク (*) を使

用してワイルドカード検索を行うこともできます。 

割り当てられたデータシー

ト / 名称 /番号 

自社の入力依頼に割り当てられたデータシートで検索できます。データシートを名称または番号で

選択します。 

統計 所有しているすべてのデータシート入力依頼と受信したデータシート入力依頼の数をそれぞれのス

テータスで表示します。 

テンプレートのダウンロー

ド 

ここで、データシート一括入力依頼ファイルを作成するための xls テンプレートをダウンロードするこ

とができます。 

インポート ここで、大量の入力依頼を作成するために充填された データシート一括入力依頼ファイルをインポ

ートすることができます。 
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項目名 説明 

CMD 自社の入力依頼 

リクエスト ID CMD リクエスト ID – システムにより生成される 

リクエストグループ ID グループ ID – システムにより生成される。1 つのファイルからインポートされたリクエストは同じ ID.

を共有。 

テンプレートからインポート

されたもののみ 

CMD バルクリクエスト Excel シートからインポートされた送信済み CMD を検索。 

プロジェクト リクエストが割り当てられたプロジェクト名/ナンバー。 

無効化されたプロジェクト

を含める 

検索範囲を拡張し、無効化されたプロジェクトをプロジェクトリストに含めます。 

送信先による検索 送信先による検索を行いたい時にはこのボックスをチェック。 

送信先 結果を見ることを望む送信先の一覧（このボックスは送信先による検索ボックスをチェックするまで

有効にはなりません）。 

サプライヤーコード 特定のサプライヤーコードを使用して CMD リクエストを検索。 

入力依頼元 入力依頼をした企業または組織ごとに検索できます。 

期限日 から – まで 期限日を検索することができます。その際に、“から”は希望の最速日で“まで”は回答を希望する

最遅日になります。 

ステータス 入力依頼のステータス（新規、送信済み、拒否、承認待ち、完了）で絞り込むことができます。一回

の検索で一種類のステータスしか選ぶことができません。「未処理の入力依頼」にチェックを付ける

と、拒否と完了以外のステータスで検索できます。 

サプライヤー登録を開く まだ企業登録が有効になっていない受信企業も検索したい場合は、このボックスにチェックを入れ

てください。検索対象は、貴社からの依頼により事前に登録された企業に限定されます。 

CMD テンプレートバージョ

ン 

特定のテンプレートバージョンで送信した全ての CMD リクエストを検索。 

申告範囲 特定の申告範囲で送信した全ての CMD リクエストを検索。 

製品 / 部品番号 特定の製品または部品番号で送信した全ての CMD リクエストを検索。 

割り当てられた CMD 割り当てられた特定の CMD を送受信した全ての CMD リクエストを検索。 

名称 この名称を使用した特定の CMD を送受信した全ての CMD リクエストを検索。 

ノード ID このノード ID を使用した特定の CMD を送受信した全ての CMD リクエストを検索。 

テンプレートのダウンロー

ド 

ここで、CMD 一括入力依頼ファイルを作成するための xls テンプレートをダウンロードすることがで

きます。 

インポート ここで、大量の入力依頼を作成するために充填された CMD 一括入力依頼ファイルをインポートす

ることができます。 
 

サプライヤー/送信先を選択する時、企業/組織を検索する画面がポップアップで表示されます。 

表示メニューのオプションを使用して、表示中の列をオフにしたり、列の並び替えをしたりすることができます。 

いずれかの項目にアクセスするには、ダブルクリックすると、構成情報タブに移動します。 
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貴社が有効な MDS/CMD マネージャーライセンスを持っている場合は、 コマンドを使用して MS Excel に

結果をエクスポートすることができます。（カンパニーアドミニストレーターは、システム管理 > CDX ライセン

スメニューで注文することができます） 

CMD とデータシートリクエストの一括送信  

一括リクエストとは、複数サプライヤーに同時に CMD リクエストを送るようにデータシートを送ることができるこ

とによる、既存のリクエスト機能の改良になります。データシートリクエスト送信ボックス、CMD リクエスト送信

ボックス（この機能は自社データシートや CMD リクエストに関してのみのため）それぞれでそれは可能となりま

す。特に言及されなければ、そのプロセスは CMD とデータシートリクエストの一括送信と同じです。以下では、

CMD リクエスト機能が記載されています。  

それぞれのアウトボックス検索画面で、テンプレート（xls フォーマット）をダウンロードすることができます。

そのテンプレートで、自社データシートや CMD リクエストをオフラインでリスト化することができます。リクエス

トファイル内で既に利用できる情報を取り込むために、ERP、サプライヤーマネジメントや他の社内システムから

のデータを得ることができます。一度それが準備されれば、リクエストファイルで CDX にインポートすることがで

きます。 

 

CDX からダウンロードされた、使用可能なマスターリクエストテンプレートファイルを受け取るには

ボタンを使用します。このボタンをクリックすると、全ての使用可能なマスターリクエス

トテンプレートファイルが別の画面に表示されます。ダウンロードができるマスターテンプレートファイルは現在

1 つのみです（これは対応するテンプレートは殆どが現行で使用されているものということです）。 

“名称”カラム中のリンクをクリックすると、対応するマスターテンプレートファイルがダウンロードされ、一括
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リクエストを作成するためにローカルの PC 上に保存されることになります。 

 

アウトボックス検索画面の新たな“インポート”ボタン（ ） を使用して、ダウンロードされたリクエ

ストテンプレートファイルに含まれる、（オフラインで）用意された CMD/データシートリクエストをインポート

することができます。このボタンをクリックすると、別の画面でインポートされるファイルを選択しなければなり

ません。 

 

インポートするためのテンプレートファイルを選択して、“ＯＫ”ボタンをクリックすると、テンプレート中で定

義された全てのリクエストがインポートされます。インポートプロセスが終了すると、インポートプロセスについ

ての詳細情報が記載された別のサマリー画面が表示されます： 

 

インポートプロセスには二つのサブプロセスがあり（テンプレートファイルの解析と、インポートされたリクエス

トの実行）、サマリー画面の最初のテーブルにテンプレートファイルの解析結果が表示されています。次のテーブ

ルでは実施しているリクエストプロセスの結果が表示されています。リクエストが正常に終了すれば、ユニークな

リクエスト ID とリクエストグループが与えられ、リクエストが何らかの理由で実行されなければ、リクエストや

リクエストグループ ID は与えられず、失敗の原因が、テンプレートファイルに入っている関連する行に対するテ

ーブル内に表示されます。  

両テーブルに表示されている結果は、関連のある  ボタンをクリックすることで、Excel ファイルに

エクスポートすることができます。OK をクリックすると、アウトボックス検索画面に戻り、インポートされた結
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果が下部の結果テーブルに表示されます： 

  

同一ファイルからの全てのインポート結果は、同じ“リクエストグループ ID”を共有することになります。グル

ープ ID は同じインポートされたリクエストテンプレートに属する全ての関連リクエストを表示するために使用さ

れます。それは全ての関連するリクエストを確認するために後ほど使用されます。テンプレートで定義された全て

のリクエストがインポートされます。リクエストの中に何らかの情報が不足していた場合、そのリクエストをダブ

ルクリックして、リクエスト詳細を開き、関連するリクエストを編集することができます。 

アウトボックス検索画面は一連のリクエストの一括送信にも使用することができます：CMD/データシートリクエス

トアウトボックスで複数のリクエストを選択して、コンテキストメニューアイテムを開くために右クリックをし

て、“送信”します。コンテキストメニューの“送信”アイテムは少なくとも 1 つの送信可能なリクエストが選択

されている時のみ有効になります。事前に選択された全てのリクエストが送信不可の場合は、“送信”メニューア

イテムは使用することができません。“送信”メニューアイテムをクリックすることで、事前に選択された全ての

リクエストが送信されます。リクエストが送信される前にユーザーによる確認が必要な場合は、リクエスト毎に別

の画面が表示されます（ユーザーによる確認 1 つずつに）。  

 

最後に、事前に選択された全てのリクエストが送信プロセスで処理された時には、別途サマリー画面が開き、一括

送信結果を表示します。 

 

メッセージには、単一のリクエスト毎に以下の情報が表示されます： 

送信可能： リクエストが送信可能かどうか。リクエストが送信可能でない場合は、必須項目が埋められているか

どうかチェックをお願いします。 

送信成功： リクエストが送信された– はい か いいえ. 

送信キャンセル： リクエストはユーザーによりキャンセルされた（そのため送信されていない）– はい か いい

え.サマリーを Excel ファイルにエクスポートするには、テーブル上部の“エクスポート”ボタンをクリックして

ください。 
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受信済み一覧 

受信済み一覧（ ）では、自社に送られてきた全てのデータシート/CMD や入力依頼と CMD リクエストを確認で

きます。企業で組織を使っている場合、組織に送られてきたアイテムは、そのユーザーID が組織に割り当てられ

ていないと検索できません。検索条件は送信済み一覧と同じです。送信済み一覧との違いは、データシートを他の

データシートに参照するためには、閲覧して承認しなければならないことです。 

承認/拒否 

データシート、入力依頼または CMD や CMD リクエストを選択してダブルクリックすると、そのアイテムの構成情

報または詳細が開きます。検索できる構成と全ての情報は、その企業のルールに基づきます（ツリーの表示・検索

を参照）。また、送信先情報タブもレビューされる必要があります。 

データシートのレビューが完了したら、データシートメニューから「承認」を選択します。「確認」を選択する

と、システムでは基本的な基準を満たしているかどうかをチェックします。チェックの結果は以下のような画面に

なります: 

 

承認 か拒否 かのどちらかを選択することができます:  

データシート/CMDの承認 

データシートがシステムチェックに合格した場合、                                チェックボックスを選択し

て  をクリックすることで、受信したデータシートの承認時にその SCIP Dossier の作成を選択することが

できます。データシートのステータスは「承認済み」に変更され、データシート/CMD は検索結果に表示されるよ

うになり、構成のどれか一つに添付されるようになります。SCiP Dossier の作成用チェックボックスを選択する

と、SCiP Dossier のポップアップ画面がスクリーンショットの下に表示されます。 
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受信した SCIP Number は Vendor SCIP Number として追加されます。 

 

データシートの拒否 

データシートを拒否した場合、拒否の理由を入力する必要があります。ここには、直接理由を説明するか、サプラ

イヤーから疑問点を質問してもらうよう伝えるかのどちらかにするべきです。 

 

拒否の理由を入力したら、 をクリックします。すると検索結果のステータスが拒否に変更になります。 

受信したデータベースの SCIP Dossier のエクスポート 

送信されたデータベースのステータスが承認済み、または自動承認済みの場合は、以下のスクリーンショットのよ

うに選択された単一のデータベースについて SCIP Dossier を作成して ECHA に送信することを選択できます。 
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受信したリクエストへの既存データベースの割り当て 

受信した（データベース）リクエストをリクエスト受信トレイで直接マークし、コンテキストメニューから、また

はマウスの右クリックで「データシートを割り当てる」（または「CMD を割り当てる」）を使用して割り当て処理

を開始します。 

 

「データシートを割り当てる」または「CMD を割り当てる」というメニュー項目は、以下の条件を満たした場合に

のみ表示されます。 

• 選択されたすべてのリクエストは割り当て可能である（「受信」/「期限切れ」状態で～）。 

• データシート: 選択されたすべてのリクエストが同じデータシートタイプを共有していなければならない。 

• CMD: 選択されたすべてのリクエストは、同じ申告範囲と同じテンプレートバージョンを共有していなければな

らない。 

「データシート(CMD)を割り当てる」をクリックすると、データシート(CMD)検索ウィンドウが表示され、必要なデ

ータシートを検索して選択することができます。「適用」をクリックすると、データシート(CMD)の「詳細」タブ

が表示され、要求者が受信者として「受信者データ」タブに追加され、「リクエスト」タブにはリクエストに割り

当てられたデータシート(CMD)が表示されます。これで、データシート(CMD)を受信者に提案/送信できるようにな

ります。 

 

複数のデータシートの拒否 

「受信済みデータシート」の中から をクリックすることで、複数のデータシートの

受信を拒否することができます。 
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開いているデータシートのうち、ステータスが「未閲覧」または「閲覧済み」でエラーを含むもののみが拒否され

ます。エラーが発見された場合は、自動的にそのデータシートを拒否する理由となります。 

結果テーブルに開いているデータシートがなく、すべてのデータシートが既に回答済みまたはキャンセルされてい

る場合は、追加のダイアログが表示されます。 

 

 
この種の拒否はバッチモードで実行されるため、ユーザーはプロセスの終了を待たずにすぐに作業を継続すること

ができます。バッチ処理が完了して画面が更新された後、拒否が成功した場合、それらのデータシートは拒否され

たものとして表示されます。 
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検索のヒント 
CDX の検索機能はとてもシンプルで、且ついろいろな検索項目で絞ることもできます。フィルターを多めに入力す

ると、より簡潔な検索結果が返ります。検索メニューは次のセクションで紹介する機能と多少似ています。  

有効な CDX ライセンスがあれば、検索結果テーブルの上にある ボタンを使って、すべての検索結果を

エクスポートすることができます。 

ワイルドカードでの検索 

アスタリスク（*）は、検索時に便利な文字であり、特に正確なスペルや句読点が不明な場合です。全ての"lead"

関連の化合物を検索したい時、名称の項目を"*lead*"で検索すればいいです。とある会社を探している時、しか

も、この会社のいくつかの CDX の登録があることを知っている場合は、会社の名称欄に* ABCD の*を入力すると、

その文字列を含む全ての企業が結果として返されます。 

検索結果の設定  

ボタンで検索結果の列の表示をオフにすることや、列の項目をソートや再配置することができます。  

データシート検索オプション  
MDS ビューでは、以下のデータシート関連の検索オプションがあります。機能メニューまたはそれぞれのツールバ

ーボタンから起動します。 

コンポーネントの検索項目 

 
以下はコンポーネントの検索項目の詳細をまとめています。 

項目名 説明 

名称, ID, バージョン, 日付 

名称 コンポーネントの名前 

部品番号 部品の番号です 

データシート ID/バージョ

ン 

"最新"を選択したら、最新バージョンのデータシートを検索します。"全て"を選択したら、最新バー

ジョンのデータシートを検索します。注意：他社のデータシートを検索するとき、"全て"で検索したほ

うがおすすめです。 

ノード ID システムから自動生成されます。実際にデータシートを保存するデータベース上の場所です。デー

タシート ID のバージョンが 0.01 のときと同じです。 

サプライヤーコード 特定のサプライヤーコードを持つデータシートを検索します。アスタリスク(*)を使用してワイルドカー

ド検索を行うこともできます。 

SCIP Dossier/No SCIP 

Dossier/無視 

SCIP Dossier/No SCIP Dossier でデータ検索を行う場合、または SCIP Dossier を無視する場合

は、このボックスのいずれか 1 つにフラグを立てます。 

日付: 公開 / 承認 / 社内

送信日 

このチェックボックスを入れると、データシートがリリースされた日で検索することができます。 

作成日 このチェックボックスを入れると、データシートの作成日で検索することができます。 

期間 検索したい期間です。 

他社データシート 

承認データシート このチェックボックスを入れると、承認データシートを検索することができます。 

サプライヤー 上記のチェックボックスを入れると、検索したらサプライヤーをリストに追加することができます。 
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項目名 説明 

自社データシート 

自社データシート このチェックボックスを入れると、自社データシートを検索します。 

このユーザーID で最後に

更新 

このチェックボックスを入れると、このユーザーID で最後に更新したデータシートを検索します。 

インポート 検索対象をインポートされたデータシートに絞りたい場合にはこのボックスをチェックしてください。

ボックスがチェックされるとインポートソース（現状では“IPC”のみが選択可能）を選択することがで

きます。 

組織 このユーザーID がとある特定の組織に割り当てられているかどうか関係なく、この組織に検索した

いとき、組織名を選択します。 

コンタクトパーソン サプライヤーの特定のコンタクトパーソンで絞りたいとき、ここで選択します。 

セミコンポーネントの検索項目 

以下はセミコンポーネントの検索項目の詳細をまとめています。 

項目名 説明 

名称, ID, バージョン, 日付 

名称 コンポーネントの名前 

材料コード 材料コード 

データシート ID/バージョ

ン 

"最新"を選択したら、最新バージョンのデータシートを検索します。"全て"を選択したら全バージョ

ンのデータシートを検索します。注意：他社のデータシートを検索するときは、"全て"で検索すること

をお勧めします。あなたが見ることができない（送信されていない）データシートで、より新しいバー

ジョンがシステム上で保存されている可能性があるためです。 

ノード ID システムから自動生成されます。実際にデータシートを保存するデータベース上の場所です。バー

ジョンが 0.01 のときはデータシート ID と同じです。 

サプライヤーコード 特定のサプライヤーコードを持つデータシートを検索します。アスタリスク(*)を使用してワイルドカー

ド検索を行うこともできます。 

ステータス: 公開 / 承認 / 

社内送信日 

このチェックボックスを入れると、データシートがリリースされた日で検索することができます。 

SCIP Dossier/No SCIP 

Dossier/無視 

SCIP Dossier/No SCIP Dossier でデータ検索を行う場合、または SCIP Dossier を無視する場合

は、このボックスのいずれか 1 つにフラグを立てます。 

ステータス: 作成日 このチェックボックスを入れると、データシートの作成日で検索することができます。 

期間 検索したい期間です。 

他社データシート 

承認/ 公開 ここにチェックを入れると、承認データシートを検索することができます。 

ここにチェックを入れると、公開データシートを検索することができます。 

サプライヤー 上記のチェックを付けると、検索したらサプライヤーをリストに追加することができます。 

自社データシート 

自社データシート このチェックを入れると、自社データシートを検索します。 

このユーザーID で最後に

更新 

このチェックを入れると、このユーザーID で最後に更新したデータシートを検索します。 

組織 このユーザーID がある特定の組織に割り当てられているかどうか関係なく、ここで選択した組織で

絞り込みができます。 

http://www.cdxsystem.com


 
 
 

 159  CDX User Manual – Version 7.6 / November 2021 
 

項目名 説明 

コンタクトパーソン サプライヤー情報で選択された、特定のコンタクトパーソンで絞り込みたい場合は、ここで選択しま

す。 

材料の検索項目 

以下は材料の検索項目の詳細をまとめています。 

項目名 説明 

名称, ID, バージョン, 日付 

名称 材料の名前 

社内材料コード 社内材料コードナンバー – 貴社が材料を参照する番号。 

データシート ID/バージョ

ン 

"最新"を選択したら、最新バージョンのデータシートを検索します。"全て"を選択したら、最新バー

ジョンのデータシートを検索します。注意：他社のデータシートを検索するとき、"全て"で検索したほ

うがおすすめです。 

ノード ID システムから自動生成されます。実際にデータシートを保存するデータベース上の場所です。デー

タシート ID のバージョンが 0.01 のときと同じです。 

サプライヤーコード 特定のサプライヤーコードを持つデータシートを検索します。アスタリスク(*)を使用してワイルドカー

ド検索を行うこともできます。 

日付: 公開 / 承認 / 社内

送信日 

このチェックボックスを入れると、データシートがリリースされた日で検索することができます。 

作成日 このチェックボックスを入れると、データシートの作成日で検索することができます。 

期間 検索したい期間です。 

公的材料規格, 材料記号, 材料分類 

標準材料コード 材料の標準材料コードです。これは通常、特定の金属の分類での材料に対して有効です。 

材料記号 材料の ISO 記号です。これは通常、特定のポリメリックの分類での材料に対して有効です。 

公的材料規格 特定の公的材料規格で検索したいとき、選択します。一度に 1 つの材料規格に検索することができ

ます。"材料規格コード"でワイルドカードで検索することができます。 

材料分類 特定の材料分類で検索したいとき、選択します。一度に 1 つの材料分類に検索することができま

す。 

他社データシート 

承認/ 公開データシート 承認のチェックボックスを入れると、承認データシートを検索することができます。 

公開データシートのチェックボックスを入れると、CDX Standard Metals”によって公開された公開デ

ータシートを検索することができます。 

サプライヤー 上記の（承認/ 公開データシート）チェックボックスを入れると、検索したらサプライヤーをリストに追

加することができます。 

自社データシート 

自社データシート このチェックボックスを入れると、自社データシートを検索します。 

このユーザーID で最後に

更新 

このチェックボックスを入れると、このユーザーID で最後に更新したデータシートを検索します。 

組織 このユーザーID がとある特定の組織に割り当てられているかどうか関係なく、この組織に検索した

いとき、組織名を選択します。 

コンタクトパーソン サプライヤーの特定のコンタクトパーソンで絞りたいとき、ここで選択します。 
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データシート検索 

データシート検索では、コンポーネント、セミコンポーネント、材料であるかどうかに関係なく、様々な条件（す

でに前の表で説明した）でサプライヤーまたは自社のデータシートを検索することができます。 

SDoC検索 

SDoC 検索は、MDS ビューの機能メニューから起動します。以下は SDoC 検索の検索項目の詳細をまとめています。 

項目名 説明 

SDoC ID SDoC ID 

データシート ID SDoC が発行したデータシート ID です。 

作成元企業 システムから自動生成されます。CDX 企業名です。 

全ての組織を含める 全ての組織を検索したい場合は、このボックスにチェックを入れてください。 

ステータス SDoC のステータス - 編集モードまたは社内送信。 

発行日 SDoC が発行された日。 

姓 SDoC に関連付けられているユーザーID の姓。 

名 SDoC に関連付けられているユーザーID の名。 

化学物質の検索項目 

以下は化学物質の検索項目の詳細をまとめています。 

項目名 説明 

CAS No. 化学物質を検索するとき一番おすすめの方法です。アルファベットのスペルや句読点などがいりま

せん。これは化学物質の CAS（Chemical Abstract Service） No.です。全ての化学物質が CAS No.

を持っていることではありません。CAS No.を持ってない化学物質は、"－"で表示されます。システ

ムのワイルドカードの場合、"system"で表示されます。 

名称/ 別名 化学物質の名称や別名のことです。この項目で検索したいとき、ワイルドカードを使ったほうがおす

すめです。 

EU-Index EU-Index 番号は化学物質に割り当てられています。全ての化学物質が EU-Index 番号を持ってい

るではありません、またこの項目はブランクのままが多いです。 

EINECS-No. EINECS 番号は化学物質に割り当てられています。全ての化学物質が EINECS 番号を持っている

ではありません、またこの項目はブランクのままが多いです。 

ECHA 物質 ID ECHA 物質識別は、REACH 規則下の物質を明確かつ正確に識別するためのものです。  

ECHA 物質名 ECHA 物質名は、REACH 規則下の物質の化学名を記載しています。 

ECHA Iupac 名 IUPAC の学名命名法は、有機物および無機物の両方の化学物質を命名する体系的な方法です。

IUPAC の命名法では、接頭辞、接尾辞および接中辞は、物質中の官能基の種類と位置を記述す

るために使用されます。  

ECHA CAS 名 ECHA CAS (Chemical Abstracts Service) 物質名。 

化学物質グループ/リスト 分析をより簡単にするために、多くの化学物質はグループに割り当てられています。プルダウンメ

ニューを使用することで、物質が割り当てられている（上限 500 データまで）グループ/リストを確認

するためにグローバル化学物質リストと企業固有化学物質リストを識別することができます。 
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化学物質リクエスト： 化学物質の追加リクエスト 

ユーザーは CDX 内で利用可能な化学物質を探すことができます。ただし、適当な化学物質が見つからない時には、

化学物質の追加リクエストを出すとことができます。機能メニューの化学物質リクエスト機能から化学物質のリク

エストは行うことができます。  

化学物質リクエスト画面の結果から、いくつかのアクションが可能となります。検索ボタンを選択することで、明

示されたフィルターに合うようにユーザーが作成した全てのリクエストが表示されます。結果リストには、それぞ

れの物質の名称、CAS No、登録されたリクエスト日付とリクエストの状況（(new, sent, enquiry, modified, 

closed）が表示されます。既存のリクエストは編集することができ、過去のすべてのリクエストは、編集はできま

せんが閲覧することができます。化学物質検索がうまくいかない時には、化学物質リクエストワークフローをスタ

ートするためのボタンが現れます。 

 

ボタンをクリックすると、新規の「化学物質リクエスト」が開始されます。リクエストフォームに適

切なフィールドを入力する必要があります。フォームの上には、化学物質の追加を依頼するための一般情報が表示

されています。完了して保存されると、リクエストは CDX Chemical Service への通知メールを生成します。依頼

者と CDX Chemical Service は、以下のようなフォームで依頼内容を確認することができます。 
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Chemical Service はより多くの情報を必要とするので、ユーザーは E メールによるリクエストを受けることにな

ります。数営業日で処理が完了した際に（受理されても、拒否されても）、Chemical Service によってそのリク

エストはクローズされます。クローズされる際にはユーザーはそれを E メールで受け取ることになります。クロー

ズされたリクエストは編集することはできません。 

化学物質の変更の検索 

「化学物質の変更の検索」を使用すると、変更や隠し属性になった、または無効化された化学物質を検索したり、

変更履歴を表示したりすることができます。変更履歴画面では、実行した変更をレビューするための期間を選択す

ることができます。結果リストには、化学物質の名称、CAS No、変更日、種類などの変更情報が表示されます。 

リストされている化学物質のいずれかをダブルクリックすることで、詳細な説明を得ることができます。詳細画面

が表示され、以下のように分類されます。  

• 化学物質 (名称, ステータス, CAS No. など)  

• 化学物質グループ / リスト (化学物質が属するすべてのグループとリストが表示されます) 

• 別名 (既知の別名をすべてリストアップしています)  

 

化学物質グループ / 規制の変更 

ここでは、グローバル化学物質リストの変更やグローバル規制の変更を検索することができます。変更内容を確認

する期間を選択することができます。検索結果のリストには、変更情報のある化学物質のリストが表示され、以下

のように分類されます。 

• グループ / 規制名称  

• 化学物質名称 

• CAS No. 

• 変更日 

• 変更タイプ  
 

化学物質グループや規制の変更に関する通知を受け取るには、システム管理メニューの個人設定で、これらのイベ

ントの E メールを購読することができます。 
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規制化学物質の概要 

特定の規制（REACH、RoHS、ELV、GADSL など）に関連している化学物質を知りたい場合は、機能 > 化学物質 > 規

制化学物質の概要メニュー項目を使用することができます。この別個の独立した画面は、CDX 作業のどの段階でも

いつでも開くことができます - この概要画面を開いても、現在のウィンドウは閉じることはありません。 

 

規制を選択するには、ドロップダウンフィールドを使用してください。 

規制に関連する全ての化学物質（例：RoHS）は、名称、CAS No.、EU-Index、Einecs-No、ノード ID、別名、D/P

（要申告/禁止）、および規制の入力日、制限値、終了日がリストアップされます。 

 

 

すでに述べたように、 ボタンを使ってこれらの結果を MS Excel ファイルにエクスポートすることも

できます。この機能には有効な CDX ライセンスが必要です。 

CMD 検索オプション 

CMD ビューでは、以下の検索オプションがあります - 機能メニューまたはそれぞれのツールバーボタンから起動

します。 

CMD 検索 

以下は CMD の検索項目の詳細をまとめています。（機能の中の紛争鉱物マネージャーから進むことができます） 
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項目名 説明 

名称, ID, バージョン, 日付 

名称 CMD の名称です。 

CMD ID / バージョン CMD の ID です。バージョンで最新を選択すると最新バージョンの CMD を検索します。"全て"を選択

すると、全てのバージョンの CMD を検索します。注意：他社の CMD データシートを検索するとき、"

全て"で検索することをお勧めします。あなたが見ることができない（送信されていない）CMD で、より

新しいバージョンがシステム上で保存されている可能性があるためです。 

ノード ID システムから自動生成されます。実際に CMD を保存するデータベース上の場所です。バージョンが

0.01 のときは、CMD ID と同じです。 

テンプレートのバージョン RMI テンプレートの特定のバージョンで検索します。 

テンプレートからインポー

トのみ 

RMI の Excel のテンプレートからインポートされた CMD のみを検索します。 

申告範囲 特定の申告範囲を持つ CMD を検索する - ドロップダウンメニューを使用して、次の申告範囲のいず

れかを選択します： Company, Product (or list of products), User defined 

部品番号 関連する部品番号を使用して、固有のデータシートに関して作成された CMD を検索します。ワイルド

カード検索をするためにアスタリスク（*） を使用することもできます。 

サプライヤーコード 特定のサプライヤコードを持つ CMD を検索します。アスタリスク (*) を使用してワイルドカード検索を

行うこともできます。 

ステータス: 承認済み / 

社内送信済み 

このチェックボックスを入れると、CMD が承認またはリリースされた日で検索することができます。 

ステータス: 作成された このチェックボックスを入れると、CMD の作成日で検索することができます。 

期間 検索したい期間です。 

サプライヤーCMD 

承認された CMD ここにチェックを付けると、サプライヤーCMD のうち、承認したものだけを検索できます。 

サプライヤー 上記のチェックを付けると、特定のサプライヤーを選択し、そのサプライヤーから送信された CMD だ

けを検索することができます。 

自社 CMD 

自社 CMD ここにチェックを付けると、自社の CMD を検索することができます。 

このユーザーID で最後に

更新 

ここにチェックを付けると、このユーザーID で最後に更新した CMD を検索できます。 

組織 このユーザーID がある特定の組織に割り当てられているかどうか関係なく、ここで選択した組織で絞

り込みができます。 

コンタクトパーソン サプライヤー情報で選択された、特定のコンタクトパーソンで絞り込みたい場合は、ここで選択しま

す。. 

CMD テンプレート検索 

CDX のバージョン 3.0 では、複数の RMI テンプレートのバージョンが利用できます。ユーザーは、RMI から公開さ

れた全てのバージョンのテンプレートで、インポート、エクスポート、CMD 作成、チェックができます。また、各

バージョンの違いも明確になります。現在 CDX でサポートしているバージョンは 6.01, 6.0, 5.12, 5.11, 5.10, 

5.01, 5.0, 4.20, 4.10, 4.01b, 4.01a, 4.01, 4.0, 3.02, 3.01, 3.0, 2.03a, 2.03, 2.02, 2.01, 2.0 and 1.0.

です。 

以下は CMD Template の検索項目の詳細をまとめています。 

項目名 説明 

バージョン RMI テンプレートのバージョンを選択します。 
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項目名 説明 

期間 RMI テンプレートのバージョンを、期間で指定します。 

ステータス RMI テンプレートのステータスを、有効または無効から選択します。 

タイプ RMI テンプレートのタイプを、マスターまたは会社特定のいずれかで選択します:  

マスター: インポートまたはエクスポートされた CMD として CDX で使用されている、“未実装”の

RMI テンプレートです。ユーザーは新しい CMD を作成するときには、これを選択する必要がありま

す。 

会社特定: 特定の企業から実装された、完全な RMI テンプレートです。 

紛争鉱物申告 特定の紛争鉱物申告（CMD）の名称から検索します。 

 

特定のテンプレートの内容を閲覧したい場合は、検索結果の表で、テンプレートの名称をクリックします。する

と、テンプレートを開くのか、保存するのかを選択する画面が表示されます。 

  

検索結果では、CDX のユーザープロファイルやテンプレートのタイプによって異なるメニュー （マウスを合

わせて右クリックすると表示されます）が利用できます。例えば、マスターのテンプレートが表示されている状態

で CDX カンパニーアドミニストレーターが右クリックすると、1 つの選択肢が表示され、CDX ユーザーが会社特定

のテンプレートで同じことを行うと、違う選択肢が表示されます。 

CMD 製錬所検索 

以下は製錬所（Smelter）の検索項目の詳細をまとめています。 

項目名 説明 

製錬所名 製錬企業の名称または知らせている別名で検索します。この項目を使用する場合は、ワイルドカー

ドを使用して検索することをお勧めします。 

RMI 製錬所 ID RMI によって製錬所に割り当てられた ID。 

CDX 製錬所 ID 製錬企業を検索するには、この項目で検索することをお勧めします。 

CDX に企業が登録される時にシステムから自動的に割り振られる番号で、検索の際の曖昧さやエ

ラーを抑えられます。 

DUNS ナンバー 製錬企業の DUNS ナンバーで検索できます。 

製錬所タイプ 製錬所のタイプです。 以下のタイプを検索することができます： CSFI によって定められたコンフリク

トフリー製錬所、CSFI によって定められたスタンダード製錬所、CDX に登録された製錬所、ユーザ

ーが CDX の画面で定義した製錬所、無効な製錬所。それぞれの項目をマークすることで“無効化

された”製錬所を検索することもできます。  
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項目名 説明 

郵便番号 製錬所が登録された場所の郵便番号です。 

市町村 製錬所が登録された場所の市町村です。 

州 製錬所が登録された場所の州です。 

国名 製錬所が登録された場所の国名です。 

金属 製錬所が生成している金属を選択します。 

発生源ソースまたは原鉱 紛争鉱物の発生源、鉱山、またはスクラップ/リサイクルを選択します。 

検索結果で項目をダブルクリックすると、その製錬所の詳細画面が開き、企業、施設、紛争鉱物に関する情報を確

認できます。カンパニーアドミニストレーターは、その企業が定義した、紛争鉱物についての情報の変更履歴も見

ることができます。カンパニーアドミニストレーターはこの画面で製錬所を作成することもできます。 

 

CMD 製錬所検索画面で、 ボタンを使用して新たな製錬所の申請作成を行うこともできます。これは既

に“CMD に主張された製錬所を追加する”で記載されていることと同様の作業となります。 

 

企業検索 

以下はシステム管理メニューの企業検索の検索項目の詳細をまとめています。 

項目 説明 

企業名 CDX 企業名 - システムは正確な文字列に一致する必要があるため、このフィールドを使用する場合

はワイルドカード検索を実行することをお勧めします。 
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項目 説明 

企業 ID 企業を検索するための好ましい方法 - これは数値フィールドであり、企業 ID がシステムで生成され

た番号であるため、エラーが発生しにくくなっています。 

組織 組織名 

DUNS ナンバー 企業の DUNS ナンバー 

IMDS 企業 ID 既に IMDS に登録されている企業の企業 ID です。CDX での企業登録では、企業は IMDS の企業 ID

を入力することができますが、これは必須ではありません。そのため、適切な企業が見つかるかどう

かは保証されていません。 

郵便番号 CDX に登録されている郵便番号 

市町村名 CDX に登録されている市町村 

州 CDX に登録されている州 

国 CDX に登録されている国 

ユーザー名 ユーザーの姓 

ユーザー ID ユーザーのユーザーID - ユーザーID を共有しないことが強く推奨されているので、このフィールドは

ほとんど使用されません。 

企業のみ デフォルトでマークされています - 組織も検索したい場合は、マークを外してください。 

類似企業 デフォルトでマークされています - 特定の企業名のみを検索したい場合で、正しく入力されているこ

とを確認したい場合は、マークを外してください。 
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システム管理メニュー 
システム管理メニューには、ユーザーおよび CDX 企業管理に関する機能が含まれ

ており、次の図に示すように、両方のビュー(MDS および CMD)で利用できます。

一部のメニュー項目は、カンパニーアドミニストレーターにのみ表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人設定 

CDX で連絡先情報を維持することは重要です。すべてのユーザーは、システム管理 > 個人設定で管理を行うこと

ができます。さらに、毎日 CDX にログインしたくないかもしれないので、CDX で特定のイベントが起こった場合に

E メールを受け取る設定をすることもできます。 

あなたの連絡先情報を見ることから始めましょう。 
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電話番号と Fax 番号には、すべての国のダイヤルコードが含まれていることが重要です。これはグローバルなシス

テムであり、他国のユーザーがあなたに連絡を取るためには、あなたの電話番号全体（国番号を含む）を知る必要

があります。 

「タイトル」フィールドには、CMD 回答責任者に必須のタイトルを入力することができます。データ保護に関して

は、各ユーザーは、個人設定で個人データを多様な機能のために表示するかどうかを決定し、確認する必要があり

ます。また、すべてのユーザーは、コンタクトパーソンまたは CMD-回答責任者として行動するかどうかをマーク

する必要があります。コンタクトパーソンは、ユーザー管理画面でカンパニーアドミニストレーターが指定する必

要があります。カンパニーアドミニストレーターがコンタクトパーソンとしてあなたをマークした場合は、個人設

定に表示されます。CDX コンタクトとして行動することを確認した場合のみ、CDX のコンタクトとして選択するこ

とができます。 

ログインした後に、まだ閲覧していない受信トレイ内のデータベースについてお知らせを表示し続けるには、「ニ

ュースレター」チェックボックスにチェックを入れるか、チェックを外して無効にします。 

CDX ユーザーアカウントは、アカウントの「有効期限」に達した場合、またはユーザーが過去 12 ヶ月以内に CDX

にログインしていない場合、無効化されます。どちらの場合も、ユーザーとカンパニーアドミニストレーターは、

数日後にアカウントの有効期限が切れることを E メールで通知されます。ユーザーとして、数ヶ月ごとに CDX に

ログインし、ユーザー情報が正確かどうかを確認し、「有効期限」の日付がすぐに失効しないように、四半期ご

とに CDX のカンパニーアドミニストレーターに確認してください。 

画面の下部にある ボタンを使用すると、新しいセクション "カンパニーアドミニスト

レーターデータ "で、そのリストから迅速にあなたの企業のすべてのカンパニーアドミニストレーターを識別する

ことができます。これらのユーザーに直接連絡するためにリストを表示したり、エクスポートしたりすることがで

きます。 

更に下側には、特定のイベントが起こった場合にシステムからのお知らせを受け取るかどうかの設定を行うことが

できます。 

 

以下の場合 E メールでお知らせが届きます: 

ニュースレター：重要なお知らせが含まれる IMDS ニュースレター（定期発行）が新しく発行されると、メールが

届きます。 

フィルターオプション：ある組織に割り当てられたユーザーは，その組織が影響を受けている場合に限り，以下の

イベントのための E メールが届きます。 

データシートまたは紛争鉱物申告： 

• 入力依頼の拒否：自社またはログインしているユーザーが作成した入力依頼が拒否されたタイミングでメールが

届きます。 

• 自社入力依頼期日：自社またはログインしているユーザーが作成した入力依頼の期日に関するメールが届きま

す。 
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下の欄で日数を指定すると、期日の何日前にお知らせを受け取るかを指定することができます。 

• 入力依頼の受信：入力依頼を受信するとメールが届きます。 

• 受信した入力依頼の期日：受信したデータシートの期日に関するメールが届きます。 

下の欄で日数を指定すると期日の何日前にお知らせを受け取るかを指定することができます。 

• データシートの拒否：自社から送信したデータシートが拒否されるとメールが届きます。 

• データシートの承認：自社から送信したデータシートが承認されるとメールが届きます。 

• データシートの受信：データシートが受信されるとメールが届きます。 

 

CDX の有効期限のお知らせ（カンパニーアドミニストレーターのみ）：ユーザーID の「有効期限」が期限切れにな

りそうになるとメールが届きます。 

化学物質：化学物質グループおよび/または規制の変更をご登録いただくと、定期的に（月に 1 回）システム上の

変更に関するメールが届きます。 

パスワードの変更 

現行のパスワードを、自身で考えた新しいパスワードに変更できます。この機能は全ユーザー対象です。 

ビューの変更 

CDX では、紛争鉱物情報(CMD)と同様に、材料データ情報(MDS)を管理することができます。CDX の見た目をシンプ

ルにし、CMD と MDS の機能へのより論理的なアクセスを提供するために、ここで選択するか、またはツールバーの

設定ボタン( )を使用して、個人的なニーズに応じてメニュービューを選択することができます。CMD のみを

使用する場合は、"CMD ビュー"を設定してください。MDS に焦点を当てている場合は、"MDS ビュー"を使用してく

ださい。"MDS ビュー"はデフォルトのビューとして初期設定されています。 

通知 

システムからのお知らせを表示します。 

企業 

このメニューは、CDX 上の企業（例えば名称と住所と DUNS ナンバー）に関する重要な情報を維持するところで

す。組織の作成もこの機能で行います。組織を作った後に組織をユーザーID に加えない限り、組織は成り立ちま

せん。カンパニーアドミニストレーターのプロファイルを持つユーザーのみがこのメニューにアクセスできます。 

以下の画面は企業の詳細について表示します: 
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画面の右側は企業の登録情報です。企業名と企業 ID は変更できません。もし企業名を変更したい場合、CDX サー

ビスデスクにご連絡ください。企業 ID はユニークであるため、二度と割り当てられません。 

加えてボッシュ社のサプライヤー企業は、画面上に“ボッシュサプライヤーNo.”と“SupplyOn SPIN ID.”を確認

することができます。それらはシステムにより生成され、変更することはできません。これらのナンバーがなけれ

ば、データシートや CMD やリクエストの送信先としてボッシュ社を追加することはできません。 

全ての情報は、システムメンテナンスのためです。有効期限の初期設定は、時間枠（ユーザーアカウントは有効期

限）を選ぶことができます。つまり、あらゆるユーザーは、別々な有効期限で設定することができます。90 日、

180 日、365 日、730 日という選択肢があります。 

次のセクションは "S2S Key Upload "です - これは SCIP データベースに直接 SCIP ドキュメントをアップロード

するための前提条件です。ファイルには 3 つの列が含まれています。このファイルは何度でもアップロードするこ

とができ、その都度データは上書きされます。 ボタンをクリックして、S2S キー（csv ファイル）をア

ップロードしてください。SCIP データベースに定義されている会社名と、前回 S2S Key ファイルがアップロード

された日時が表示されます。S2S キーはオーバーライドが可能なので、最後にファイルがアップロードされた時刻

を知ることができます。追加情報は ECHA のウェブサイトでご覧いただけます。 

                                                                                                                     

品質基準では、カンパニーアドミニストレーターにジョーカーと機密扱い物質の「最大許容範囲」を導入していま

す。これにより、企業が CDX のデフォルトのしきい値を上書きすることができるようになります。品質基準は、

許容範囲/許容範囲を超えた場合に「エラー」または「警告」が発生するかどうかを定義し、企業がサプライヤー

に質量許容範囲や物質の範囲に問題があるデータシートを送信させないようにする機能をサポートします。 

品質基準は、カンパニーアドミニストレーターの中に別のセクションがあり、組織単位のレベルで設定することが

できます。企業の管理者が、デフォルトでは「オフ」に設定されている「自動重量更新」を「オン」に設定した場

合、サプライヤー、または重量情報を含む自社のデータシートへの参照があれば、測定重量を含まないすべてのノ

ードに、算出された重量が割り当てられます（測定重量＝算出された重量）。 

企業の管理者は、「受信するまでの日数」の欄に数値を入力することで、企業の受信ボックスにある新しいデータ

シートの自動承認を有効にし、受信ボックスに新着したデータシートをすべて何日後に自動承認するかを定義する

ことができます。このジョブは、ルート企業のすべての OrgUnits に対しても実行されます。この値は、ゼロ

（空）、または「0」を含む任意の数字に設定することができます。デフォルト値 null＝自動承認しない。このフ

ィールドが空の場合、自動ジョブは無効となります。 
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また、受信者のデータシート詳細画面には、データシートがジョブによって承認されたのか、それともユーザーが

手動で承認したのかを示す「自動承認済」チェックボックス（読み取りモード）があります。フラグが立てられた

自社のデータシートがデフォルトで 100%の申告として作成される予定でも、これが強制的なフラグではない場

合、サプライヤーは 100%の申告のみを提出するよう求められます。これは、チェックルールの設定で警告または

エラーとして設定できます。エラーに設定された場合、サプライヤーは 100%でない申告を企業に送信することは

できません。データシートを新規作成すると、企業管理者による設定に従って「100%」フラグが自動設定されま

す。100%のフラグが設定された場合、これは利用可能なすべての OrgUnits に適用されますが、設定は可能です。

規制が警告からエラーに変更された場合、どのサプライヤーも自社のデータシートを送信できなくなります。画面

の中央部で、規制に関する情報を提供したり、確認が要求されたりした時には、カンパニーアドミニストレーター

は選択することができます。現行では以下の共通規制が有効です： REACH Annex XIV、REACH Annex XVII、RoHS 

Future、REACH SVHC、AD-DSL、IEC62474、RoHS、ELV、California Proposition 65、GADSL、Batteries、 

Packaging、IMO。貴社が企業固有の規制を検討する必要がある場合は、「企業固有の規制」メニューを使用して、

貴社のために既存の規制を追加または変更してください。さらに、データシート入力依頼およびデータシートの

SCIP コンプライアンスチェックボックスのデフォルト値である「SCIP コンプライアンス」というフィールドがあ

ります。SCIP 準拠の提出が必要な場合は、このフィールドにチェックを入れてください。 

会社の管理者は、サプライヤーが規制に関する情報を提供しなければならないかどうか、また、サプライヤーの確

認が必要かどうかを画面中央で選択することができます（会社全体、または組織単位ごと）。現行では、以下のよ

うな一般的な規制が有効です。REACH Annex XIV、REACH Annex XVII、RoHS Future、REACH SVHC、AD-DSL、

IEC62474、RoHS、ELV、California Proposition 65、GADSL、Batteries、Packaging、および IMO。貴社固有の規制

について検討する必要がある場合は、「会社固有の規制」メニューを使用して、貴社固有の規制を新規に追加した

り、既存の規制を変更してください。 

 

さらに、「SCIP コンプライアンス」という項目があります。これは、データシートリクエストおよびデータシー

トの SCIP コンプライアンスチェックボックスのデフォルト値です。SCIP 準拠の提出が必要な場合は、このフィー

ルドにチェックを入れてください。 

 

各企業は一般的な安全使用に関する指示のテキストを指定し、CDX が作成した SCIP Dossier では、SCIP のデフォ

ルトである「安全使用に関する指示なし」の代わりにこのテキストを使用することができます。これは法的説明書

を暗示するものです。 

 

 

CDX ユーザーには、規則関連としてマークされ、会社の管理者の各 OU の設定テーブルに登録されているすべての

チェック規則のリストが表示され、選択した OU のスコープに設定されている各規則の規則名と選択可能な「重要

度」が表示されます。デフォルト設定可能な値は「（）」に表示されます。ユーザーは、各セルをクリックして、

新しく開いたポップアップウィンドウで設定を行います。 
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CDX ユーザーは、会社の管理画面の各 OU の設定テーブルに登録されている、規制関連としてフラグが立っていな

いすべてのチェック規則のリストに、ID、名称、選択可能な「重要度」、および「アクティブ」フラグが表示され

ます。ユーザーは、これがまだアクティブで実行可能ルールチェックであるかどうかを変更し、異なる値：「E」

（エラー）、「W」（警告）、「I」（情報）の重要度としてコントロールすることができます。 

 

 

次のセクションは CDX へのアクセスとその連絡先情報を持っているユーザーの一覧です。コンタクトパーソンのチ

ェックボックスにいれると、データシートの”サプライヤーデータ”タブ上の連絡先リストに表示されます。コン

プライアンスコンタクトパーソンのチェックボックスを入れると、コンプライアンスコンタクトとして検索される

ことができます。そして顧客はコンプライアンスの問い合わせについて直接に誰に連絡すれば分かります。少なく

とも一人のユーザーをコンプライアンスコンタクトパーソンに割り当てたほうがおすすめです。ユーザーを管理す

るのを援助するためにユーザーリストをエクスポートすることもできます。エクスポートされたリストは、前回の

ログイン情報が含まれます。セキュリティのためにシステムへのアクセスする必要がないユーザーを無効化したほ

うが非常にお勧めです。個人設定のセクションを見ると分かりますが、ユーザーが自分の E メールを変更すること

ができるので、彼らがそうする場合、彼らは会社を辞めた後でも CDX のデータにアクセスすることができます。ユ

ーザーを無効化する方法については、システム管理―ユーザーのセクションをご参照ください。 

画面の下部には、貴社のサプライヤーのための複数のサプライヤーコードを定義し、管理する機能があります。左

の表では、それぞれのボタン( または )を使用してサプライヤー企業を追加または削除することができ、右の

表では、左の表でマークされたサプライヤーのサプライヤーコードを追加( )または削除( )することができま

す。また、ボタンを使用して、既存のサプライヤーコードのリストを.txt ファイルにエクスポートすることがで

きます。サプライヤーコードは、特定のサプライヤーに対する貴社の入力依頼にデフォルトで付けられ、サプライ

ヤーが貴社にデータシートを提出する際に付けられます。 

製錬所の管理 

一旦登録されて、有効するならば、どんな企業管理者でも会社の製錬所施設に関する情報とこれらの施設の各々に

よって生産される紛争鉱物をメンテナンスすることができます。企業の管理者として CDX にログインし、システム

管理メニュー 〉 企業をクリックします。製錬所を検索し、検索結果テーブルをダブルクリックし、該当詳細ペー

ジに移動します。オンライン登録のとき施設を登録している場合がありますが、サプライヤーが検索画面でそれ

を見つけるためには、それをリリースしなければなりません。製錬所のリリースのセクションにご参照くださ

い。 
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製錬所として登録された企業の場合は、"製錬所施設"タブが表示されます。（それ以外の場合は表示されませ

ん。）製錬所の登録プロセスのために、追加 、編集 、削除 この三つのボタン以外、新たな二つのボタン

（保存 と社内送信 ）があります。 

新しい製錬所を追加する場合、 ボタンをクリックし、製錬所の情報を入力します。  
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この製錬所に紛争鉱物を追加する場合、パップアップ画面に ボタンをクリックします: 

 

ボタンをクリックすると、この定義された紛争鉱物が事前に選択した製錬所に追加されます。 

ほかに必要な情報を入力し、 ボタンをクリックすると、新たな製錬所は“製錬所施設”タブに表示されま

す: 

  

既存の施設情報を編集か削除する場合、適切なアイテムを選択し、編集 か削除 ボタンをクリックします。紛

争鉱物の編集、削除も同じ方法で行います。 

施設データは登録が成功した後に自動的に保存されるとは対照的に、更新された施設データは、明示的に保存ボタ

ンをクリックする必要があります。紛争鉱物も同じく適応します。 

製錬所のリリース 
一般的に新しい製錬所が CDX に登録したばかりで、その企業の住所の情報がまだリリースされていないため、まだ

更新することができます。この製錬所の住所がまだ変更できるうちに、鉱物などをリリースすることができませ

ん。その場合には、施設内で定義された鉱物をリリースするために、施設自体がリリースされている必要がありま

す。そうすると、最初に定義された全ての紛争鉱物が自動的にリリースされます。施設はすでにリリースされてい

る場合は（担当者情報がまだ編集可能）、その中で新たに定義された鉱物は、個々にリリースすることができま

す。 

このボタン は、この施設かこの施設で作られた紛争鉱物をリリースします。リリースされている施設/紛争鉱物

のみ、CDX 上の他の企業に見せることができます。したがって、他の企業の CMD 構造を参照することができます。

一旦施設がリリースされたら、その住所情報（市町村国など）は編集することができなくなります。他に施設に関

連する情報は変更することができます。そして、この施設に紛争鉱物の追加、削除もできます。 

リリースと編集のこの二つのモード以外、紛争鉱物には更なるバージョンの性質があります。新しい定義済みの紛

争鉱物の最初のバージョンは常にバージョン「0.01」になります。一旦リリースされたら、このバージョンが"1"

になります。リリースされたバージョンが常に整数であることに対して、編集モードの紛争鉱物は常に小数でバー

ジョンを持っています。すでにリリースされた紛争鉱物を編集する場合、そのバージョンが自動的に"0.01"増えま

す。 

編集モードで保存された鉱物のみ（前提条件としてはこの施設がすでにリリースされている場合）リリースするこ

とができます。他の場合には、リリースボタン（ ）が使用できません。 

同じ源の金属がすでにリリースされたら、古いバージョンが無効化され、将来的にもう使われることができませ

ん。（つまり CDX で他のどの会社によってももはや見られることができないことを意味します） 
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現在四種類の紛争鉱物が定義されています。（タンタル、スズ、タングステンと金）  

上述の紛争鉱物は、鉱物の源（不明、鉱山、スクラップ、リサイクル）の種類に依存します。そして、コンフリク

トフリーかどうかはともかく、それらの各々については、以下が適用されます: 

1. 各々の鉱物は複数の源を持つかもしれません。そして、1 つの施設の中で共存することができるため、

各々の源は別に記入しなければなりません。 

2. 同じ鉱物でも異なる源を持つかもしれませんし、またコンフリクトフリー質問（はい、いいえ、不明）に

対する答えが異なるかもしれません。 Conflict Freeステータスが異なった同じ鉱物が 1 つの施設内で共

存することができるのは、これらの鉱物は異なると考えられています。 

3. 同じコンフリクトフリーステータスの紛争鉱物の場合及び同じの源だけど、採掘場所が違うのは、異なる

鉱物だと考えられているので、1 つの施設内で共存することができます。 

 

組織の追加 

画面の左側は、企業の構造です。この時点では、サブ組織が存在しないが、企業名のアイコンを右クリックし、組

織の追加を選択すれば組織の追加ができます。 

組織の追加をクリックしたら、画面の右側が変わります。 

 

組織の名称を入力する必要があります。また、この時点では、この組織に割り当てられているユーザーがいませ

ん。そうすると、サプライヤーからの送信は誰も見ることができません。そんなことを防ぐために、データシート

を送信するとき、このようなユーザーのいない組織に送信することができません。 組織にユーザーを割り当てる

方法は、システム管理－ユーザーのセクションをご覧ください。 

 

組織の削除 

組織を削除するには、企業画面で削除したい組織を右クリックします。そして、現れたメニューの中の「削除」を

選択します。 

注意: 「削除」メニューが表示されない場合、企業の構成が保存されていない可能性があります。まず「保存」を

行うと削除メニューが表示されます。 

ユーザー 

このセクションでは、ユーザーの作成と管理について説明します。ユーザー管理の機能はカンパニーアドミニスト

レーターのみが使用します。バックアップとして、一企業に最低 2 名以上のカンパニーアドミニストレーターを登

録されることを強く推奨します。カンパニーアドミニストレーターには、自社のユーザーおよび権限の管理、パス

ワードリセットを行う責任があります。ユーザー概要を完成させ、ユーザー管理を簡単にするために、カンパニー

アドミニストレーターは、管理>ユーザーメニューから検索結果リスト上部の を使用することで、ユ

ーザーリストをエクスポートすることができます。 

ユーザー承認プロファイル 

CDX には、三種類のユーザー承認プロファイル(権限)があります。 
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カンパニーアドミニストレーター（Company Administrator） 

カンパニーアドミニストレーターは、データを入力するユーザーである必要がありません。- ユーザー管理プロセ

スをサポートしていますカンパニーアドミニストレーターは他のユーザー承認プロファイルの権限を包括していま

す。加えて自社のユーザーID やコンタクトパーソンの作成と管理、組織へユーザーを割り振る、パスワードリセ

ット、ユーザーやコンタクトパーソンの E メールアドレスや電話番等といったコンタクト情報（有効期限日のよう

なあらゆるユーザーにとって必要な）を最新に保たなければならない、といった責任があります。 カンパニーア

ドミニストレーターは企業の代表として、他の企業との窓口となります。また、データシート、組織、ユーザー、

コンタクトパーソンについての特別な権限を持ちます。  

十分な業務カバーおよびバックアップを立てるという観点から、各 CDX 企業に対して少なくとも 2 名以上のカンパ

ニーアドミニストレーターの登録をお願いしております。CDX サービスデスクは、CDX 企業のカンパニーアドミニ

ストレーターを変更することができますが、CDX 企業からの正式な申請がない限り、そうすることはありません。 

標準ユーザー（Standard User） 

標準ユーザープロファイルを持つユーザーID は、管理者権限を持っていません。このプロファイルを持つユーザ

ーはデータシートを作成、送信や全送信などができます。さらに、（提供会社が Web サービスのユーザーではない）

会社に送られたデータシートを確認し、承認や拒否することができます。入力依頼を作成したり、応答したりする

ことができます。  

彼らは管理タスクにアクセスすることはできませんが、各ユーザーは、メニューから[個人設定]オプションで、自

分の携帯電話や E メールを更新することができます。 

ユーザー（Read-Only User） 

このユーザーは、カンパニーアドミニストレーターによる登録が必要です。このユーザーは自社のデータシートを

閲覧することができますが、作成・変更はできません。ただし、ユーザーが各自の ID に登録された電話番号およ

び E メールを更新することは可能です。 

ユーザーの作成 

各ユーザーが IMDS システム使用するためには、自分の氏名が登録された、自分だけの ID が必要です。ユーザーの

作成を行うには、システム管理 > ユーザーの「ユーザーの作成」ボタンを使います。すると、以下のような画面

が表示されます： 

 
 

次のテーブルのように適切な情報を入力する必要があります： 

項目名 説明 

ユーザーI―D システムによる自動設定 –作成が完了していない段階では割り当てられていません。 

企業-ID システムによる自動設定 

企業名 企業名（変更不可） 

組織 そのユーザーID が所属する組織 

姓 ユーザーの苗字（必須） 

名 ユーザーの名前（必須） 
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項目名 説明 

ユーザー承認プロファイル ユーザーの種類をプルダウンメニューから選択（必須） 

電話番号 国コードを含む電話番号（必須） 

Fax 番号 国コードを含む FAX 番号（任意） 

E メールアドレス E メールアドレス（必須） 

有効日 ユーザーがこのユーザーID を利用する開始日 

有効期限 ユーザーがこの ID でシステムにログインできる最終日 

コンタクトパーソン このチェックボックスを入れると、このユーザーはコンタクトパーソンとして、サプライヤーデータ画

面に表示されます。 

コンプライアンスコンタクト

パーソン 

このチェックボックスを入れると、このユーザーはコンプライアンスコンタクトパーソンのリストに表示

されます。 

CMD コンタクト CMD サプライヤーデータ上にこのユーザーがコンタクトパーソンとして現れるのであれば、このボ

ックスをチェックする。 

MDS ビュー / CMD ビュー これらのボックスのいずれかにチェックを入れて、このユーザーのデフォルトとして設定するビュー

を選択します(MDS または CMD ビューも可能です)。ユーザーはこの初期設定を後から自分のユ

ーザーID に変更することができます。 

最後にログインした日 システムによる自動設定 –ユーザーが最後にログインした日を表示します。 

 

必要情報を入力したら、保存（ ）ボタンをクリックします。そうすることで、ユーザーID を作成することがで

きます。以下の画面が表示されます: 

 

ユーザーID をお控えください！以下のような E メールがあなたの宛に届きます。ユーザーのほうも同じメールが

届きます、さらにパスワードを含む E メールもユーザーの宛に届きます: 

 
 

この E メールにはユーザーID が含まれていないという点をご注意ください。また、最初のログイン時にパスワー
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ドを入力するときには、この E メールからコピー&ペーストすることを強くお勧めします。もしアドミニストレー

ターがユーザーID を控えていないかった場合は、ユーザーはログイン画面で「ID の確認」ボタンを使って CDX か

らユーザーID を含むメールを安全に受け取ることができます。 

新しいユーザーの詳細に戻ると、以下のような画面になります。 

 

「個人設定」の章で説明したように、データ保護に関するルールをユーザーごとに設定する必要があります。ユー

ザーが連絡先として確認していない場合は、上記のように表示されます。 

ユーザーID を組織に割り振る 

組織に送られた入力依頼やデータシートを閲覧したり、自社データの「サプライヤ

ー情報」で送信元組織を選択したりするためには、そのユーザーID が組織に割り当

てられている必要があります。カンパニーアドミニストレーターはユーザーID の詳

細画面にある企業データの部分の「変更」をクリックすると、その企業に含まれる

組織の一覧が表示されます。割り当てたい組織にチェックを付けて をクリ

ックします。 

 

ユーザーの無効化 

ユーザーが退職する、もしくは CDX にログインをする必要がなくなった場合は、必

ずそのユーザーID を無効化する必要があります。推奨される手順は以下の通りです:: 

1. 対象のユーザーID を検索し、詳細を表示します。 

2. 「有効期限」を今日の日付にします。 

3. 保存します。 

4. ユーザーの検索画面で「有効」のチェックボックスを外して検索します。 

 

パスワードリセット 

自社のユーザーのパスワードを再発行するのも、カンパニーアドミニストレーターの役割です。実施するには、シ

ステム管理 > ユーザー > から対象のユーザーを検索して詳細を表示させます。ユーザーの E メールアドレスが正

しいことを確認してください。詳細画面の右下に「パスワードリセット」というボタンがあります。ボタンをク

リックすると、システムから新しいパスワードを含む E メールが、対象のユーザーの E メールアドレスに配信され

ます。 

ユーザーアカウントの管理 

CDX 内のどのユーザーアカウントにも“有効期限”日付が設定されています。それはカンパニーアドミニストレー

ターにより管理されるべきです（初期設定では、ユーザーアカウントが作成されて 12 か月後）。アカウントの

“有効期限”日付が来る前に、そのユーザーとカンパニーアドミニストレーターはそのユーザーアカウントが後数

日で失効するという通知の E メールを受け取ることになります。  

加えて、CDX ユーザーアカウントはそのユーザーが過去 12 か月以内に CDX にログインしていない場合には無効化

されてしまいます。この場合も、そのユーザーとカンパニーアドミニストレーターはそのユーザーアカウントが後

数日で失効するという通知の E メールを受け取ることになります。 
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トラストユーザー 

トラストユーザーメニューもカンパニーアドミニストレーターだけが利用できる機能になります。トラストユーザ

ーの用途は 2 種類あります。1 つは他社のトラストユーザー（サプライチェーン内の全てのユーザーが対象。直接

取引があるかどうかは関係ありません）で、自社から送ったデータシートに含まれる全ての化学物質（「機密扱い」

の化学物質を含む）情報を見ることができる権限を持っています。これはデータシート内のどの階層にあったとし

ても同じです。この権限は特定のユーザーにしか与えられず、自社のユーザーには付与できません。トラストユー

ザーは画面で見ることはできますが、IMDS から情報をダウンロードできるわけではありません。 

トラストユーザーの考え方は、自社の全てのユーザーは信頼できるという前提に基づいているためで、自社のユー

ザーは全て、自社データシート内の全ての化学物質（「機密扱い」化学物質を含む）を見ることができます。トラ

ストユーザーは他社のユーザーを指定します。このため、このメニューでは自社のユーザーID は検索できないよ

うになっています。 

 

システム管理 > トラストユーザー メニューを開くと、以下のような画面が表示されます: 

 

 
 

データシート管理 

この機能はカンパニーアドミニストレーターのみ利用でき、データシート（自社および受信）を組織間で移動させ

ることができます。例えばサプライヤーが違う組織に誤ってデータシートを送ってしまったり、自社のユーザーが

誤って自社データシートの送信元に別の組織を割り当てたり、または組織を追加しなかった場合などに有効です。

加えてその企業が買収などで CDX の企業 ID の再編成が必要になったときなどにも利用できます。 

データシート管理画面のサンプルは以下の通りです: 

 

「自社のデータシートの検索」ボタンをクリックすると、通常の検索メニューと同じ画面が表示され、自社デー

タシートを検索できます。この時「承認データシート」のチェックボックスはオフになっています。対象のデータ

シートをクリックして選択し（複数のデータシートを一度に選択したい場合は、CTRL キーを押したままデータシ
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ートをクリックします）、 ボタンをクリックします。すると画面上部に選択したデータシートが表示され

ます。さらにその中から移動させたいデータシートをクリックしてハイライト（行に色がついた状態）にします。

次に画面下部の「データシートの移動先」の「組織」の横のプルダウンメニューから、移動させたい先の組織を選

択し、「移動」ボタンをクリックします。 

CMD 管理 

この機能は、カンパニーアドミニストレーターのみが使用でき、CMD を組織間で移動させることができます（自社

や受信 CMD 共に）。サプライヤーが誤った組織へ CMD を送信してしまい、誰もそれを見ることができない時や、そ

の CMD を組織に置くことを忘れてしまった時などに、この機能は有効です。加えて、ユーザー企業が企業統合など

で CDX 内の組織を再編成する際にも必要になるでしょう。  

CMD 管理画面は以下のように表示されます： 

 

自社の CMD を検索か、受信した CMD を検索 をクリックすると、典型的な検索画面が現れて、自社や受信 CMD を検

索することができます。それらをクリックして必要な選択して（複数行を選択する場合にはクリックしながらコン

トロールキーを押してください）、 をクリックしてください。選択した行が上部に表示されます。移動さ

せたい行はハイライトされます。そして、組織 の傍のプルダウンメニューを使用して組織を選択し、移動 をクリ

ックしてください。 

CDX ライセンス 

CDX の中で、特定の行動は、支払いの対象となります。これらのアクションは異なる価格設定です。しかも価格/

アクションは、時間とともに変化する場合があります。価格設定は、「クレジット」で表されます。あなたが登録

すると、10 クレジットを無料に入手することができます。これで、小さなサプライヤーでも気軽にシステムを利

用することができます。10 クレジット以上を利用する場合、クレジットを購入する必要があります。 

CDX Licenses のオプションは、カンパニーアドミニストレーターのプロファイルを持つユーザーに対してのみ使

用できます。システム管理-> CDX Licenses にて CDX Licenses 情報を確認することができます。CDX Licenses 画

面は、三つの部分に分けられます。– アカウント, 履歴, 注文: 
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CDX License & Order タブには、企業情報と対応するライセンスに関するさまざまな情報があります。最初の(企

業の)情報は、企業のデータ(名称と ID)と既存のテストライセンスの詳細です。貴社がまだテストライセンスを依

頼していない場合は、"Request Test License "ボタンを押すことで依頼することができます。依頼内容を「は

い」ボタンで確認することで、今後 30 日間はすぐにテストライセンスを有効化することができます。 

>>>  

企業情報の横には、貴社の既存の CDX 材料データシートライセンスや CDX 紛争鉱物申告ライセンスが発注されてい

る場合は、今後の CDX 材料データシートライセンスや CDX 紛争鉱物申告ライセンスについての詳細情報を見ること

ができます。 

 

以下の情報が表示されます。:  

• ライセンス ID とライセンス タイプ (システム生成) 

• ライセンス期間 (from … to …) 

• 残りの日数(アクティブなライセンスの有効期限が切れるまで） 
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• 許可された最大サプライヤー数(データシートライセンスの場合のみ) 

• 現在のサプライヤー数（データシートライセンスの場合のみ） – 「サプライヤーを表示」をクリックすると、

カウントされたサプライヤーが別ウィンドウで表示されます。 

•利用可能なサプライヤー数（データシートライセンスの場合のみ） - 残りのサプライヤー数 

• 今後のライセンス – 貴社のライセンスを表示します。 

CDX License & Order タブの下部は、注文を配置し、CDX 注文プロセスを開始することができるセクションです。 

 

ここでは、必要なライセンス（パッケージ）と支払い方法（請求書またはクレジットカード）を選択することがで

きます。データのプライバシー情報に同意し、 をクリックして注文を送信する必要があります。

プロセスを開始したら、ご注文の依頼を確認してください。 

 

同様に、以下の情報を提供しています。 

 

その後の処理手順に関するすべての情報は、カンパニーアドミニストレーターの E メールアドレスに送信されま

す。 

貴社の完了した注文履歴とすべての注文とその主要情報は、オーダー履歴タブに表示されます。 
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企業固有化学物質リスト 

この機能は、有効な MDS ライセンスがある場合にのみ使用できます。この画面では、企業固有化学物質リストを

すべて見ることができます。カンパニーアドミニストレータープロファイルを持つユーザーのみが、企業固有の化

学物質リストを作成および更新することができます。この機能は、ツリーをナビゲートしたり、データシートを分

析したりする際に便利です。 

 

新規に「企業固有化学物質リスト」を作成するには、システム管理メニューの該当機能を使用し、

をクリックしてください。 

新規作成する「企業固有化学物質リスト」の名称を入力してください。また、バージョン番号や有効期限を入力す

ることも可能です。ID は、リストを保存した後にシステムで生成されます。 

これで、独自の化学物質リストに化学物質の参照先を追加することができます（複数選択可能）。 

 

データシート構造のツリーフィルターを通して、自社にとって特別に重要な物質のために、Where-Used 分析を使

用して全てのデータシートをフィルター、分析するように、自社の化学物質リストを確認することができます。デ

ータシートリクエストにおいて、リクエストされたデータシートに含まれるべき、含まれるべきではない化学物質

を顧客に伝えるために、自社の企業固有化学物質リストを追加することができます。 

単純にリリースすることで、物質リストへのアクセス権を他の企業に与えることができます。画面の左側にある、

 ボタンをクリックして、リストをリリースしたい企業を”追加”してください。 
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新たに作成された企業固有物質リストを保存した際に、追加された企業は、そのリストへアクセスできるようにな

り、物質リストの詳細を確認したり、データシートツリーフィルターの中で使用したりするために企業固有物質リ

ストメニュー内でそれを検索できるようになります。アクセスを無効にするには、リストからその企業を削除して

ください。  

 

注意： 企業固有物質リストがリクエストに追加されると、このリストへのアクセスは無効になります。リストを

見ることは可能ですが、リクエスト中でアクセスすることはできません。 

企業固有の規制 

この機能はカンパニーアドミニストレーターのみが使用することができます。ここで、企業固有規制を検索した

り、追加したり、変更したりすることができます。この機能を使用して、カンパニーアドミニストレーターは、特

に既存の企業固有物質リストをベースにした企業固有規制を作成することができます。企業固有規制は、管理 〉 

企業画面内で表示されます。そこでサプライヤーがそれらの規制に関して提供するべき情報を示すため、企業、組

織を選択することができます。企業や組織のために定義された規制は表示され、サプライヤーが送信先としてその

企業（御社）を追加した時には、データシート受信データ内でサプライヤーにより確認される必要があります。 

企業または組織単位で定義され、適用範囲内にある規制は、サプライヤーが貴社を送信先として追加する際に、デ

ータシートの送信先情報に表示され、サプライヤーによって確認される必要があります。「均質材料」の範囲内の

全ての規制は、チェックが必要です。化学物質が(セミ)コンポーネントの子であり、データシートに「均質材料」

の範囲の規制がある場合、チェックルールは問題を示します。さらに、"均質材料 "に言及する規則がデータシー

トの範囲内にある場合、コンポーネントではなく、材料への化学物質参照を追加することが認められています。 

新たな規制を作成するためには、規制管理メニューを開き、“新たな規制を作成”をクリックしてください： 

 

作成しようとしている新たな規制に名称を入力しなければいけません、もし既存の物質グループ/リストをベース
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にして新たに規制を作成するのであれば、それを選択することができます。その時には対応するボックスを有効に

してください： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 “適用”をクリックしてください。 

化学物質グループ/リストに基づいて新しい規則を作成することを選択した場合、企業固有の化学物質リストを選

択して複数の化学物質を含めるか、または既存のリストを規則にコピーすることができます。既存の規則から新し

い規則を作成する場合は、適切な規則を選択する必要があります。 

新しい規制は規制リストの表に追加され、ダブルクリックで開くことができ、特定の化学物質を追加または削除す

ることができます。規制の詳細タブが表示され、有効期限、バージョン、規制範囲、安全使用説明書などの追加情

報を確認および/または追加することができます。規制の確認と規制の説明、添付書類の確認と追加ができます。 

 

下部の 2 つの「追加」ボタンを使用すると、1 つまたは複数の化学物質、または完全な化学物質グループやリスト

を企業別規則に追加することができます。左の「追加」ボタンを使用すると、化学物質検索画面が表示され、特定

の化学物質を既知のパラメーター（CAS 番号、化学物質名、化学物質グループ/リストなど）で検索し、規制に追

加することができます。右の「追加」ボタンをクリックすると、特定の化学物質グループまたは企業固有の化学物

質リストを名前や ID で検索できる画面が表示されます。追加した化学物質および/またはグループ・リストの制

限、終了日などは、表の項目を右クリックすることで、規制の中で入力することができます。様々な「編集」機能

を使用して、情報や値を追加することができます。 

 

適用除外リストのエリアでは、規制に適用除外を含めることができます。 
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クエリリストエリアでは、"追加"ボタンを使用して、規制にクエリリストとステートメントを含めることができま

す。 

 

使用記述子エリアでは、規制の追加プロパティとして IPC1754 使用記述子を管理することができます。 

  

使用記述子は、規則のオプションのプロパティです。使用記述子を設定するには、使用記述子リストに含まれてい

る必要があります。各規則は 0 ～ N 個の使用記述子リストを持つことができます。各リストには、0 ～ N 個の

使用記述子を含めることができます。現在、物質レベルの使用記述子については、ヘルプメニューから CDX ヘル

プデスクに連絡するか、cdx-servicedesk@dxc.com まで E メールでお問い合わせください。 

適切な "追加"ボタンを使用して使用記述子リストを追加するか、ダブルクリックするか、コンテキストメニュー

(マウスの右クリック)を使用して維持します。 
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上部ペインで使用記述子リストが選択されている場合は、"追加" ボタンまたはコンテキスト メニューを使用し

て、下部ペインで対応する使用記述子を追加または変更できます。 

 

新しい規制を使用する準備ができました。規則一覧タブには、貴社の企業固有の規則がすべて表示されます。すべ

てのバージョンの規制を表示するか、現在のバージョン、将来のバージョン、過去のバージョン（またはそれらの

組み合わせ）のみを表示するかを選択することができます。すべての規則は、コンテキストメニューを使用して、

閲覧、削除、新しいバージョンへのコピー、またはここでリリースすることができます。 
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さらに、すべてのエントリが企業管理画面で利用できるようになり、サプライヤーがどの規則に準拠する必要があ

るか、またその確認が必要かどうかを選択することができます。 

 

規制の論理的な削除(無効化)には、無効化された規制の適用除外やデータシートの構成情報画面での確認の適切な

処理も含まれます。 

CMD 品質プロファイルマネージャー 

この機能はカンパニーアドミニストレーターのみが使用することができます。ここでは、CMD 品質レポートのため

の（既存の）プロファイルを検索したり変更したり、自社のプロファイルを作成したりできます。プロファイルマ

ネージャー画面は、検索 タブや詳細タブがある他の画面と似ています。検索タブでは、閲覧可能な既存の品質レ

ポートプロファイル（自社企業が作成したプロファイルのように、全てのシステムが所有しているプロファイル）

を探し、変更することができます。詳細タブでは、これらのプロファイルの詳細を確認することができます。企業

が所有しているプロファイルは、追加や削除の個々のルールに従って、ここで変更することができます。 

以下のパラメーターを使用して検索をすることができます： 

項目 説明 

名称 情報があればプロファイルの名称を入力してください。 

ID 情報があればプロファイルのシステムが生成した ID をここに入力してください。 

日付 から – まで プロファイルが発せられた期間を設定して検索を絞り込むことができます。  

検索対象 全て、システムが所有している、自社のプロファイルを見たいのであればそれぞれを選択してくださ

い。 

テンプレートバージョン 対応するプロファイル内で見たいテンプレートバージョンを選択してください。 

 

プロファイルの作成 

プロファイルを作成してチェックを割り当てるには、画面右上部の“プロファイルの作成”ボタンを使用してくだ

さい： 
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プロファイルを定義するために、必要な情報を入力してください：プロファイル名（必須）、プロファイルの説

明、ベースとしてプロファイルのテンプレートバージョン。この画面の上部のその他の全ての情報は、システムに

より生成され編集することができません。 

 

ここまでくると、  ボタンを使用して、新しいプロファイルに要求するチェック事項を追加することできます。

別画面が開き、そこで新たな品質レポートプロファイルの内容として様々なルールを選択することができます。そ

れ以上選択することがないのであれば、全ての選択可能なルールが表示されます： 

 

以下の基準によって特別なルールを選択することもできます： 

項目 説明 

名称 情報があればルールの名称を入力してください。 

ID 情報があればルールのシステムが生成した ID をここに入力してください。 

タイプ 以下の条件を選択することができます：要求されている；許されていない；条件付で 

要求されている；条件付きで許されていない；Yes/No – Yes である時; 

Yes/No – No である時;ピックリスト – 同等のテキスト；ピックリスト – 同等でないテキスト 

 

違反クラス 結果となるルールを検索するためだけの以下のクラスを選択することができます：:重大なエラー

（ Fatal）,、エラー、警告、情報メッセージ  
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項目 説明 

重大度 ルールの重大度を検索するためだけの 1 から 9 までの数値を選択することができます（1 = low; 9 

= high）. 

グループ 検索のために特定されたルールのためのグループを選択することができます： Declaration Page 

Part A、Part B、Part C, Cross-タブ、 製錬所リストタブ 

検索対象 システム生成情報、そのルールが作成された場所。 

テンプレートバージョン 対応するルールで見たいテンプレートバージョンを選択してください。 

日付 から – まで ルールが発せられた期間を設定して検索を絞り込むことができます。  

 
品質レポートプロファイルは行いたい多くのチェックを行うことができます。結果テーブル中に要求されるルール

をハイライトして（複数選択が可能）プロファイルを追加するために をクリックしてください。

をクリックすると、結果テーブルから全てのルールがプロファイルに割り当てられます。ルールを取り

除く際には、CMD 品質プロファイルマネージャーの詳細タブ中のチェックをハイライトして、コンテキストメニュ

ーを使用するかプロファイルからそれを“削除する”ためマウスの右クリックを使用してください。 

 

違反クラス“警告”とともに利用可能な全てのチェックのために、カンパニーアドミニストレーターは企業の要求

により、重大度同様に違反クラスを企業所有プロファイル中で変更することができます。これを行うために、テー

ブル中のルールをダブルクリックするか、コンテキストメニューやマウスの右クリックを使用してください。別画

面が選択されたルールについての情報を伴って表示されます。そこで違反クラスと重大度は変更することができま

す： 
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不足分レポートマネージャー 

この機能はカンパニーアドミニストレーターのみが使用することができます。ここではサプライヤーに送られる

CMD 不足分レポートを生成するためのスタンダードテンプレートをセットアップすることができます。不足分レポ

ートマネージャー画面は二つに分かれています。最初の部分“不足分レポートの選択”では、自社でサポートして

いる CMD テンプレートに従って不足分レポートを生成するために、少なくとも 1 つのスタンダード品質プロファイ

ルを定義する必要があります。不足分レポートマネージャー内で、この部分は修正されるのみになります。  

次の部分“情報の送信”では、以下のような送信情報を事前定義することができます。  

• 初期レポート言語 

• そのレポートが送られる、to と cc の E メールアドレス 

• 返信先となる担当者名と E メールアドレス 

• 題名（代用語として含まれる、システム側が作成する情報、例、CMD 名称、要求企業等） 

• レポート言語 

• メールヘッダー （ここにも代用語を含めることができます、例、CMD 名称、要求企業等） 

• フッターテキスト 

 

“情報の送信”エリアで提供される情報は、全ての不足分レポートに初めは含まれています。そして、送信前に不

足分レポートにそれらは記載することが可能です。与えられた情報は、画面の右下部にある  ボタン

を使用して見ることができます。  

 

組織レポート 

組織を正しく使用するために、それぞれの組織にはユーザーが割り当てられていなければいけません。その組織に

割り当てられているユーザーのみがその組織宛に送られたデータシートを閲覧し、承認し、拒否することができま

す。組織レポート画面では、ユーザーが割り当てられていないが作成されたり、受信されたデータシートがある組

織を表示したりします。 

システム管理 > 組織レポートのメニューでは、ユーザーの割り当てがない組織を確認することができます。 
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カンパニーアドミニストレーターは、組織に割り当てられているがまだ処理されていないデータシートを定期的な

確認する必要があります。サプライヤーがデータシートをユーザーが割り当てられていない組織に送信した場合

は、誰もそれを受信したと気付きません。これは組織に割り当てられているユーザーのみしか、組織の受信ボック

スを見ることができないからです。必要であれば、そのレポートを印刷してください。 

 

統計 

CMD 固有統計同様に、データシート統計メニューでは、カンパニーアドミニストレーターが、特定の期間など、以

下の表にある条件に沿ったデータシート数を調べることができます:  

項目名 説明 

全ての組織 このチェックボックスにチェックを入れると、自社の全ての組織のデータシート統計を見ることができ

ます。 

組織 「全ての組織」にチェックが入っていない場合に限り、特定の組織を選択でき、選択した組織に割り

当てられたデータシート数を調べることができます。 

期間 期間でデータシート数を区切って結果を表示させます。 

ソース CMD や CMD リクエストのために統計日付を見たいのであれば選択してください（CMD 固有統計

でのみ使用可能）。 

検索対象 受信、送信、自社データシートのうち、どのデータシートや CMD の統計日を調べたいかを選択する

ことができます。 

 

検索結果の表には、選択した組織に割り当てられたデータシートの数を、以下のステータスに分けて表示します: 

承認済み / 未開封 / 編集中 / 拒否 / 送信者による取り消し 

 

CMD リクエストのための情報は、以下の状態で表示されます：受信済、CMD 添付済、承認待ち、完了、拒否、削

除、リクエスト合計、リクエスト遅延 
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CDX の使用ヘルパー 
CDX での作業を支援する利用可能なツールがいくつかあります。  

MDS Queue and Collection Manager(QCM) 

MDS Queue and Collection Manager（ ）はデータシートおよび入力依頼を整理するために非常に有用です。各

ユーザーは、自分自身のディレクトリ構造を持つことができます。データシート、入力依頼とディレクトリをディ

レクトリの間に動かしたり、コピーしたりすることができます。データシートとデータシートの入力依頼の総量は

ディレクトリ名の後ろのカッコ内に表示されています。（これはディレクトリ内のデータシートと入力依頼が含ま

れます）。データシートと入力依頼をダブルクリックで開くことができます。 

データシート、入力依頼とディレクトリの移動は、ドラッグ＆ドロップすることによって行われます。ユーザー

は、データシートを動かす代わりにキーボードの「Ctrl キー」を押しながらドラッグ&ドロップでデータシートの

コピーを作成することができます。ここでの”コピーの作成”は、データシートと入力依頼を物理的にコピーする

ではなく、ただ他のディレクトリにそれらへの第二の「リンク」を作成することを理解することが重要です。まだ

ディレクトリに移動されていないデータシート（自社データと承認済みデータ）と入力依頼（自社データと受信ボ

ックス）は常に「割り当てられていない」ディレクトリにあります。 

まず、ディレクトリを追加しましょう。ツリーのトップに右クリックし、追加ボタンを選びます。 

 

自宅の PC の操作方法と同じく、"割り当てられていない"フォルダから適切なフォルダにデータシートを移動する

ことができます。CTRL キーを押しながら複数以上のアイテムを同時に選択することができます。そして、選択し

たアイテムを適切なフォルダにドラッグ&ドロップします。 

さらに、'Queue Management'と呼ばれる別の静的なフォルダがあります。このフォルダには 'SCIP submissions' 

フォルダと'IMDS インポート' フォルダが含まれています。 

 

SCIP Submission 
SCIP Submission フォルダには、他の複数のフォルダを含めることができます。フォルダ名は、異なる SCIP 

Dossier アップロードの作成時間を表しています。SCIP Submissions というディレクトリの子フォルダをクリッ

クすると、下図のような画面が表示されます。 

 

「詳細」では、表の上に以下のように表示されます。 
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• SCIP Submission アップロードジョブを開始したユーザーのユーザーID 

• ジョブのステータス 

ジョブをキャンセルまたは再開するためのボタンです。これらのボタンは、カンパニーアドミニストレーターと

SCIP Dossiers をアップロードしたユーザーにのみ表示されます。 

「日付ごとにキューエントリを削除」ボタンをクリックすると、以下の画面が表示されます。ユーザーは、14

日、3 ヶ月、または 6 ヶ月以上前のエントリをすべて削除するかどうかを決定できます。さらに、ユーザーは独自

の日付を使用することもできます。  

「OK」ボタンをクリックすると、以下の画面が表示されます。 

 

• この画面を確認すると、エントリが削除されます。 

• また、選択したエントリをQCMから削除することもできます。選択したエントリ（データシート）の上で右クリ

ックし、「キューエントリを削除」をクリックします。このボタンをクリックすると、本当にエントリを削除し

てよいかどうか、ユーザーはもう一度確認されます。（上図参照） 

 

重要：削除されるのは、プロセスモードではないエントリ（作成ステータスが「開始」または提出ステータスが「

保留」）のみとなります。 

SCIP の作成や提出に失敗した場合は、関連する行をクリックすることで「ジョブの再起動」ボタンが有効になり

ます。 

検証レポートが利用可能な場合、関連する各提出物の「提出状況」列に「ECHA 検証レポート」というリンクが用

意されています。 

このリンクをクリックすると、ECHA によって生成されたすべての検証メッセージを示す別のダイアログが表示さ

れます。 
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IMDS Import 
IMDS Import フォルダには、「スケジュール」と「非スケジュール」の 2 つのフォルダがあります。カンパニーア

ドミニストレーターは、IMDS インポート画面を使ってインポートジョブを作成することができます。(データシー

トのインポート/エクスポート) 1 つのジョブは、1 回(非スケジュールフォルダ)または日次/週次(スケジュールフ

ォルダ)で実行することができます。一度だけ実行される全てのジョブは、実行日時が含まれた新しいフォルダに

作成されます。スケジュールされたジョブには、バッチ ID を含む日次または週次というサブフォルダがありま

す。すべての実行結果は、日次/週次フォルダの異なるサブフォルダに表示されます（下図参照）。 

 

日次/週次フォルダの詳細セクションは、下図のようになります。ステータスは、そのジョブの全体的な状態を表

します。日次/週次フォルダ内の日付/時刻フォルダをクリックすると、この明示的なアップロードのステータスが

表示されます。  

 
 

ジョブ情報には、そのジョブのすべての検索パラメータに関する情報が含まれます。また、カンパニーアドミニス

トレーターはジョブを削除することができます。 
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QCMの各IMDSインポートバッチで、ユーザーはIMDSからデータをインポートするために必要な最初に与えられたIMD

Sアクセス資格(ユーザーID、パスワード)を「IMDSアクセス資格の変更」ボタンを押して変更することができます

。このボタンをクリックすると、ユーザーはIMDSシステムで検証される有効なユーザーIDとパスワードを入力する

よう求められます。検証が正常に済んでから「資格の変更」ボタンを押して変更を行ってください。 

 

O 
 
通常は下図のように、インポートされた、またはインポートする必要があるすべてのデータシートが詳細に表示さ
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れます。 

 
 

クリップボード 

クリップボード機能は、材料データシート、化学物質と入力依頼のデータを保持し、簡単に再利用することができ

ます。たとえば、頻繁に使用される材料は、異なる材料データシートに再利用するために、クリップボードに保持

することによって便利になります。 

初めて CDX にログインするとき、メニュー -> 機能 -> クリップボードを選択し、以下の画面の右側が表示されま

す: 

 

次回 CDX にログインしたら、クリップボードの内容は前回ログインしたときのままです。つまり、よく使っている

データを検索せずに簡単に再利用することができます。 

クリップボードを使わないとき、クリップボード画面の左下の矢印ボタン をクリックしたら、クリップボード

画面をたたむことができます。  

クリップボードのデータを全て削除するとき、全て削除ボタン をクリックします。  

ツリー検索 

この機能を使用すると、ツリー内のノード(データシートの場合)や製錬所(CMDの場合)を見つけることができま

す。この機能は、データシートまたは CMD の詳細画面で作業しているときに、 をクリックすることで有効にな

ります。以下のようなウィンドウが開きます。 
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ツリーをテキスト検索することができます（テキスト検索を使用する場合は、ワイルドカード検索を使用すること

をお勧めします）。また、名称、番号、データシート ID、ノード ID、または CAS No.（データシートの場合）、

金属、名称、国名、製錬所 ID、またはタイプ（CMD の場合）をツリー内で検索することもできます。これは、構

造体に複数のノードがある場合に非常に便利です。 

 

化学物質グループ 

特定の化学物質があなたの製品に報告されている場所（例えば RoHS 指令、REACH、GADSL など）を知る必要があり

ます。1 つずつ検索を行うことができますが、これはかなり面倒で時間がかかります。そのため、CDX は、複数の

化学物質グループを実装しました。これらの化学物質グループは、化学物質の検索、ツリーフィルター、および

WhereUsed 分析で使用されている。新しいグループは頻繁に追加されていくので、ここでは、グループについて詳

しく説明しません。以下はよく使われているグループです: 

• Conflict Minerals 

• GADSL: Declarable 

• GADSL: Prohibited 

• HKC Relevant 

• Rare Earth Elements and their Compounds 

• REACH SVHC 

• RoHS 

ツリーフィルター 

ツリーのフィルターを使用すると、ツリー構造内の特定のグループ内の物質を見つけることができます。たとえ

ば、ツリー構造内の全ての RoHS 指令の化学物質を見たいとしましょう： 

 

まず、全体のツリー構造を展開する必要があり、その後は、Global Substance Lists（初期値）からのグループ

RoHS 指令を選択し、 RoHSグループ化学物質は、以下のように赤で表示されます: 
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自社の企業固有化学物質リストや。リストにアクセスする検眼がある企業から何らかの固有リストを使用すること

ができます。初期に設定されている“Global Substance Lists”に代わって“企業固有化学物質リスト”をフィル

ターに選ぶと、ツリーフィルター内に使用可能な企業固有化学物質リストが表示されます。 

検索結果の設定 

ユーザーは、自分のニーズに合わせて任意の検索結果を設定することができます。ここでは詳細を説明しませんが、

すべての検索結果は同様に動作します。「表示」をクリックすると、結果テーブルのどの列がどのような列になっ

ているか、その順序を変更したり、特定の列でソートしたりすることができます。表示からフィールドを削除する

には、そのフィールドをクリックします (フィールドを追加するには、再度フィールドをクリックします)。検索結

果画面で特定のデータシートを右クリックすると、実行している検索の種類に応じて別のオプションが表示されま

す。 

検索結果のエクスポート 

ユーザーは、 が表示されている検索結果をエクスポートすることができます。ほとんどの場合、

この機能には有効なデータシートまたは CMD マネージャーライセンスが必要です。これはカンパニーアドミニス

トレーターがシステム管理 > CDX ライセンスメニューで注文することができます。エクスポートされたデータは、

結果テーブルのビューと同じ言語（およびソート順）で表示されます。アイコンをクリックすると、次のアクショ

ンを決定できる以下のような領域が開きます。 
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企業固有エンハンスメント 

サプライヤー部品番号送信先 

一部の企業では、サプライヤーからサプライヤー部品番号(内部番号)を要求されます。CDX は、サプライヤー部品

番号送信先(SPNR)としてマークされている企業のために、部品番号を表示することで、この要求をサポートしてい

ます。 

サプライヤーからサプライヤーの部品番号が必要な場合は、ヘルプメニューから CDX ヘルプデスクに連絡するか、

電子メールで cdx-servicedesk@dxc.com に連絡して、サプライヤー部品番号送信先として登録してください。 

サプライヤーがデータシートを作成し、SPNR マークの付いた企業を送信先に追加すると、サプライヤーの部品番

号が構成情報タブから送信先情報タブの「転送情報」にコピーされます。サプライヤー（データシート作成者）は、

自動的に記入された番号を削除するか、または番号を追加することができます。 

送信先企業の場合、サプライヤー部品番号は送信先情報の転送情報に表示されます。 

ボッシュグループ – 固有拡張機能 

ボッシュグループに納入を行う企業であれば、以下のエンハンスメントに注意しなければなりません： 

ボッシュサプライヤー登録 

ボッシュ社のサプライヤー企業は、SupplyOn portal を通して CDX 内で登録される必要があります。CDX に

SupplyOn ID を持った企業のみが、登録したデータの送信先としてボッシュ社を追加することができます。そうで

ない企業は以下のようなエラーメッセージを受け取ることになります：登録されたボッシュのサプライヤーだけ

が、データをボッシュに送信することが許されます。ボッシュの取引企業で SupplyOn ID （管理 〉 企業 メニュ

ーでカンパニーアドミニストレーターは詳細を確認することができます。）を持っていないのであれば、ボッシュ

に連絡するようにしてください。 

顧客により提供されたデータシート 

プロセスを合理化するために、ボッシュグループのユーザーは自社のまたはサプライヤーから受け取ったデータシ

ートを公開することができます。サプライヤー企業は自社のデータシート内に、これらの“顧客により提供され

た”データシートを使用することができます。全てのボッシュサプライヤーは、そのようなデータシートを検索す

るために以下の画面で、追加項目を使用することができます：データシート検索、部品、セミコンポーネント、材

料検索 

 

同一階層申告 

ボッシュグループに対して、データシートを同一階層で申告したいのであれば、データシートの添付エリアにより

多くの情報が含まれた最低でも 1 つのドキュメントを追加しなければなりません。ドキュメントが添付されていな

ければ、送信も公開もすることができません。  

部品 / アイテムナンバー 

ボッシュグループへのサプライヤーは受信データ内に、単一の番号ではなく、幅がある番号の特別な部品/アイテ

ム ナンバー項目を挿入することができます。以下が例です：  
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   >    

入力される値は、1-10 桁の英数字（上限値、下限値定義するため）で 3 桁の数値が続きます。“a-z”、“A-Z”

そして”0-9”以外の入力は許されていません。 

入力された数値の幅はシステムによってチェックされます。誤った数値を入力した際には、エラーメッセージが表

示されます。 

規制 

ボッシュは固有の規制を順守するようにサプライヤーに要求しています。正式には、N2580 テンプレート情報が使

用され、現在 CDX では要求されています。部品や材料データシートを作るために、ボッシュのサプライヤーは“規

制ウィザード”を使用することが求められており、その中でユーザーはいくつかの規制と要求される要求情報に対

応するようにガイドされます。 

企業固有の規制 

データシートの受取先としてボッシュを追加すると、受信データの中で“企業固有”セクションを見ることになり

ます。そこでは企業固有規制が埋められなければなりません：  

 

企業別規制の質問にお答えください。： 

• 規制に準拠していますか？- はい / いいえ / 製品に影響はありません 

• 関連データを提供しましたか？- はい / 申告義務はありません / その他の申告フォーマットを使用しています 

 

1 つでも回答がなされないと、チェックルーチンがエラーメッセージを返すことになります、そして、そのデータ

シートをボッシュに送信/公開することができなくなります。 

規制物質概要 

ボッシュ固有規制に関する物質についての詳細情報は、機能 > 規制物質概要 メニューで確認することができま

す。“企業固有”と代表企業（Bosch）を選択してください。“規制”ドロップダウン項目の中で、全ての選択可

能なボッシュ固有規制は選択することができます。結果テーブルでは、規制登録日、規制値、終了日と同様に、名

称、CAS No、EU-Index、 Einecs-No、ノード ID、別名、 D/P （要申告 / 禁止）を伴って選択した規制に関連す

る全ての物質が表示されます： 
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 ボタンを使用して、表示されているおのおのの規制の結果を MS Excel にエクスポートすることもで

きます。 
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CDX セキュリティ 
次のセクションでは、外部侵入に対するシステムの保護とアプリケーション内に認可されたデータアクセスしかで

きないメカニズムです。 

物理セキュリティ   
CDX コンピューターは DXC のサービス マネージメント センター （SMC） 内で管理されます。DXC の SMCはサーバ

ーの物理的な安全性を保証し、適切なインフラ（ネットワーク可用性、システム障害対策）を提供します。許可さ

れている人員（オペレーティング管理者およびシステム管理者）のみが同機器へのアクセス権を有し、オペレーテ

ィング システムの物理的な操作や機能的な障害を不可能なものとしています。 

オペレーティングシステムセキュリティ   
CDX システムは UNIX オペレーティング システムを使用しており、オペレーティング システムレベルにおけるア

クセスは DXC の管理者にのみ許可されます。DXC の標準的プロセスにより、システムへの外部アクセスに対する防

御は確実です。 

データベースセキュリティ  
IMDS システムは Oracle データベースを使用しており、同データベースへのアクセスは、システム管理者およびデ

ータベース管理者にのみ許可されます。 

ネットワークセキュリティ 

ネットワークセキュリティでは、3 つのレベルで検討する必要があります：ファイアウォールセキュリティ、デー

タ転送とウェブアプリケーションサーバー。 

ファイアウォールセキュリティ 

ファイアウォールは、二つのネットワークの間でアクセスを制御するシステムです。ファイアウォールは、2 つの

メカニズムを使用しています: データを拒否することとデータフローを有効にすることです。ファイアウォール

は、公衆ネットワークから内部ネットワークおよび非公開ネットワークを保護し、同時に、通信用のフィルターと

して機能します。この場合、ファイアウォールは、潜在的侵入者や保護する必要なデータの間の第一バッファとし

て機能します。CDX システムへの全てのアクセスがログに記録され、分析することができます。 

データ転送 

CDX システムは、暗号化された HTTPS データ転送プロトコルを使用しています。データが適切に暗号化されている

場合のみ、インターネット経由でデータを安全に伝送することが保証されます。HTTPS の暗号化は、三つの効果が

あります：1）リモート認証（あなたが本当に www.cdxsystem.com にアクセスすることを確認してください）2）誰

もデータを読み取ることがないことを保証します。3）全てのデータ操作の監視（ハッシュコードで）。 

ウェブアプリケーションサーバー 

選択した J2EE サーバーは、保護と可用性の機能を提供することにより、システムを保護する別の手段を提供しま

す。  

アプリケーションセキュリティ  
IMDS を利用するサプライヤー各社は、IMDS 内でユーザー登録を行う必要があります。ユーザー登録を行うと、パ

スワードを取得できます。このパスワードは 90 日毎、またはパスワードリセット機能を用いたパスワードリセッ

トが行われた後に変更する必要があります。 

パスワードは、前回使用したパスワードと異なっている必要があり、8～12 文字（大文字・小文字）の間で、少な

くとも数字を 1 桁含んでいなくてはなりません。また、パスワードは大文字と小文字を区別します。入力可能な文

字は ISO-8859-1 で指定されている文字です。      
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これらの方法を用いて、ユーザーID およびパスワードを取得しているユーザーのみによる IMDS アクセスが保証さ

れます。 

個々に設定されたユーザーの権限により、アクセスできる Web のエリアや/またはデータが設定されています。特

定のプロファイルを有するユーザーのみ、同アプリケーションにおいて一定の機能を実行することができます。

（ユーザープロファイルを参照してください） 
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CDX – アドオンーサービス 
CDX システムを提供することに加えて、DXC は、お使いのコンプライアンスへの取り組みの技術をサポートしま

す。CDX に関する全ての追加サービスの詳細については、当社のインターネットページ上でご覧ください：

www.cdxsystem.com 

プロジェクトサポート 

DXC は、ベスト・プラクティス・プロセスとデータ統合を取り巻くソリューションの設計と実装に関して CDX ユー

ザーをサポートするために、統合およびコンサルティングサービスを提供しています。 DXC は、CDX システムを使

用する際にデータ準備、入力、レポートなどにかかわるコストと労力を最小限に抑えることができます。 

CDX ウェブサービス 

CDX の Web サービスを使用するには、貴社は、最小 1 つの注文をする必要があります。当社の注文の価格設定スケ

ジュールの説明について CDX 情報ページ > CDX システム> からを参照してください。 

CDX Web サービスの転送プロトコルは、HTTPS となります。このように、Web サービスクライアントは、事前定義

された URL への HTTPS 要求を送信し、HTTPS 応答を期待します。基本的な通信フォーマットは XML です。メッセー

ジコンテンツフォーマットのための XSD が定義されるべきです。（利用可能の DTD は、適切なツールを使用し XSD

に変換することができる）。Web サービスの実装テクニックは SOAP です。 

ウェブサービスは大きく二つのカテゴリーに分けられています：ダウンロードサービスとアップロードサービ

ス。この二つの基本的な違いは以下のとおりです。アップロードサービスは、クライアントからサーバーにドキュ

メントを転送し、入力がどう処理されたに関する情報を含む応答ドキュメントを受け取ります。（成功した場合、

新しく作られたエンティティの情報が表示されます。失敗した場合、エラーの説明が表示されます）ダウンロード

サービスについて、クライアントは単にサーバー上からダウンロードできるファイル（このファイルは URL を通じ

て転送することができます。）を指定したり、要求したドキュメントを受信したり（成功した場合）、それとも、

エラーメッセージを受信したりします（要求したファイルが存在しないか、それとも転送できない場合）。 

このサービスのユーザーマニュアルは、CDX 〉 ヘルプ 〉 CDX ウェブサービスマニュアルか、CDX の情報ページか

らダウンロードすることができます。 

アップロード 

アップロードは、バッチ方式で処理されます。アップロードは、非同期 Web サービスとして動作することを意味し

ます。サーバーにファイルをアップロードした後、クライアントがサーバーに到達したファイルに関するメッセー

ジが表示されます。（例"ジョブが承認されました。"）アップロードファイルが処理された後にクライアントがシ

ステムにアクセスして、ファイルの処理に関するメッセージを表示することができます。 

ダウンロード 

ダウンロードに関連するいくつかのファイルがユーザーの社内システムで動作することができます。ダウンロード

は全ての企業（コアデータ）に共通のファイルは、固定の時間（サーバー時間の深夜）に作成されます。コアデー

タの最新バージョンのみがいつでも利用できるようになります。  

同社の特定のファイルは、要求に応じて生成されます。最後の世代のタイムスタンプは、企業テーブルに格納さ

れ、次の会社のダウンロード要求の出発点になります。ファイルに入れるデータの量によっては、ファイルの生成

には、使用者が少ない週末に延期されることがあります。生成されたファイルは、30 日間システム上に残りま

す。  

http://www.cdxsystem.com
http://www.cdxsystem.com/
http://public.cdxsystem.com/web/cdx/systinfo


 
 
 

 207  CDX User Manual – Version 7.6 / November 2021 
 

CDX – 基本情報 
次のセクションでは、CDX システムに関する基本的な情報が含まれています。 

CDX の使用条件 

CDX データの任意の使用を排除するために、全ての CDX ユーザーが最初のログオン時に CDX 使用条件に同意する必

要があります。使用条件は、CDX のログイン画面のリンクから入手できます。 

CDX に対応するブラウザバージョン 

以下のブラウザはテストされ、CDX の全ての機能を付与されています。下記に記載されていないバージョンでは、

十分にテストされていません。 

• Microsoft Edge (現在のバージョン)  

• Mozilla Firefox （現在のバージョン）  

• Google Chrome （現在のバージョン） 

ただし、CDX の機能のほとんどはこれらのブラウザで動作するはずです。明示的にマイクロソフトの Internet 

Explorer（IE）11 またはそれ以前のバージョンでは、CDX アプリケーションの使用から除外となります。 

CDX アプリケーションでサポートされている全てのブラウザのバージョンは、CDX システム→リリースノートで（

www.cdxsystem.com）掲載されています。  

言語 

CDX では項目名、メニュー、ボタンなどの表示言語を以下の中から選択することができます: ドイツ語、英語、ス

ペイン語、ポルトガル語、フランス語、ロシア語、日本語、韓国語、中国語。ただし入力される値は全て英語で

す。ユーザーが入力した文字列がシステムで翻訳されるという事はありません。 

表示される言語は、基本的にはログイン前に選択します。また、ブラウザの設定でポップアップを表示できるよう

にしてください。また、ユーザーマニュアルは PDF ファイルでブラウザ上に表示されます。オンラインヘルプは英

語のみ対応しています。 

60 分インアクティビティ自動ログアウト 

全ての CDX のユーザーにシステムの可用性を保証するために、CDX のどのアクションも実行しないユーザーは、自

動的に 60 分後にログアウトされます。 

アイテムの選択 

検索結果などで表示されたアイテムをダブルクリックすると、そのデータの詳細が表示されます。また右クリック

でも編集/閲覧を選ぶことができます。 

色が薄くなったアイコン/記号 

構成情報画面に表示されるツリーで、ノードを表しているアイコンの色が薄くなっている時は、その参照データシ

ートが削除されたことを表しています。 

化学物質 

化学物質は、コンポーネント、セミコンポーネント、または、材料と同じように作成することができません。必要

な化学物質が見つからない場合は、特定の物質を探索するための CAS 番号のようなユニークな識別子を使用してく

ださい。あなたがリストに物質を追加する必要がある場合、機能メニューにある化学物質リクエスト機能を使用し

てください。 
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ネットワークパフォーマンス指標  

CDX を使用するための PC のインターネットアクセス量は、1 つの ISDN 容量（64キロビット/秒）に標準化されて

います。システムはゆっくりと動作するように表示された場合、これは、いくつかの要因があります。（例えば、

自社のインターネット接続やインターネットサービスプロバイダのインターネットサーバの性能）パフォーマンス

をテストするには、CDX ではシステムで実行できるセルフテストを提供します。分析の結果では、比較値を見るこ

とができます。  

ネットワークパフォーマンステストは、[ヘルプ]メニューの「ネットワークパフォーマンス指標を、「クリックし

て、ログイン後 CDX で見つけることができます。結果はブラウザでお使いの PC のネットワークのパフォーマンス

が含まれています。 
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CDX 内のチェックルール一覧 

データシートや CMDで説明したように、ツールバーの ボタンや、データシート/CMDメニューのチェック機能を

使えば、いつでも構造をチェックすることができますが、送信や全送信の前にチェックすることも必須です。入力

された質量、数量、公差、リサイクル情報、材料分類、構成情報の有効な状態、誤った構造、サプライヤーや送信

先情報画面でのデータの欠落など、ツリー構造の様々な項目の妥当性チェックに加えて、システムは、規制の範囲

に応じて、データシートに添付された化学物質ごとに、規制ごとに数回のチェックを実行します。 

データシートの規制チェック（注：大文字の単語は実際の値のプレースホルダです）: 
• 化学物質の期限をチェックするとき、P/E フラグ対象化学物質の場合、確認日が">"以降にある場合は、ユーザ

ーに“A due date for SUBSTANCE is given under REGULATION. Please observe”という情報メッセージが表示

されます。 

• 化学物質の期限をチェックするとき、P/E フラグ対象化学物質の場合、確認日が"<"以前の場合は、ユーザーに

“SUBSTANCE is not allowed beyond DATE under REGULATION”という情報メッセージが表示されます。 

• 閾値をチェックするとき、均質の材料/セミコンポーネントまたはコンポーネントであれば、規制範囲内での化

学物質の実際の含有率を計算します。次に、規制で定義されている化学物質の閾値と比較します。閾値に達した

場合、または閾値を超えた場合は、ユーザーに“The calculated amount for SUBSTANCE under REGULATION 

exceeds the threshold of LIMIT VALUE” という情報メッセージが表示されます。 

• 適用除外の有無をチェックするとき、P/E フラグ対象化学物質に適用除外が必要なのに適用除外が設定されてい

ない場合、ユーザーに“Please check for REGULATION, an exemption is required for SUBSTANCE as it is 

marked as exempted.” という情報メッセージが表示されます。 

• 使用記述子有無をチェックするとき、使用記述子が設定されているが、P/E 対象化学物質の使用記述子が設定さ

れていない場合、ユーザーに“Under REGULATION a use descriptor may be required for SUBSTANCE.”という

情報メッセージが表示されます。 

 

履歴 ルールチェック: 
上記のルールは、社内送信されたデータシート（2018 年 10 月 CDX リリース 6.0 ロールアウト後に確定したすべて

のデータシート）に対して、社内送信時に範囲内にあった規制に対して実行することができます。 

ユーザーは、規制ビューを「Current」から「社内送信」に切り替え、ボタンを押す必要があります。 
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用語説明 
このセクションでは、CDX システムで使用されている一般的な用語を示しています。 

100% 宣言 

各データシートは、データシートの全ての部分が含まれている化学物質によって定義されなければならないことを

「100％宣言」と定義することができます。 100%宣言のために同じレベルのノードや参照データシートの総重量が

100％未満、または親ノードの下のノードやデータシートの合計が親ノードの総重量より少ないことは許されませ

ん。 

化学物質 

化学物質は、自然な化学元素や作られた化学の組み合わせです。その安定性を維持するために必要な全ての化学薬

品が含まれます。その安定性を低下させません、かつメイクアップを変えずに材料から分離することができる溶媒

を除外します。 データシートが、「100％で宣言」として定義されている場合、データシートをリリースするため

に、ツリー構造の最上部からの全てのパスが順番に化学物質で終了しなければなりません。 

CMD （Conflict Minerals Declaration） 

CMD は、グループ内の紛争鉱物がどこから来たかを示すサプライチェーンに沿って渡された情報です。現在紛争鉱

物として定義されています：タンタル（Ta）、錫（Sn）、タングステン（W）、及び金（Au）。  

CMD リクエスト 

この機能使用することで、CMD の受領者が“プル”プロセスをサプライヤーと行うことができるようになります。

CMD の受領者は、CMD リクエストの中で、テンプレートバージョン、申告範囲や CMD の期限日といったような期待

しているデータ特質を指定します。CMD サプライヤーはリクエストの指定に合致した CMD を添付することになりま

す。 

コンポーネント 

コンポーネントとは組み立てコンポーネントと同じものです。1 つのコンポーネントは複数の異なったコンポーネ

ント、セミコンポーネント、材料から成り得ます。 

香港条約 

（HKC, Hong Kong International Convention for the Safe and Environmentally Sound Recycling of Ship） 

HKC は、船舶のリサイクルを規制する国際条約です。 HKC は船に関しては、バーゼル条約を置き換えることを意図

しています。現在、解体された船はバーゼル条約の観点から、廃棄物と考えられています。これは船舶のリサイク

ルに関連する要求事項を実行不可能につながります。 

したがって、IMO 条約につながる香港会議を開催しました。これは、2015 年に発効すると考えられています。 HKC

の一部は、船を動作させたり、解体の対象になったりすることができるようになるの認証を達成するために、サプ

ライチェーン全体での懸念物質を文書化するための要件です。 CDX は基本的には産業が HKC から生じる要件に準

拠することを可能にするツールです。  

（材料宣言、SDoC をご参照ください。）  

詳細については、http://www.imo.org/about/conventions/listofconventions/pages/the-hong-kong-

international-convention-for-the-safe-and-environmentally-sound-recycling-of-ships.aspx  

および http://ec.europa.eu/environment/waste/ships/pdf/Convention.pdf を参照してください。 

IPC1754 (Class E, F, G) 

IPC 1754 規格のデータは、3 つの異なるクラスで表現することができます。E、F、G です。 

E は、いわゆる「製品に関する記述」の略です。このクラスは、製品中の単一化学物質/化学物質グループを報告

するものではなく、製品に関する一般的な記述を行います。一般的なステートメントは、いわゆるクエリリストに

よって形式化されています。一例として、IAEG®によって提供されている AD-DSL(Aerospace and Defence 

Declarable Substance List)があり、"お使いの製品には放射性物質が含まれていますか？"や "お使いの製品に

AD-DSL で言及されている物質を使用していますか？"といった質問をカバーしています。回答は事前に定義されて

おり、"Yes"、"No"、"Unknown "のいずれかになります。 

http://www.cdxsystem.com
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F は、いわゆるパーシャルマテリアル宣言（PMD）と呼ばれるもので、AD-DSL のようなリストで定義された宣言可

能な物質のみを報告することをサプライヤーに要求します。 

G は、AD-DSL のような参照リストでカバーされていない物質はプレースホルダに集約されることがありますが、物

質の全質量を報告するためにサプライヤーを必要とする完全な物質開示（FMD）です。 

CDX は 3 つのクラスすべてをサポートしていますが、クラス E をインポートすると、サプライヤーと依頼者の情報

だけの空のデータシートになります。 

材料 

全てのユーザーがデータシートを入力する必要がありません。実際に材料の組成の内容に詳しい製造する会社のユ

ーザーがデータシートを記入したほうが良いです。公共規範や標準に製造された材料では、標準のデータシートが

用意されています。全ての材料は、公共規範または標準に製造され、全ての公共の規範や基準は 100％に、材料の

化学物質を記載しています。 

材料宣言（Material Declaration） 

材質宣言は、香港条約の要件に固有のもので、データシートの特別報告です。 CDX のデータシートは、ERVESIS

プロジェクトの調査結果から生じる、ドイツ船級協会が提案した材料宣言のフォーマットに直接に適応できます。

材料宣言は造船産業のための特別報告書です。 （SDOC をご参照ください。） 

 

データシート（Material Datasheet） 

データシートは、論理データ・ユニットであり、製品の完全な情報パッケージを構成しています。 データシート

は、トップノードとそのサプライヤーおよび送信先に関する割り当てられた情報で構成されています。一番上のノ

ードは、異なるノードまたは他のデータシート、または物質への参照を含むことがあります。データシートは、バ

ージョン管理の対象となります。データ変更があった場合、MDS 新しいバージョンが生成される必要があります。

バージョンが送信され、受け入れられ、またはリリースされた場合には、データシートに変更を加えることができ

なくなります。 

入力依頼 

この機能は、データシートの送信先との「プル」プロセスを開始することができます。データシートの送信先は、

名前、製品番号または入力依頼中のデータシートの締切日と予想される特性を指定します。データシートのサプラ

イヤーは、既存のデータシートを追加したり、それとも単純に要求された仕様に合致するデータシートを作成する

ことができます。 

ノード 

ノードは、MDS のツリー構造内に作成された要素です。これは、含むデータシートの内部で使用できますが、参照

データシートのように処理されます。参照されたデータシートとは異なり、ノードの内容を変更することができま

す。 

パスワード 

インターネットに接続したコンピューターは簡単に居場所をつきとめることができます。したがって、ご自身のシ

ステムを守ることは極めて重要です。CDX では、パスワードは最低でも 8 桁必要で、最低 1 文字以上は数字でなけ

ればなりません。また小文字、大文字、数字を混ぜて使うべきでしょう。新しいパスワードは、「新パスワード」

ボタンを使用するか、カンパニーアドミニストレーターがユーザープロファイルの「PW リセット」ボタンを使用

することにより生成されます。パスワードは当該 ID に登録されている E メール宛てにしか送信されません。複数

人で同じ ID を共用すると、使用条件に違反するだけでなく、こうした点でも不都合が発生します。 

REACH-SVHC （高懸念物質） 

CDX では、SVHC 候補リストに含まれる全ての物質は「SVHC」物質リストの一部です。このリストを使用してユーザ

ーが含まれている REACH-SVHC のためのデータシートの構成情報を検索することができ、REACH-SVHC を検索した

り、Where-Used 分析画面にて REACH-SVHC が含まれたデータシートを分析することができます。 

参照 

参照は、他の場所で作成された公開または受け入れられた後のツリー構造（最上位ノードの下や木の子ノードの下
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のいずれか）に装着されているデータシートへのリンクです。 

SCIP データベース(Substances of Concern in Products Database) 

改正された廃棄物に関する欧州委員会（EC）指令（廃棄物フレームワーク指令）では、EU のすべての製品の製造

者と輸入者は、REACH 候補リストの 0.1% w/w 以上の物質を含むすべての成形品と複合製品の製品登録情報を、集

中管理された物質データベース、いわゆる SCIP データベースに入力することを要求されています。SCIP データ

ベースは、この製品および懸念物質情報を収集・管理し、廃棄物処理業者および消費者が要求に応じて情報にアク

セスできるようにします。この情報は、有害化学物質の汚染をさらに減らし、循環型経済を促進することを目的と

しています。SCIP は基本的に REACH 第 33 条施行スキームの一部であり、EEA 向けに製造または輸入する企業は、

2021 年 1 月 5 日から SCIP Dossier をこのデータベースに提出することが義務付けられています。CDX は SCIP 文書

の提出をサポートしています。 

SDoC （適合サプライヤー宣言） 

これは香港コンベンションの要件に基づいて造船産業のための特別レポートです。基本的には、SDOC は 1 つのい

ずれかが、数、またはその製品の全てが香港条約の要件に準拠していることを述べ、サプライヤーの法律上の文で

す。 SDOC は製品を指し、これらは、製品のコンプライアンスの状態を記録するために、材料宣言を添付しなけれ

ばなりません。 

セミコンポーネント 

セミコンポーネントは、例えば、長さ、面積又は体積（ここで、成分は、単位量で使用されます）のような測定単

位によって使用されます。この例としては、ワイヤーによって使用されるメートル、または塗料で使用されるグラ

ムです。 

重大度 

CMD 品質レポート機能で使用される、これは違反のシステムレベルの重大度です。重大度のレベルは 1（低） から

9（高）が有効です。カンパニーアドミニストレーターにより企業ルールのため変更することができます。 

SUI（安全使用説明書） 

安全使用説明書とは、有害物質を含む製品の安全な使用方法を詳細に説明した文書です。CDX では、SUI は、デー

タシートの詳細（「添付ファイル」の項）に文書として添付することができます。SUI が添付されているデータシ

ートは、データシート名の後に表示されるアイコン（ ）によって、検索結果で識別することができます。会社

固有の規則は、SUI を必要とするように設定することができます。 

ツリー構造 

ツリー構造は、各データシートの主要部分です。これは、製品に含まれる個々のノードおよび参照から構成されて

いるコンポーネント、セミコンポーネント、材料、化学物質の構造図です。 

違反レベル 

CMD 品質レポート機能で使用されます。これは違反のシステムレベルです。以下のクラスが正常な入力となりま

す： 重大なエラー,、エラー、警告そして情報“重大なエラー” 以上はカンパニーアドミニストレーターにより

企業ルールを変更することが可能です。 
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有効な情報 
 

 

CDX のウェブサイトとその他サービスとツール 

www.cdxsystem.com  

 

 

コンタクト: 

CDX サービスデスク 

e-mail: CDX-ServiceDesk@DXC.com  

または CDX システム > ヘルプ > ヘルプデスクへのメール送信 

 

 

 

 

問い合わせ先   
DXC Technology Germany 
 

 

EntServ Deutschland GmbH 

CDX Team 

Alfred-Herrhausen-Allee 3 - 5 

65760 Eschborn 

Germany 

 

dxc.technology 

 

© 2017-2021 DXC Technology Company. All rights reserved. 

A4-cdx_manual_ja, November 2021 

http://www.cdxsystem.com
http://www.cdxsystem.com/
mailto:CDX-ServiceDesk@hpe.com
http://www.dxc.technology/

	はじめに
	CDX – はじめに
	基本要件
	費用
	企業登録
	システムアクセス
	ログイン
	IDの確認/新しいパスワードの発行依頼
	使用条件の承諾
	仮パスワードの変更
	お知らせの確認と同意

	CDXのナビゲーション
	ユーザー情報 / ログオフ
	ビューの変更
	メインメニューとボタン
	データシートメニュー/　ツールバーボタン
	新規作成
	保存
	名前を付けて保存
	以下の表は、それぞれのメニューの動きの説明です :
	印刷 / PDFとして保存
	インポート
	エクスポート
	確認
	社内送信
	承認
	拒否
	転送
	削除
	無効化
	ログオフ

	機能メニュー/ボタン
	システム管理メニュー
	ヘルプメニュー

	情報/詳細
	作業画面
	検索結果画面からのショートカット

	データシートの新規作成
	データシートとは?
	データシートの新規作成
	データシートのタイプ
	申告範囲
	材料データシートの作成
	共通情報
	日付情報
	クエリ一覧
	製品のビジネス情報
	材料分類
	材料情報
	公的材料規格
	備考
	添付
	Where used
	構成情報の追加
	化学物質の追加
	既存の材料の追加（参照）
	材料の追加-ノード
	ツリー構造のトップを右クリックし、追加 > 材料 > ノードを選択しました。


	コンポーネントの新規作成
	新項目–製品のビジネス情報/ 数量と質量/ 材質表示
	新項目―規制
	構成情報の追加
	コンポーネントの追加– 参照
	コンポーネントの追加– ノード
	セミコンポーネントの追加– 参照
	セミコンポーネントの追加– ノード
	材料の追加– 参照
	材料の追加– ノード
	参照化学物質の追加
	セミコンポーネントの追加–参照
	材料の追加– 参照
	材料の追加– ノード
	化学物質の追加


	規制ウィザードを使用して部品や材料データシートを作成

	データシートの更新
	ツリーの表示・検索
	サプライヤー情報画面
	送信先情報画面
	送信先の追加
	入力依頼

	エラーチェック
	エラーチェックの結果表示

	データシートの社内送信/送信/全送信
	送信/受信の仕組み
	全送信/受信の仕組み

	データシート分析
	材料分類
	材料
	化学物質

	Where-Used 分析
	分析タイプを選択する
	分析するデータシートの選択
	分析
	繰り返し（必要であれば）


	データシートのインポート/エクスポート
	IMDSから既存データシートをインポート
	IPC1752A,IPC1754,IEC62474ファイルからデータシートをインポート
	IPC1752A,IPC1754,IEC62474ファイルへデータシートをエクスポート
	SCIP Dossierへデータシートをエクスポート
	SCIPマルチセレクトサポート

	入力依頼
	入力依頼の内容
	入力依頼に関する用語：送信先と送信元
	データシート属性
	管理用データ
	入力依頼のステータス
	入力依頼の作成
	サプライヤーの選択
	プロジェクトの作成
	入力依頼の送信

	入力依頼の拒否
	入力依頼への対応
	既存データシートの入力依頼への割り当て
	データシートの新規作成

	入力依頼の完了

	レポート
	データシートレポート
	材質宣言レポート
	SDoCレポート

	紛争鉱物申告マネージャー
	ビューの変更
	CMDメニュー / ツールバー ボタン
	新規作成
	保存
	インポート
	エクスポート
	確認
	社内送信
	承認
	拒否
	ログオフ

	機能メニュー / ボタン

	検索結果画面からのショートカット

	CMDの新規作成
	CMDとは何か?
	新規CMD
	詳細
	共通情報
	日付
	金属識別
	コンフリクトフリーポリシー
	サプライヤーCMDs
	既存のサプライヤーからのCMDを追加（参照）

	プロダクトリスト
	添付ファイル
	詳細の追加
	製錬所の追加
	製錬所の補足入力

	CMD製錬所候補を追加する


	CMD詳細での製錬所の概要
	サプライヤーデータ画面
	送信先情報画面
	送信先の追加
	リクエスト

	エラーチェックプロシージャ
	エラーチェック結果の表示

	CMDの全送信

	CMD品質レポート
	CMDのインポートとエクスポート
	CMDのインポート
	サプライヤーCMDロールアップ
	CMDのエクスポート

	CMDリクエスト
	リクエストの内容
	管理データ
	CMDリクエストステータス
	リクエストの作成
	受信企業の選択
	プロジェクトの作成
	リクエストの完了

	リクエストの拒否
	入力依頼への対応
	リクエスト用の既存CMDの割り当て
	CMDの作成
	リクエストの完成

	不足分レポート
	不足分レポートの作成と編集
	レポート
	送信情報
	紹介ヘッダー
	チェック結果
	フッターテキスト
	添付
	送信履歴

	レポート検索
	レポートの設定

	送信済み一覧
	検索条件
	CMDとデータシートリクエストの一括送信

	受信済み一覧
	承認/拒否
	データシート/CMDの承認
	データシートの拒否
	受信したデータベースのSCIP Dossierのエクスポート

	受信したリクエストへの既存データベースの割り当て
	複数のデータシートの拒否


	検索のヒント
	ワイルドカードでの検索
	検索結果の設定
	データシート検索オプション
	コンポーネントの検索項目
	セミコンポーネントの検索項目
	材料の検索項目
	データシート検索
	SDoC検索
	化学物質の検索項目
	化学物質リクエスト： 化学物質の追加リクエスト
	化学物質の変更の検索
	化学物質グループ / 規制の変更
	規制化学物質の概要

	CMD検索オプション
	CMD検索
	CMDテンプレート検索
	CMD製錬所検索
	企業検索


	システム管理メニュー
	個人設定
	パスワードの変更
	ビューの変更
	通知
	企業
	製錬所の管理
	製錬所のリリース

	組織の追加
	組織の削除

	ユーザー
	ユーザー承認プロファイル
	カンパニーアドミニストレーター（Company Administrator）
	標準ユーザー（Standard User）
	標準ユーザープロファイルを持つユーザーIDは、管理者権限を持っていません。このプロファイルを持つユーザーはデータシートを作成、送信や全送信などができます。さらに、（提供会社がWebサービスのユーザーではない）会社に送られたデータシートを確認し、承認や拒否することができます。入力依頼を作成したり、応答したりすることができます。
	ユーザー（Read-Only User）

	ユーザーの作成
	ユーザーIDを組織に割り振る
	ユーザーの無効化
	パスワードリセット
	ユーザーアカウントの管理

	トラストユーザー
	データシート管理
	CMD 管理
	CDXライセンス
	企業固有化学物質リスト
	企業固有の規制
	CMD品質プロファイルマネージャー
	プロファイルの作成

	不足分レポートマネージャー
	組織レポート
	統計

	CDXの使用ヘルパー
	MDS Queue and Collection Manager(QCM)
	SCIP Submission
	IMDS Import

	クリップボード
	ツリー検索
	化学物質グループ
	ツリーフィルター
	検索結果の設定
	検索結果のエクスポート

	企業固有エンハンスメント
	サプライヤー部品番号送信先
	ボッシュグループ – 固有拡張機能
	ボッシュサプライヤー登録
	顧客により提供されたデータシート
	同一階層申告
	部品 / アイテムナンバー
	規制
	企業固有の規制

	規制物質概要


	CDX セキュリティ
	物理セキュリティ
	オペレーティングシステムセキュリティ
	データベースセキュリティ
	ネットワークセキュリティ
	ファイアウォールセキュリティ
	データ転送
	ウェブアプリケーションサーバー

	アプリケーションセキュリティ

	CDX – アドオンーサービス
	プロジェクトサポート
	CDX ウェブサービス
	アップロード
	ダウンロード


	CDX – 基本情報
	CDXの使用条件
	CDXに対応するブラウザバージョン
	言語
	60分インアクティビティ自動ログアウト
	アイテムの選択
	色が薄くなったアイコン/記号
	化学物質
	ネットワークパフォーマンス指標

	CDX内のチェックルール一覧
	データシートの規制チェック（注：大文字の単語は実際の値のプレースホルダです）:
	履歴 ルールチェック:

	用語説明
	100% 宣言
	化学物質
	CMD （Conflict Minerals Declaration）
	CMD リクエスト
	コンポーネント
	香港条約 （HKC, Hong Kong International Convention for the Safe and Environmentally Sound Recycling of Ship）
	IPC1754 (Class E, F, G)
	材料
	材料宣言（Material Declaration）
	データシート（Material Datasheet）
	入力依頼
	ノード
	パスワード
	REACH-SVHC （高懸念物質）
	参照
	SCIPデータベース(Substances of Concern in Products Database)
	SDoC （適合サプライヤー宣言）
	セミコンポーネント
	重大度
	SUI（安全使用説明書）
	ツリー構造
	違反レベル

	有効な情報

